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物質構造科学研究所副所長　松下　正

　高エネルギー加速器研究機構は �月 ��日をもって文部
科学省直轄研究所という位置づけに終止符をうち，�月 �
日から大学共同利用機関法人となり，新たなスタートをき
りました。
この節目に，これまで ��に対して大きな貢献をなされ

た小林正典放射光源研究系研究主幹と三国晃技術部長が停
年を迎え退官されました。小林教授は ����年以来 �年間
にわたり放射光源研究系の研究主幹として ��の運営，放
射光リングの安定な運転，�����の性能向上などに尽力
いただきました。また三国部長には，��の立ち上がりの
時期に ��の技官の方々や業務委託の三菱システムサービ
スの技術者の方々の技術レベル向上を指導していただき，
さらにこの ��年ほどは ���全体の技術者のヘッドとし
てより高い立場から ��を支援していただきました。お二
人のこれまでのご貢献に感謝すると同時に，今後も温かい
目で ��を見守っていただくことをお願いいたします。
��を支えるユーザー団体である ��懇談会でも，この �

月から �月にかけて会長の責務が佐々木聡東工大教授から
雨宮慶幸東大教授にバトンタッチされました。佐々木さん
にお礼を申し上げると同時に，雨宮さんには今後 �年間よ
ろしくお願いいたします。
�月に行われた ��シンポジウムでは一部のユーザーの

方々から法人化後に共同利用がどうなるかについての質問
を頂きましたが，機構の中期目標・中期計画にも大学共同
利用を行うことが機構の最も重要な責務のひとつとして挙
げられており，共同利用に関しては基本的には大きな変化
はないと言えます。
法人化後も ��の組織は �つの研究系で構成されること

は変わりませんが，研究系の名称が一部変わり，放射光科
学第 �研究系（研究主幹：野村昌治教授），放射光科学第
�研究系（研究主幹：河田洋教授），放射光源研究系（研
究主幹：春日俊夫教授）となりました。放射光科学第 �研
究系はおもにスペクトロスコピーを，放射光科学第 �研究
系はおもに回折・散乱を中心とした手法により物質・生命
科学研究を推進して行きます。また，物質構造科学研究所
の内部措置ではありますが，��の外に位置づけられた構
造生物学研究センター（センター長：若槻壮市教授）が依
然 ��と密接な連携を図りながら構造生物学研究を推進し
ます。この他，物構研内に構造物性研究センターを立ち上
げる準備もなされています。
����年度の機構内予算配分で懸案の挿入光源用直線部

の数を増やすための �������リング改造に関する支援を得
ることができました。今年度にリング改造に必要な真空ダ
クトを全数製作し ����年 �月から約 �ヶ月かけてリング
の改造を予定しています。このスケジュールについて今年

�月の ��シンポジウムでユーザーの方々に報告させてい
ただきました。毎年 �月から �月は，夏季シャットダウン
を実施していますので，例年に比べると �月から �月に実
質的には �ヶ月強の間 ��での放射光利用ができなくなり
ユーザーの方々にはご不便をおかけしますが，挿入光源用
直線部が �から ��とほぼ倍増する画期的な計画でありま
すので，ご理解とご協力をお願い致します。ユーザーの皆
さんは ��のシャットダウン中には他の放射光施設の利用
を考えられると思いますが，��は ����と協定を結んで
おりお互いのリングの改造のための長期シャットダウン中
は一定限度の範囲でお互いにユーザーを受け入れることを
了解しています。��のシャットダウン中に ����での実
験の可能性を検討される方は私までご連絡ください。また，
リング改造後のビームライン増設についてはまだ予算的目
処が立っていませんが，野村主幹の報告に詳しくあります
ように検討を進めています。今後ユーザーの皆様と協力し
てビームライン建設実現の努力をしたいと思います。直線
部増強と平行して光源系では �������リングをエミッタン
ス ����×���で運転するマシンスタディーを行っています。
これが実現すると，最近カナダやオーストラリアで建設
されている �����クラスのリングがエミッタンス十数 ��×
���，挿入光源数 ��強というものであり、これらに極めて
近いスペックを ���������リングは持つことになります。
�������リングの直線部改造が現在と連続的につながる

近い将来への投資と考えると，さらにもう少し先（��年
程度）までの将来像を描くことが ��にとっての大きな課
題です。一昨年度は ���������������������について検討し
������������を出版しましたが，昨年度は小間所長の要請
にもとづき ���・��高輝度光源を ��で実現する場合の
検討を行いました。小間所長の着任当時は予算的サポート
を得られるという予測がありましたが，その後の情勢の変
化により ��での ���・��高輝度光源の検討は ����年に
入って一度白紙に戻しました。今後は，一昨年の ���の
検討において議論された ��������������の内容にさらに ��
～ ��年先での ���・��領域での研究動向の検討を加え
ると同時に，必要なフォトンビームのスペックはどのよう
なものか，それを実現するための光源はどのようなものか，
についての検討を ��内部で河田，春日両主幹を中心に始
めつつあります。今後，ユーザーの方々，���加速器研
究施設の方々の協力を得るための枠組み作りを早急に行い
たいと思っています。その節には雨宮会長をはじめとする
��懇談会の皆様のご協力をよろしくお願いいたします。



PHOTON FACTORY NEWS Vol. 22 No. 1 MAY.

2 3

��������������������������������������

�����

現　　状

�����

ＰＦ懇談会の会長に就任して

ＰＦ懇談会会長　雨宮慶幸（東大・新領域）

佐々木聡前会長からバトンを受け取りまして，この �
月から �年間，��懇談会会長を仰せつかることになりま
した。よろしくお願い致します。私は平成 ��，��年度に
��懇談会会長を務めましたので，実は，今回この役を再
度引き受けることに逡巡しました。「本人は卒業したつも
りが実際は単位が足りず卒業していなかった」というケ
ースに近いのかな，と思ったりもしました。しかし，過去
��年間にわたって ��スタッフとして ��にお世話になり
ましたので，��のために些かでも貢献できればとの気持
ちで，引き受けることに致しました。「また？」との印象
を持たれる方もいらっしゃるかも知れませんが，新たな気
持ちで取り組みたい（卒業単位を修得したい）と思ってい
ますので，よろしくお願い致します。
この �月から国立大学が法人化するとともに，高エネ

ルギー加速器研究機構も法人化され，新しい仕組みが出発
しました。この節目をいかにポジティブな結果の導出に繋
げていくかについては，走りながら考えていかねばならな
い問題が色々あると感じています。��懇談会のあり方も，
この節目の影響を何らかの形で受ける可能性があり，その
場合は，どのような変化を成すべきかについて，リアルタ
イムで考えて行く必要があるかと思っています。
各幹事は次の方々にお願いしました。

利用幹事：佐々木聡（東工大），高橋敏男（東大），
��������������������宇佐美徳子（��），斎藤智彦（理科大）
行事幹事：佐藤衛（横市大），間瀬一彦（��）
庶務幹事：田中雅彦（��）
会計幹事：土屋公央（��）
広報幹事：桜井健次（物材研）
編集幹事：一國伸之（千葉大）

　利用幹事は人数を �名に増やすと共に，前会長の佐々木
さんにも加わって頂きました。各幹事の協力を得て，円滑
な共同利用の維持・発展という現在の問題と，将来の問題
（��の将来計画）を具体的に議論する機会をタイムリーに
持っていきたいと考えています。
ところで，��懇談会の存在意義は何か？　��懇談会

のメンバーであることのメリットは何か？　という議論
が常にあります。私は，常々，「��懇談会は，安全弁のよ
うな存在，または，空気のような存在」だと言ってきまし
た。つまり，��での共同利用実験が順調に進んでいると
きは，目立つ必要のない存在であると云う意味です。具体

的には，��とユーザーの �������������（懇談），ユーザ
ー間の �������������（懇談）が円滑に行われている限り，
また，��の運営が円滑に行われている限り，��懇談会は
特に表立って活動をしなくても良いと云う意味です。しか
し，最近は少し考えが変わってきました。「存在する意義
が大きい」と，ユーザーと ��スタッフの両者にとって感
じられる「空気のような存在」にならなければいけないの
では，ということです。��年以上の歴史を経過したこと
もあり，変えなければならない項目，それと同時に，変え
てはならない項目をしっかり見極めて，今後の ��のあり
方を議論する受け皿としての ��懇談会の重要性を感じて
います。換言すれば，節目であるので，時代の流れに乗る
べく努力する項目と，流れに乗らないで貫く努力をする項
目を，しっかりと議論しなければと思います。
��懇談会の存在意義は，基本的にはユーザーと ��ス

タッフとの �������������（懇談）の場であると思います。
そのためには，次のようなことを行っていきたいと考えて
います。
１）� ��の将来計画に対する議論の活性化
２）� ユーザーと ��間のメッセージボードの役割強化
３）� ユーザー間のメッセージボードの役割強化
４）� ユーザーグループの活動の活性化
５）� 学生・新規ユーザーのための基礎講習会の開催
６）� 他の放射光施設・利用者団体との情報交換
７）� 会員名簿（����年版）の発行

　基本的にはこれまでの ��懇談会のポリシーの継承です
が，これらのポリシーに基づいて具体的な活動を如何にタ
イムリーに行うか，が問われているのだと思っています。
小間所長，松下副所長，野村主幹，河田主幹，春日主

幹をはじめとする ��スタッフとの情報のすり合わせ，各
ユーザーグループを通してのユーザーの意見の吸い上げを
行いながら，��の持続的発展に貢献できる ��懇談会を目
指したいと思いますので，皆様，よろしくお願い致します。
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入射器の現状
電子・陽電子入射器

加速器第三研究系主幹　榎本收志

概況
　�～ �月の運転日程は以下の通りであった。
� �月����日�　入射器立上げ
� �月 ��日�　����入射開始
� �月 ��日�　��入射開始
� �月 ��日�　�����入射開始
� �月 ��日　������運転停止
� �月 ��日�　��運転停止
　今期から入射器の運転モードに大きな変化があった。
����への「連続入射モード」が通常の入射モードになっ
た。�����への入射は，マシンスタディ日を除けば，��
は一日一回，��は一日二回の定時入射を行った。入射器
のデューティは増えたが，全体として順調に入射をつづけ
ている。ただし，�月 ��日に入射器のマスタートリガー
モジュールの故障により，��入射が約 �時間遅延するト
ラブルが発生した。

2003 年度入射器運転統計
　����が実験を開始した ����年度から ����年度までの
入射器の運転・故障統計を表１に示す。表で故障時間は各
種装置ののべ故障時間を示す。この表から，当初 �％以上
あった装置の故障率が，����年度まで年々減少してきた
ことがわかる。����年度は，前年よりやや増加しているが，

これは最近（�月 ��日）久しぶりに陽電子生成部の加速
管が放電を起こし復帰に約 ��時間余り要したためである。
しかし，おおまかには，故障はほぼ横ばい状態と判断する。
連続入射が始まったため，入射器の故障は即入射遅延につ
ながる。����年度の入射遅延も増加したが，年間合わせ
ても ��時間余りの入射遅延にたいして，先に述べたマス
タートリガートラブルが影響した。
　����年から連続入射が始まったが，ビーム運転時間は
�����時間前後（�����％）で例年並である。ただし，����
年度と比べ，����時間近くあったビーム調整時間が ����

図）��連続入射モード時の����加速器運転表示グラフ。上段より，
���，���，ルミノシティの状態を示す。横軸は時刻で，こ
の例は �月 ��日午前 �時から �月 ��日午前 �時までの ��
時間を示す。上段及び中段のグラフは，各々，上から各リ
ングの蓄積電流，ビーム寿命，リング全周の平均真空度を示
す。下段及び最下段の４つのグラフは上からピークルミノシ
ティ，積分ルミノシティ，実験に使われた積分ルミノシティ，
比ピークルミノシティを示す。

表１　運転時間と故障統計�
運転予定
時間

実運転時
間 のべ故障時間 のべ故障回数 平均故障間隔時間�

������
平均故障時間�
������

��（時間） ��（時間） ����（時間） � ���（分） �������（分）

故障 ���� 故障 ���� 故障 ���� 故障 ����

����年度 ����� ����� ���� ���� ������ ������� ���� �� ��� ����

����年度 ����� ����� ���� ���� ������ ������� ���� ��� ��� ����

����年度 ����� ����� ���� ��� ������ ������� ���� ��� ��� ���

����年度 ����� ����� ��� �� ����� ������ ��� �� � ���

����年度 ����� ����� ���� ������ ������ �������� ���� ������� �� ��������

表２　ビーム運転時間
�� ����� �������� �������� �����

調整 合計入射 故障 入射 故障 入射 故障 入射 故障

（時間） （分） （時間） （分） （時間） （分） （時間） （分） （時間） （時間）

����年度 ��� ��� ��� ��� ��� ���� ��� ���� � �

����年度 ��� ��� ��� ��� ��� ���� ��� ���� ���� ����

����年度 �� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ���� ����

����年度 �� �� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ���� ����

����年度 ��� ��� ��� �� ��� ��� ���� ��� ���� ����
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時間まで減り，入射時間の割合が増えた。

新年度
　��，�����，����への入射は全体として順調である。
����への「連続入射モード」も軌道に乗った。入射器の
デューティはきつくなり，より安定した運転が必要になっ
ている。��関係では今年度から正式な共同利用が始まっ
た低速陽電子実験施設の運転も新たな課題である。
　このような時に，�年ぶりに新職員を迎えることができ
たことは朗報である。一人は，吉田光宏さんで，��グル
ープ，もう一人は横山和枝さんで加速管グループに属する。
吉田さんは加速器施設でＣバンドのリニアコライダの開発
をこれまで行ってきた。また，横山さんは日本大学の佐藤
勇先生のところで自由電子レーザの開発に取り組んできた
方である。このような若いエネルギーを加えて入射器の新
しい課題に取り組んで行きたいと思っている。

��光源研究系の現状

放射光源研究系主幹　春日俊夫

小林正典先生の御退職
　放射光源研究系前主幹の小林正典先生が �月 ��日付け
で停年退職されました。
　先生は，昭和 ��年 �月より高エネルギー物理学研究所
において，高エネルギー加速器の真空システム，特に電
子ストーレジリングの真空システムの研究を開始されまし
た。放射光専用電子ストーレジリングの性能を決める大き
な要素にリング真空系の性能があります。放射光に曝され
る電子ストーレジリングにおいては，放射光照射による非
熱的な光脱離が主要なガス放出となります。先生は，この
ような条件下で高度な真空環境を実現するために，非熱的
脱離の抑制も含め，気体分子と固体表面との相互作用を系
統的に理解し解明する研究を続けてこられました。ビーム
電流 �とビーム寿命 tとは相反する関係にある量です。先
生が提案された �t積は放射光リングの性能指標の一つと
して広く使われています。また，高度な真空環境が実現し
ているだけでは，電子ストーレジリングの真空路としては
不十分です。先生のグループは電子ビームが通過したとき
に真空槽内に残してゆく電磁場の悪影響を軽減すべく真空
路の断面形状をスムースに変化させる手法の開発を行って
きました。真空系設計にあたってのこれらの考え方は，そ
の後建設された世界の電子ストーレジリングの真空系設計
に大きな影響を与えています。
　先生は平成 �年 �月からは放射光源研究系の主幹とし
て，同研究系のスタッフとともに ��リングを強力で安定
な光源に育て上げることに献身的な努力を続けてこられま
した。この間 ��リング高輝度化工事を完成させ，エミッ
タンスをそれまでの �����×���からおよそ ����×���に改
善することに成功しました。また，�����高度化計画を

強力に推進し，トリスタンの蓄積リングとして建設された
ため放射光源としては必ずしも満足でなかった �����を，
放射光専用蓄積リングとして蘇らせることに成功しまし
た。放射光科学研究施設，特に放射光源研究系としましては，
先生のご退職の後も先生が培ってこられました研究体制を
さらに発展させていかなければならないと思っています。
なお，先生は �月より本機構および総合研究大学院大

学の名誉教授となられました。

また，桂共太郎放射光源系助教授が �月 ��日付けで退
職されました。

PF
　前号（�����������）で報告されているように，�月 ��
日に ��の運転を再開した。�月 ��日に光軸確認を行いユ
ーザー運転を開始し，�月 ��日の朝に ����年度の運転を
終了した。おおむね，電子エネルギー �������，初期電流
値 ������で運転を行ったが，�月 ��日朝から �月 ��日
朝までは単バンチモードでの運転を，�月 ��日朝から �
月 ��日朝までは電子エネルギー �����での運転を行った。
単バンチモード時には，初期電流値約 �����で運転を行
っているが，主に ��������効果によりビーム寿命が通常
時の値より短いため �日 �回の入射を行っている。�����
時には，高周波加速系の電力の制約から，初期電流値約
������（途中より ������：後述）で運転を行っている。
　�月 ��日未明入射器－ ��リング間のビーム輸送 ����
系の������������が発生し，�������������信号（インター
ロック信号の一つ，この信号が出ていないと入射器はビ
ームを出せない）が落ちた。��系のゲートバルブのイン
ターロックコントローラーのコネクタの接触不良が疑わ
れている。なお，計 �台のコントローラーは今年の夏に予
定している真空制御システムの更新時に全て撤去する予定
である。アンデュレータ �����とマルチポールウィグラー
��������のギャップがビームライン側から変更できない
ということが頻発した。また，�����のギャップを動か
すと �����の光が動くという現象が起こった。これらは
全て対策をとる予定である。�月中旬の ����運転時に続
けて何回かビームが落ちた。加速高周波系の高圧電源 ��
ステーションが疑われ，同ステーションを停止し計 �台の
空洞のうち �台を使用して運転を継続した。これに伴い初
期ビーム電流値を������から������とした。運転終了後，
高圧電源のメーカーに調査を依頼したが異常は発見出来な
かった。現象の再発に備え，原因追及のための監視系をセ
ットし �月の運転再開を迎える予定である。
　��および �����の運転停止期間中に ����と入射器が
運転しているとき，�������������（上記）が落ちて入射
器からビームを出せなくなるということが起こった。��
運転中は同信号の再立ち上げの手順が確立しているが，運
転停止期間の夜間や週末の立ち上げ手順は確立していなか
った。早急に確立する予定である。
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PF-AR
　�月 ��日朝に光軸確認後ユーザー運転を再開し，�月
��日に ����年度の運転を終了した。この間 �回の医学利
用が予定されていたが，そのうち �月 ��日分がキャンセ
ルとなった。����とビーム輸送系の間の境界扉のインタ
ーロックが不調となり，入射器よりビームを出すことが出
来なくなったためである。また，�月 ��日に，医学利用
開始直前にビーム輸送系の電磁石電源が故障した。かろう
じて ��数 ��のビーム電流を蓄積することができ，事な
きを得た。なお前号でも述べた様に，医学利用時は非対称
�バンチに計約 �����の初期電流を蓄積して運転してい
る。
　四極電磁石電源のインターロック不調で電源が停止しビ
ームを落としてしまう事象が頻発した。電源主要部に不具
合が発生していないにもかかわらず，電源を守るためのイ
ンターロック回路が誤作動してしまうようである。老朽化
によるものと思われる。
　運転休止期間中に，前号で述べたビーム電流測定用の
直流電流トランスフォーマー（����）チェンバー，���
のアブゾーバー，北直線部のイオンポンプ，���の交換
を行った。

放射光科学第一・第二研究系の現状
放射光科学第一研究系主幹　野村昌治

運転・共同利用実験
平成 ��年度第三期（�～ �月）の運転は放射光科学合

同シンポジウム直後に開始された。���������リングは �
月 ��日から運転を再開し，��日に光軸確認後共同利用を
再開した。また �����リングは �月 ��日から運転を再開
し，同様に ��日から実験を再開した。�月 ��日にはビー
ムトランスポート部の障害で �����における臨床応用中
止を余儀なくされ，また ��障害のため ��の �����運転
中の蓄積電流を ������としたが，それ以外は概ね順調に
運転を続け，��リングは �月 ��日朝，�����リングは �
月 ��日朝に運転を停止した。
�月 ��～ ��日には第 ��回 ��シンポジウムが開催され，

法人化を前にし，各学会直前の時期にも係わらず例年並み
のご出席を頂いた。この中で以下の様な報告を行った。そ
の他の詳細については別項及び報告を参照して頂きたい。
放射光科学第一，二系関係の ����年度予算については

直線部増強へ向けた最終準備，建設中の �����で使う高
分解能光電子分光装置の整備，�����回折計の更新および
臨床応用用フラットパネル検出器の整備への着手に大きな
予算を投入することとした。いずれも充分な予算がある訳
ではなくコミュニティの御協力を御願いする。
施設関係では �����腰原プロジェクトによる ������

����ビームライン建設のための冷却水設備改造と多発す
る地絡の原因を明らかにするための実験ホール漏電検知シ

ステムに対して機構の予算が認められる見込みである。
����年度は事故や危険性を含むインシデントが多発し

ており，これについては次ページに記す。

人の動き
�月 ��日付で鈴木守助手が大阪大学蛋白質研究所附属

プロテオミクス総合研究センター助教授として転出され
た。鈴木さんは ����年 �月より �����，���等の構造生
物学関係ビームライン，結晶準備室や低温室等の関連する
実験準備室等を担当され，最近ではマルチポールウィグラ
ーを光源とする ����の建設・立ち上げの中心となって来
られた。����もいよいよ一般公開という時期で ��として
鈴木さんを手離すのは痛いが，大局的な視点から判断をし
た。
三国晃技術部長が今春をもって退官された。三国さん

は ����年に東京大学物性研究所の軌道放射光施設から ��
へ異動され，以来放射光測定器の技官のヘッドとしてビー
ムラインや実験装置の建設，実験ホールや各種準備室の管
理，そして若手技官・教官や業務委託職員の教育に当たっ
てこられ，����年からは機構の技術部長として機構全体
の技術職員の育成に当たって来られた。�月からは管理業
務からは離れて再雇用職員として現場へ戻り，装置開発や
若手技術者への技術継承に当たって頂く。
物構研 �����として公募していた研究機関研究員（ポス

ドク）については青戸智浩，南部英の両氏を採用すること
とした。青戸さんは筑波大学大学院在学中から ��で振動・
回転状態を含む分子の外殻電離・励起に関する研究をして
こられ，着任後は伊藤健二助教授と共に原子・分子の多重
光電離過程に関する研究に当たって頂く。南部さんは東京
大学大学院在学中からエネルギー分散型 ������や光電
子分光実験用の高速一次元電子検出器の開発を進められて
きたが，着任後は間瀬一彦助教授と共に表面反応ダイナミ
ックスの研究に当たって頂く。
一方で，����年 �月に研究機関研究員として着任後，

岩住俊明助教授とともにＸ線分光学的手法を用いて物質
の光応答に関する研究を行ってきた野澤俊介さんは �月 �
日より科学技術振興機構 �����腰原プロジェクトに異動
し，動的構造解析の研究に取り組んでいる。また ����年
�月より大隅教授と研究を行ってきた中川武志さんは金沢
大学に戻り研究を継続されることとなった。隕石として得
られる地球圏外物質の薄片試料中に含まれる鉄硫化物の同
定及び構造精密化に従事して来られ，従来六方晶系である
とされていた �������������に三方晶系のものが存在し，微
量に含まれる ��が���の一方の席のみに存在することを見
出されたことが特筆される。那須奎一郎教授とともに理論
的研究を行ってきた山崎才弘氏は任期を満了され，次の職
場を探されている。これまでモット転移では金属状態が１
段階で絶縁体に転移すると思われて来たが，山崎氏は経路
積分理論に基づく強相関系の角度分解光電子スペクトル形
状の精密な計算を行い，この転移が幾つかの中間的段階を
経て，多段階で起きる事を立証された。
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●●●●●また学術振興会の ��として鈴木あかねさんが着任され
た。鈴木さんは東京大学大学院でエネルギー分散型 ����
を用いた触媒反応の研究をされていたが，着任後は野村と
共に時分割 ����実験法の開発，触媒等への応用研究に
当たって頂く。
研究機関研究員の募集期間は比較的短く，本誌の記事

にならないこともあるので���に注意して頂きたい。また，
学振 ��等として ��で研究をしたい方はご連絡をお願い
したい。

再び安全に関する注意喚起のお願い
　先号でも安全に関する注意喚起をお願いしたが，その後
もいくつかの極めて危険性の高い事象が発生している。一
つは電気炉内に不用意に置かれた銅板が熔融して扉の隙間
から流れ出し，下にあった段ボールが焦げたこと，二番目
はロータリーポンプへの電源接続を誤って ���近い地絡
を起こしたこと，同様に実験装置の電源部での短絡事故，
��ガスボンベの主バルブの状態を誤認して排気ダクトへ
大量のガスを流したこと等である。いずれも大事に至るこ
とはなかったが，電気炉の場合，不用意に扉を開けていれ
ば熔融した銅を被り重火傷を負った危険性があり，最後の
件ではもしも減圧弁を外していれば ��ガスが漏れて人身
事故になった危険性がある。
　また，シャッターを閉めずに手動バルブを開閉したり �
手動バルブを閉めずに真空槽をリークしたりという初歩的
なミスも多発している。安全は個々の実験者が注意を払っ
て守るもので，インターロックは万が一のためのバックア
ップでしかない。鉄道では自動列車停止装置 �����が設置
されているが，この場合でも運転士は信号に気を付けて運
転するのと同様に，個々の実験者に万全の注意を払って頂
きたい。某鉄道会社では���を「あんまりたよりにするな」
と教えているそうである。
　本稿を執筆中に六本木ヒルズでの事故が起こった。��
件の事故の中に �件の大事故というハインリッヒの法則に
みごとに従ったデータになっている。����年度の安全上
気になる事象の件数も ��件を超えており，要注意である。
各大学等でも法人化を期に安全意識の改革を行われたこと
と思うが，火災や労働災害は全て労働基準監督署へ届け出
る事となるので，今まで以上に気を付けて頂きたい。法人
化後，万が一 ��が全焼した場合，火元の実験責任者，所
属機関へ損害賠償請求が起こることも考えられるので，一
人一人の実験者が事故を未然に防ぐよう十分に注意を払っ
て頂きたい。このためには「これまで無事故だから大丈夫」
という発想から脱却し，予め考え得る危険性をリストする
���（危険予知トレーニング）が有効であろう。
　また非常に残念なことだが，運転の最後の �月 ��日か
ら月末に掛けてパソコン，液晶ディスプレイ等の盗難があ
った。警察による現場確認作業も行い，再発防止を検討中
である。ユーザー各位も整理・整頓とともに持ち込み物品
の管理に注意頂きたい。

�月 ��日 ����報道公開にて

プレスリリース
世界最高レベルのタンパク質結晶Ｘ線構造
解析ビームライン（BL-5）の完成について 

����年 �月 ��日
高エネルギー加速器研究機構

　
　高エネルギー加速器研究機構（���）の放射光研究施設
では，構造生物学の研究および開発の国際的な競争に対応
するために研究基盤の整備と高度化を推進しており，この
一環として新たに建設を進めてきたタンパク質結晶Ｘ線構
造解析ビームライン（����）を完成させた。このビーム
ラインにより，従来は解析することが困難だった小さなサ
イズの結晶の構造を短時間で解析する世界最高レベルの実
験環境が実現する（続きは下記「���プレスリリース」を
参照）。
　この記事は常陽新聞（�月 ��日），毎日新聞（�月 ��日），
日刊工業新聞（�月 ��日）に掲載された。

（参照URL）
���プレスリリース
　������������������������������������������
��������記事
　����������������������������������������������
構造生物学研究センター
　����������������������������������

（問い合わせ先）
物質構造科学研究所�教授／構造生物学研究センター長
������若槻壮市（�����������������������）
���������：������������
　�����：������������
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●●●●●プレスリリース
世界初の放射光Ｘ線マイクロビーム
細胞照射装置の完成について�

����年 �月 �日
高エネルギー加速器研究機構

　高エネルギー加速器研究機構 �����の放射光研究施設
では，低線量放射線の生物影響を研究することを目的とし
て，放射光単色Ｘ線マイクロビーム細胞照射装置を世界に
先駆けて完成させた。低線量放射線の生物影響の理解は社
会的要請となっているが，この装置により低線量放射線の
生物影響発現のメカニズムを科学的に解明する研究が飛躍
的に進むことが期待される（続きは下記「���プレスリ
リース」を参照）。
　この記事は ������ニュース（�月 ��日），日刊工業新聞（�
月 ��日），茨城新聞（�月 ��日），日経産業新聞（�月 ��日）
に掲載された。

（参照URL）
���プレスリリース
　�������������������������������������������������
��������記事
　����������������������������������������������������

（問い合わせ先）
放射光科学研究施設　小林克己（������������������������）
　　　　　　　　　　���：�����������������　　　　　　
　　　　　　　　　　���：������������

直線部増強とビームライン整備

放射光科学第一研究系　野村　昌治

直線部増強のための運転停止
　既に本誌各号の現状欄や毎年の ��シンポジウムで報告
してきたように ��としては �������リングの直線部増強
作業を進めてきている。また文献 ���に全容，進捗状況の
紹介がある。この間，関連する基幹チャンネルの改造，電
磁石の製造，真空ダクトの製作，基幹チャンネル改造へ
のビームライン側の対応作業等を進めてきている。当初
は ����年度に運転を停止してリングの改造を行う計画で
あったが，残念ながら予算の制約から行うことが出来な
かった。幸い ����年度には ��の内部努力と機構からの
支援を受けたことで，改造に必要な真空ダクト等の製造を
行う予算を確保する見通しが付いた。このため，2005 年
3 月から 9月の間にリングの改造作業を行う。このため，
����年度は今年と比較して �月から �月の実質約 2ヶ月
のビームタイム（実質約 2.5 ヶ月の運転）が例年より少な
くなる見込みである。改造作業完了後は �ヶ月程度の立ち
上げ，焼き出し作業の後，利用実験を再開する計画である。
����年度については ��，�����ともほぼ例年並みの運

転を予定している。また，�����については ����年度前
半も運転することを計画している。より詳細な日程が決ま
り次第，���や本誌で案内する。

増強した直線部のビームライン整備
上記の様に ����年度にリングの改造は完了し，予算と

マンパワーさえ確保出来れば挿入光源ビームラインを整備
することが可能になる。また光源系スタッフは改造を終え
て，将来の光源についてアイディアを練り，開発研究を進
める時間的，予算的余裕が多少なりとも出来てくる。
中長直線部にどのようなビームラインを整備するかに

ついては ����年 �月のユーザーミーティングで報告した
案 ���を基に検討を進めてきた。要約すると，����，��，
��，��，��の �本の直線部の挿入光源を更新して真空紫
外から軟 �線領域の研究に専用化したビームラインを整
備する。また，����，�，��，��の �本の短直線部にはミ
ニポールアンジュレーターを光源とする軟Ｘ線からＸ線域
の研究用のビームラインを整備する。
中長直線部の整備案（真空紫外から軟Ｘ線領域の研究

に専用化したビームライン）を表 �に示すが，これは各種
の制約条件がある中，����年 �月に開催された研究会「ア
ンジュレータ放射光による先端研究の展開」���をはじめ
とする ��研究会等でのユーザーの意見を反映したもので
ある。エネルギー域としては �����から �������に対応す
る。�����を除き原則として各挿入光源当たり �ブランチ
ラインを設置し，少なくとも一方のブランチには常設の
実験装置を置く。これにより実験装置入れ替えに伴うロ
スタイムを減らすことが可能となり，利用実験者層を拡大
出来るものと期待している。�����が一ブランチであるの

放射光Ｘ線マイクロビーム細胞照射装置
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は空間的制約のためである。�����のビームライン光学系
については先行して既に改造に着手している ���。この光
学系は更新後のアンジュレーターに対応出来るものとなっ
ている。これらのビームライン整備に伴い既設の �����，
���，���，���は移設等が必要になる。
短直線部についてはＸ線回折実験関係のビームライン

と構造生物関係のビームラインを予定している。Ｘ線回
折用ビームラインは既設 ������の発展系と位置づけてい
る。また構造生物関係については既設 ������の発展系と
位置づけ，�����とのビームライン交換を予定している。
�����関係については ����のアクティビティを �����へ
移した後の ���や既設 ���等で ������，�のアクティ
ビティを継続，発展させることを予定している。それ以外
のミニポールアンジュレーター利用としては，分析／分光
実験，位相利用実験，小角散乱実験，反射率測定等が候補
に上がっている。他によりミニポールアンジュレーターの
特徴を生かした優れた研究提案があれば早急にご提案頂き
たい。
読者の中には既に気付かれた方もおられると思うが，

����，�，��，��には既設のビームラインがあり，これら
の中にはミニポールアンジュレーターを光源とするビー
ムラインと空間的に干渉するものが生じる。これらのビー
ムラインについてはアクティビティと今後の展開を見なが
ら偏向電磁石ビームライン等へ移設 �統廃合を検討してい
る。これまでビームラインのカテゴリー分け作業を進めて
きたが，今後も各ビームラインのアクティビティを見なが
ら，限られた資源から最大限の研究成果が得られるように
最適化を図ることが求められている。

ビームライン整備の実現に向けて
上記のビームライン整備を ��の経常経費で進めること

は非現実的である。従来も極紫外・軟Ｘ線高輝度光源計画
との干渉を避けるため「構造生物学研究設備増強」として
リングの改造とミニポールアンジュレーター利用に重点を
置いた概算要求を続けていたが，実現しなかった。現時点
では �カ年程度の計画として挿入光源，ビームライン，実
験装置整備に重点を置いた概算要求を進める予定である。

金額的にも大きくなり，概算要求書の作成と平行して，デ
ザインレポートの充実および事前評価作業を進める必要が
ある。ユーザーの皆様の御協力を御願いする。
また，リングの改造が完了することによって，各種外

部資金を導入してビームラインの整備をすることが可能に
なる。構造生物の振興調整費によって ����を建設でき，
腰原先生の �����プロジェクトによって ����の建設が
進むように，外部資金の導入は直線部増強を生かしたビー
ムライン整備，研究の強力な推進力となる。競争的資金を
「共同利用のため」で獲得することは不可能であり，獲得
のためには最終的な研究目標が重要であることは自明であ
る。また外部資金獲得の際には計画の間に整合性を保つこ
とが緊要である。共同利用研究所の基盤であるユーザーコ
ミュニティと施設が協力して申請に当たることが求められ
る。是非「我こそは」と思う方々からのご提案をお願いし
たい。

参考文献
���　前澤秀樹，������������������������������������，野村

昌治，��������������������，小林幸則，���������������
�������

���　松下正，�������������������������������������
���　柳下明，柿崎明人，�������������������������������
���　小野寛太，�������������������������������������

BL-5: マルチポールウィグラーを光源とし
た構造生物学ビームライン

鈴木守 1,2，内田佳伯 1，大田浩正 3，渡邉一樹 3，
松垣直宏 1,2，五十嵐教之 1,2，若槻壮市 1,2

1 放射光科学研究施設，2 構造生物学研究センター，
3 三菱電機システムサービス

����年度より多波長異常分散法（���）による蛋白質
結晶のルーチン構造解析，微結晶および超分子複合体の
結晶からのデータ収集を可能にするために，マルチポール
ウィグラーを光源とした構造生物学ビームライン（����）
の建設を行ってきた。主なコンポーネントを表 �にまとめ
た。��ニュース �����������に光導入試験の直前までの様
子を報告しているので今回は以降の報告をする。
����年 �月 ��日に光導入試験を行い，その日の内に単
色化されたＸ線を実験ハッチで確認することができた（図
�）。当初，�次放射線レベルが光学ハッチの周辺で高い箇
所があり立入制限をした。この原因は挿入光源のインスト
ールに伴う，リング真空度の悪化によるガンマ線由来と思
われ，��リングの真空度が上がっていくに従って改善さ
れ，現在は規定値以下になっている。
現在までの光学系の調整状況を表 �に示した。ビームサ
イズ，ロッキングカーブおよびビーム強度は設計値まで到

表 1　中長直線部に建設するビームライン案

�� 用途
エネルギー域

����

���
表面化学反応、プロセスの光電子分光

���～ ����
��原子分子、発光分光、��イメージング

���
ナノ磁性 ����、スピン分解光電子

���～ ����
表面磁性ダイナミックス、���・���

���
機能性物質の超高分解能光電子分光

��～ ���
原子分子

���
表面界面二次元光電子、レーザー励起時間
分解

��～ ����

���
有機薄膜・複雑系の �����

��～ ����
量子ナノ構造の光電子、バルク敏感光電子
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達していないがこれは熱負荷による光学素子の変形が原因
と思われる。今後，詳細な熱解析等により原因の特定と改
善を行う予定である。

回折計と大型ＣＣＤ検出器のインストール
　��月初旬までに回折計と���カメラの設置が完了した。
���カメラは超分子複合体や高分解能回折データを迅速
に測定できるように大面積および高速読み出しが可能なも
のを選択した。���の読み出し時間（���������������で �秒，

表１　����の光学素子

コンポーネント
光源からの
距離

仕様

マルチポール
ウィグラー

�����
周期長：�������周期数：���
最大磁場 ����

平行化ミラー ������

材質：シリコン単結晶
コート材：ロジウム
サイズ：��������������������
������������������������
曲率半径：������
傾斜角：��������

二結晶分光器 ������

分光結晶：�������
エネルギー範囲：�����������
第一結晶の冷却方式：マイクロ
チャネル加工による直接水冷

集光ミラー ������

材質：シリコン単結晶
コート材：ロジウム
サイズ：���������������������
������������������������
曲率半径：����������������
傾斜角：��������
集光点：�����
　　　���サンプルの後方 ������

表 3　構造生物学ビームラインで使用している ���検出器のス

ペック

����
��������

����
����������

����
����������

�������� ������������ ������� ����

������������� �����´����� �����´����� �����´�����
������������
�����

����´���� ����´���� ����´����

����������
�m��

�� �� ��

��������������
���

� � �

��������
�����

������ ������ ������

���������� ����� ����� �����

表 2　現状の ����の性能

アクセプタンス
��������

�最大で �����������´�������������
ビームサイズ ����������´����������　�　�Å

ビーム強度
（���´������スリット
����������fピンホール）

����������（アンジュレータ）の約 ���
������（ベンディング）の約 ��倍

波長変更（��������）に
伴うビーム位置の変動

��m�以下 ���，��m�以下 ����

図 �　実験ハッチ内に設置した蛍光板により単色Ｘ線導入を確認

表４　低分子を使ったテストデータ収集実験
�����������������������������������
������������　　　　�����
�������������������：　��������������������
�����������������　　    ���������������������������������
���　　　　　　　　�����
�����������������　　　����´�����´����

����������������������������
������������　　　　　　　������
��������������������������　�������
����������������　　　　　��������
���������������������������　���
�����������������������　　�����
���������������������������　　������������
���������������：　　　　　�����

Statistics  of the data from Compound A
�����������������������������������������������������������������������������
�������� ���������������������������������������������������������������������
��������������������������������������������������������������������������������������
���������������������������������������������������������������������������������������
���������������������������������������������������������������������������������������
���������������������������������������������������������������������������������������
��������������������������������������������������������������������������������������
���������������������������������������������������������������������������������������
��������������������������������������������������������������������������������������
��������������������������������������������������������������������������������������
����������������������������������������������������������������������������������������

����������������������������������������������������������������������������������

図 �　サンプル軸の回転性能試験
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���モードで ���秒）の他のデッドタイムは ���秒以下と非
常に高速であり，ファインスライスによるデータ収集時に
効果を発揮する。��の構造生物学ビームラインで使用し
ている ���検出器のスペックをまとめた（表 �）。
　回折計の基本設計は ����で開発されたものを採用し，
更なる高精度化を実現した。特にサンプル回転軸の芯ぶれ
量は �������の ����m�から，��m�以下にすることがで
きた（図 �）。これは微結晶からのデータ収集を行うとき
に効果を発揮すると考えられる。
　��月 ��日に回折計および ���検出器の性能を調べる
ために高分解能データの収集を行った。データ収集の統計
等を表４に載せた。低分解能の ������はシャッターとサ
ンプル回転軸のタイミングなどの影響を示し，�����とい
う値は十分に小さく，良好なセッティングになっていると
言える。
　また，最初の���実験のテストは ��月 ��日に行われ
た。サンプル情報および統計データを表 �に示した。位相
決定及び自動構造構築により，大部分の構造の構築が可能
であり，データの質は十分に高いと考えられる。

計算機環境
　����には回折データ処理および位相計算のために，
������������������の計算機が �台と �����������の計算
機が �台ある。データバックアップのためには ��������，
������および �����ドライブが装備された ��������の
計算機 �台が用意されている。回折データの保存用に ���
の記録容量の ����サーバーが �台ある。これらすべての
計算機はギガビットネットワークに接続されている。回折

データの処理には �������，���������が使用できる。
また，位相計算，電子密度表示等に各種ソフトウエアが利
用可能である。

ユーザーによるテスト結果と共同利用開始
　通常のデータ収集条件（�度振動，�秒露光，���枚）
におけるデータ収集に要する時間は約 ��分である。露光
時間に関して熱変形が改善されビーム強度のアップが実
現されれば，さらなる短時間化が可能である。回折データ
収集ソフトは�����および �����で開発された共通ユー
ザーインターフェースが採用されている。�月中は外部ユ
ーザーによる，テストデータ収集実験を行い，既に新規構
造が ����を使った回折実験により明らかになっている。
���の検出面積が大きいので，いままで困難であった長
波長での高分解能���実験や，���Åを超えるような格
子定数をもつサンプルからのデータ収集も既に行われ，イ
ンパクトのある構造解析結果がこのビームラインから生ま
れる日も近い。����は ����年 �月から一般共同利用に公
開される。

謝辞
����の建設費の大部分は科学技術振興調整費の「蛋白
質Ｘ線結晶構造解析の高度化に資する基盤整備（研究代表
松下正教授，平成 �����年度）」および平成 ��年度から始
まっているタンパク ����プロジェクトの「タンパク質の
個別的解析プログラム，翻訳後修飾と輸送（研究代表若槻
壮市教授）」による。
建設作業では，挿入光源グループ，基幹部グループ，イ
ンターロックグループ，三菱電機システムサービスおよび
構造生物学研究センターの方々の協力なくしては完了しな
かったであろう。ここに感謝の意を表すとともに，これら
の方々と一緒にプロジェクトを完成することができたこと
を幸運に思います。

ERATO 便り：その（１）

腰原非平衡ダイナミクスプロジェクト ERATO
科学技術振興機構技術参事　大門　正博

　����年 ��月 ��日に着任して一人ぼっちでスタートし
た腰原プロジェクト（正式名称は腰原非平衡ダイナミク
スプロジェクト）はこの �ヶ月で成長し，今では ���駐
在の専任が �名，兼任が �名（腰原研究総括と足立グル
ープリーダー）の所帯となりました。しかもあと半年ほ
どで要員をほぼ満たして充実した体制となる予定です。前
号の ��ニュースで河田先生からプロジェクト内容の概要
を紹介していただいているので，今回は科学技術振興機
構 �����の事業の一つである �����の仕組みと我々の体
制についても述べたいと思います。今後，我々の活動を

表 �
���������������������������������
�����������：�������������������������
�������������������：���  ������������������������
������������������������������������������������������������
�����������������������������������
��������：� �������

������������������������������������������
������������：��������������������
��������������������������������������´ ����´ �������
����������：���������������������������
�������������������������������������������������
�������������������������������������������������

                            ��������
�����������：����������������������
�����������������������������������
��������������：������������������������������������
�����������：������������������������������
�������：�������������������������������������
����������������������������������������������

����������������������������������������
���������������������������������������
������������������������������

�������、������は ������での値
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�����便りとして ��ニュースを通じてお知らせしよう
と思います。
　着任して一番初めに困った事は，���をどなたもご存じ
なかった事です。産総研や原研の様に研究部隊がある組織
のように思われて，話が通じなかった経験もあります。今
まで外部研究資金をそれほど必要としなかったからでしょ
うか ���では ���はなじみがあまり無いようですが，国
の予算から研究費を研究者や研究組織体に出すという機能
に注目すると日本学術振興会（����）や新エネルギー・産
業技術総合開発機構（����）と同じです。即ち ���は他
と同様に文部科学省の政策に基づいて予算を配分しており
ます。しかし ���は �����事業等，自前の研究プロジェ
クトを運営している点が独自です。�����は，���として
研究者を集めて研究部隊を編成し，�年間のプロジェクト
研究が終われば解散してしまうプロジェクトです。重点的
な研究のスクラップ・アンド・ビルドがフットワークよく
行なえる遊撃手のような存在と思っております。この様に
して集めた研究者集団を，それぞれ必要な場所に駐在させ
て研究を行なう仕組みは �����独自のもので，海外でも
高く評価されているようです。また研究予算はプロジェク
ト事務所で会計責任ができる処理が可能なサポート体制と
なっていますので，その使途を柔軟に決める事ができ，研
究員は本当に研究に専念できるようになっております。ま
た予算規模は ��数名の研究員で �年間の研究が可能な額
となっております。�����プロジェクトでは研究総括が
全ての責任を負い ��������として思う存分その力量を発
揮できるように，予算上かなりの自由度があります。
さて，本プロジェクトでは �つの研究グループが活動

する予定です。そのうち放射光を利用する分子動画観測グ
ループと高速分子動画技術開発グループが ���に駐在し
ます。物質開発を行なう強相関非平衡物質開発グループは
東京工業大学と京都大学に研究員が駐在し実際に試料作り
を行ないます。非平衡ダイナミクスの為の試料を強相関非
平衡物質開発グループが研究・開発・試作し，分子動画観
測グループが測定･解析するという図式となります。ただ
し色々な研究機関で作られた試料も無機･有機･生体を問わ
ず測定しようとしております。
プロジェクト事務所は以前の �号館足立助教授室の居

候状態から，�月からは仮事務所として放射光光源棟の �
階の打ち合わせ室を確保してもらい，��月に着任された
事務参事の植田さんと �月に着任された事務員の坂本さん
（写真 �）と，技術参事の大門が執務しております。植田
さんと坂本さんはどうやら花粉症で，苦しみながら仕事を
しています。また先日には計 �件の国際入札もやっと無事
終了し，来年度の予算と計画書を練っているところです。
また，�月 ��日には �����北実験棟の近くに新築された
共同研究棟（写真 �）に入居いたしました。ここには事務
スタッフと研究員を収容する予定で，腰原プロジェクトの
本拠地となります。�月 �日には分子動画観測グループに
光科学の専門家が，さらに �月 �日には高速分子動画技術
開発グループにグループリーダーが着任されます。この他

写真2　�����北西実験棟の近くに新築された �����共同研究棟

写真 1　事務参事の植田さん（右）と事務員の坂本さん

東工大学生さんの協力がいただけます。この様に腰原プロ
ジェクトは場所と人員という両面で着々と体制を整えつつ
あります。
研究の進捗では ���において，パルスセレクターでほ

ぼ �����の繰り返しに間引いた放射光パルスとレーザー
パルス光（ナノ秒）を電気的に同期させて，試料に照射光
とレーザー光とを時間差をつけて照射する技術が確立でき
ましたが，詳細については次の報告のお楽しみにしておき
ます。また超短パルス光源である外部同期型フェムト秒レ
ーザーの立ち上げ作業も始まりつつあり，実験設備も着々
とそろいつつあります。これについても近々にご紹介でき
るものと思います。
ところで �月 �日（金）に ��研究会「非平衡状態の物

質構造と電子状態研究の展開」が ���と ���の共催とい
う形で企画し実施されました。この研究会は講演者への依
頼が �週間前という常識はずれのスケジュールでありまし
たが，暖かいご理解を頂き進める事が出来ました。この紙
面をお借りしましてご協力いただいた方々に改めて御礼申
し上げます。内容はＸ線領域の短パルス放射光で何をどう
測定するか，どうやって短パルス化するかを主題としまし
たが，後日プロシーディングスという形で印刷物になりま
すので，ご興味あればご確認願います。
　最後になりましたが強相関非平衡物質開発グループの符
徳勝研究員が無機材料系開発のために �月 �日に着任（東
工大研究実施場所）されましたが，この様に物質開発の方
も力を入れております。今後ともプロジェクトの研究推進
に努めますので，皆様の暖かいご理解をお願いしたします。
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旅費支給手続き変更のお知らせ

　旅費支給希望者の方はこちらへ来た証拠としてサイン
が必要ですので必ず事務室にお立ち寄り下さい。����年 �
月 �日よりサインを忘れてお帰りになりますと，旅費の支
給ができないことがあります。
　事務室前廊下側のカウンターに「出張者一覧」ファイル
が置いてありますので，その中の「出張者リスト」にサイ
ンをお願いします。土日及び夜間も出しておきますので，
ご都合の良い時にお立ち寄り下さい。「出張者リスト」に
お名前がない場合は，箱の中の「出張日程確認書」にご記
入の上，箱の中に入れておいて下さい。

問い合わせ先：放射光科学研究施設事務室
����������������������������������

非常通報装置の設置と運用について
放射光科学第一研究系　伊藤健二（安全担当）

　すでにお知らせしておりますように，「非常通報装置」
を設置し，�月上旬から運用が開始されました。本装置
は，「通報ボタン」を押すと，プリセットされた �回線（��
地区放送，�����地区放送，運転当番が基本セットです）
に順次自動的に電話をかけ，予め録音しておいたメッセー
ジを流す装置です。メッセージは以下のとおりです。「非
常通報です。○○○○○で非常通報ボタンが押されました。
繰り返します。○○○○○で非常通報ボタンが押されまし
た。」本装置は，とりあえず人口密度が比較的低い箇所を
選び，��研究棟１�，実験準備棟，�����地区（実験棟，
準備棟およびコンテナ），低速陽電子実験室，光源棟地下・
リングトンネル，��施設に設置しました。光源棟実験ホ
ール内は常時人口密度が高いため，第 �期計画に持ち越し
になっています。非常通報装置本体の赤い「通報ボタン」
を押すと動作します。また，装置の子機として離れた場所

平成 16年度後期
フォトン･ファクトリー研究会の募集

物質構造科学研究所副所長　松下　正

　物質構造科学研究所放射光科学研究施設（フォトン･フ
ァクトリー）では放射光科学の研究推進のため，研究会の
提案を全国の研究者から公募しています。この研究会は放
射光科学及びその関連分野の研究の中から，重要な特定の
テーマについて �～ �日間，高エネルギー加速器研究機構
のキャンパスで集中的に討議するものです。年間 �件程度
の研究会の開催を予定しております。
　つきましては研究会を下記のとおり募集致しますのでご
応募下さいますようお願いします。

記

１．開催期間　　　平成 ��年 ��月～平成 ��年 �月

２．応募締切日　　平成 ��年 �月 ��日（金）
　　　　　〔年 �回（前期と後期）募集しています〕

３．応募書類記載事項（Ａ４判，様式任意）
　（�）� 研究会題名（英訳を添える）
　（�）� 提案内容（���字程度の説明）
　（�）� 提案代表者氏名，所属及び職名（所内，所外を問

わない）
　（�）� 世話人氏名（所内の者に限る）
　（�）� 開催を希望する時期
　（�）� 参加予定者数及び参加が予定されている主な研究

者の氏名，所属及び職名

４．応募書類送付先
　��〒 ��������� ���茨城県つくば市大穂 ���

� 高エネルギー加速器研究機構
� 物質構造科学研究所事務室

� � � ���：�������������

＊� 封筒の表に「フォトン・ファクトリー研究会応募」
と朱書のこと。

　なお，旅費，宿泊費等については実施前に詳細な打ち合
わせのうえ，支給が可能な範囲で準備します（�件当り上
限 ��万円程度）。
　また，研究会の報告書を ���������������として出版し
ていただきます。

左：非常通報装置本体

右：子機スイッチ
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に設置されている場合もあります。子機の場合はカバーを
開けて「通報ボタン」を押してください。本装置は既設電
話につなぎ込んでありますので，通報中は該当部分の電話
機は使えなくなります。該当電話で通話中に「通報ボタン」
が押された場合も通話不能になります。間違って装置を起
動させた場合や，電話を使用したい場合には非常通報装置
本体にある「取り消しボタン」を �秒以上押してください。

なお，本装置を起動させてもビームダンプを起こしたり，
火災報知器が鳴ることはありません。状況に応じてそれら
の操作も同時に行って下さい。この「非常通報装置」が起
動された場合，加速器運転中であればどなたかが「通報ボ
タン」が押された現場に駆けつけてくれます。加速器停止
期間中の夜間あるいは休日には守衛所へ直接連絡していた
だいた方が確実です。

人事異動・新人紹介
� 発令年月日               氏　名 　　　　　               現　職 　　　　　                                            旧　職

（昇任）� ���������������������鈴木　　守� 大阪大学蛋白質研究所附属�����������������������物構研　物質科学第二研究系
　　　　　　　　　　　　　　　��������������������プロテオミクス総合研究センター　　���助手
��������������������������������������������������������������������������������助教授

（停年）       �������������������小林　正典� � �������物構研　放射光源研究系　主幹

�������������������������������������三国　　晃　　　　再雇用職員� � �������技術部　技術部長

（辞職）　  ��������　　���桂　共太郎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　����物構研　放射光源研究系　助教授
�

��������������������������　　���中川　武志　　　����金沢大学理学部地球学科　　　　　　���物構研　物質科学第二研究系　
　　　　　　　　　　　　　　　　����������������研究生　　　　　　　　　　　　　　���研究機関研究員
�

��������������������������　　���山崎　才弘　　　� � �������物構研　物質科学第一研究系�
������������� � � � �������研究機関研究員
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予　定　一　覧
　　����年
　　�����月 ��～ ��日�������������高エネルギー加速器研究機構　総合研究大学院大学「夏期実習」
�������������月 ��日� ��������平成 ��年度後期フォトン･ファクトリー研究会公募締切
　　　�月����日� ����������、�����平成 ��年度第一期ユーザー運転終了
�������������月 ��日～ ��日　　���・����合同研究会「ナノサイエンス・テクノロジーと放射光／中性子反射率法」
　　　�月 ��日　　　　　��������，����地区停電
�������������月 ��日～ ��日　　�全所停電
　　　�月 ��日　　　　　���高エネルギー加速器研究機構　一般公開
           �月 ��日　　　　　��平成 ��年度前期共同利用実験課題（�型）申請締切 �
　　����月����日　　　　　���平成 ��年度前期共同利用実験課題（�型・�型）申請締切 �
�������������月�����日～ �日　　��日本加速器学会年会

�����年 �月から �月の間にリングの改造作業を行うため，����年度は今年と比較して �月から �月の
実質約 �ヶ月の実験時間（実質約 ���ヶ月の運転）が例年より少なくなる見込みです。平成 ��年度前
期共同利用実験に申請する ��リングを使用する課題についてはご留意下さい。

　���������最新情報は �����������������������������������でご覧下さい。
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５月 PF-AR ６月 PF-AR ７月 PF-AR ８月 PF-AR

27（火）

28（月）

29（火）

30（水）

17（土）

18（日）

19（月）

20（火）

13（火）

14（水）

15（木）

16（金）

9（金）

10（土）
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最近の研究から

１．はじめに
タンパク質結晶は，ナノメーターサイズの巨大分子が

パッキングすることによって構成されている結晶である。
さらに，この結晶は，結晶内に多量の水分子を含んでおり，
その水の含有量は体積比で �����％にも及ぶことが知られ
ている。これらの特徴は，一般の無機結晶や分子量が比較
的小さい有機物から構成されている低分子有機結晶とも，
大きく異なる点である。したがって，このような特徴をも
つタンパク質の結晶化や，その結晶欠陥や物性に関する研
究は大変興味深い。これまでにもタンパク質分子に関する
研究は比較的多いが，その結晶に関する研究はほとんどな
い。これは物性研究に必要な大型のタンパク質結晶の育成
が極めて難しいことによる。また，タンパク質の結晶化は，
Ｘ線構造解析といったより現実的な問題としても重要であ
る。最近のタンパク質のＸ線構造解析では，数十マイクロ
メーターサイズの良質な結晶さえ得られれば，放射光を利
用することにより十分な回折斑点が得られ，構造解析が可
能になってきた。しかし，タンパク質における水素原子の
位置を決めるための最も有効な方法の一つである中性子構
造解析実験では，依然としてミリメーターサイズの大型結
晶が必要である。したがって，タンパク質の構造解析の精
密化という観点からも，大型結晶の育成とともに結晶の完
全性や結晶欠陥のキャラクタリゼーションは重要である。
　最近，筆者のグループは，大型のタンパク質結晶を育
成し，それを用いて，Ｘ線トポグラフィによるタンパク
質結晶の結晶欠陥，特に転位の観察に成功した ���。さら
に，これらの大型結晶を用いて，これまでほとんど調べ
られていなかったタンパク質結晶の弾性や塑性といった力
学物性の測定にも成功した �����。本稿では，前者の ��の
�������で行われたタンパク質結晶の放射光白色Ｘ線トポ
グラフィについて，最近の研究成果について報告する。

２．タンパク質結晶のＸ線トポグラフィ
Ｘ線トポグラフィは，比較的完全性の高い結晶に対し

て，結晶全体における欠陥の場所的分布状態を知ることが
でき，さらに，その欠陥の種類，例えば，転位のバーガー
ス・ベクトルまで同定することができる �����。そのため，

Ｘ線トポグラフィは，結晶欠陥を観察するための最も有効
な方法の一つとして広く利用されてきた。Ｘ線トポグラフ
ィは大きく分けて �種類の方法がある。一つは，単色Ｘ線
を用いる方法で，もう一つは白色Ｘ線を用いる方法である。
単色Ｘ線を用いた場合には，高分解の欠陥像を得ることが
できるが，試料のセッティングに手間がかかり撮影時間も
長くなる。一方，白色Ｘ線を用いた場合には，欠陥像の分
解能は悪くなるが，試料のセッティングが容易で撮影時間
は短くなる。さらに，一度のＸ線照射で多数の反射に対応
するトポグラフが一枚のフィルム上に記録されるので，一
度の撮影で転位のバーガース・ベクトルの決定が可能にな
る。タンパク質結晶は，構造が複雑で，脆く壊れやすいの
で，試料のセッティングが容易で，試料のセッティングか
ら撮影までが短時間で終わることが必要である。このこと
は，白色Ｘ線トポグラフィがタンパク質結晶に対してより
実用的であることを意味している。また，角度分散が小さ
い高強度の放射光を利用すれば分解能や撮影時間が大幅に
改善される。したがって，放射光白色Ｘ線トポグラフィは
タンパク質結晶の欠陥の観察においてより有効な方法であ
る。
Ｘ線トポグラフィによるタンパク質結晶の欠陥の研究

は，国内では京大の泉と筆者のグループが ��の ������
を利用して世界に先駆け開始した ������。一方，外国でも
いくつかの精力的な研究が ����，����，�����，���
などの放射光を利用して行われている �������。しかしな
がら，これまでに欠陥像を明瞭に観察した例はほとんどな
く，転位像の消滅条件から転位を観察したのは泉と筆者の
グループの共同研究によるもののみである ����。筆者のグ
ループは，以前から ��の ������の放射光を利用して低
分子有機結晶の放射光白色Ｘ線トポグラフィに関する研究
を行ってきた �������。代表的な成果として，Ｘ線テレビ
カメラを用いた低分子有機結晶中の転位の動的挙動の観察
などがあげられる ����。これらの研究を通して，低分子有
機結晶の放射光白色Ｘ線トポグラフィは照射損傷を受けや
すいものの基本的には無機結晶で確立されてきた撮影方法
や解析方法がそのまま使えることがわかった。しかし，タ
ンパク質結晶では，必ずしもこれまでの方法がそのまま適

タンパク質単結晶の放射光白色X線トポグラフィ

橘　勝，小泉晴比古，小島謙一
横浜市立大学大学院総合理学研究科
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用できないことがわかってきた。
Ｘ線トポグラフィにおける結晶欠陥のコントラストは，

主に，欠陥まわりの歪んだ領域からの運動学的Ｘ線回折に
よる ������������（直接像）として観察される �����。一般
に，Ｘ線トポグラフィによって結晶内部を含む結晶全体に
おける欠陥の場所的分布状態を観察するためには，反射法
よりもむしろ透過法が用いられる。透過法によって直接像
を観察するためには，よく知られているように試料の厚さ
�は ������の条件を満足しなければならない。ここで，�は
試料における入射Ｘ線の線吸収係数である。さらに，重要
な条件として，����αξがある ����。ここで，ξは消衰距離，
α＝ ����－ ���である。これらの条件をまとめると，直接
像を得るための試料の厚さの範囲は

���ξ �����������������������������������������������

となる。また，完全結晶の対称反射における消衰距離 ξは，

　ξ����p���������θ�������λ ������������������������

で与えられる。ここで，��は電子の古典半径，��は単位格
子の体積，θはブラック角，����は構造因子，λは入射Ｘ線
の波長である。�������に，Ｘ線トポグラフィで直接像を
得るための試料の厚さの範囲�（����式）が，代表的な無機
結晶（��），低分子有機結晶（ベンジル），タンパク質結晶
（正方晶ニワトリ卵白リゾチーム）に対して，それぞれ示
されている。これらの値は，それぞれ典型的なＸ線トポグ
ラフィの実験条件において計算されたものである。������
�に示されているように，��やベンジルでは厚さの上限値
は，それぞれ ��������，��������で，下限値は，それぞ
れ ��������，��������である。一方，正方晶ニワトリ卵
白リゾチーム結晶では，上限値が �������で，下限値が
�������である。タンパク質結晶では，上限値も下限値も
どちらも無機結晶や低分子有機結晶より大きくなり，特に，
下限値は二桁も大きくなる。これは，����式から明らかな

ように，消衰距離が，主に，構造因子に対する単位格子の
体積の比で決まることによる。すなわち，タンパク質結晶
では単位格子の体積が大きいので，その消衰距離が極端に
大きくなるからである。�������から明らかなように，無
機結晶や低分子有機結晶のトポグラフィ実験では，よく知
られているように試料の厚さの上限値が重要であり，でき
るだけ薄い試料，ここでは，����以下のものが必要なこ
とがわかる。一方，ミリメーターサイズの結晶が得難いタ
ンパク質結晶では，下限値が大きな問題となり，ここでは，
������以上の結晶が必要なことを示している。これまで
行われてきたタンパク質結晶のＸ線トポグラフィ実験のほ
とんどは，������以下の結晶が用いられてきた �������。
したがって，このような結晶の小ささがＸ線トポグラフィ
による直接像としての欠陥の観察を困難にしていたものと
考えられる。本研究では，ニワトリ卵白リゾチームの大型
結晶を育成して，Ｘ線トポグラフィによりタンパク質結晶
の欠陥，特に転位の観察をおこなった。

３．実験方法
3-1.  タンパク質結晶の育成
本研究では，タンパク質としては例外的に比較的容易

にミリメーターサイズの結晶が育成できる正方晶ニワトリ
卵白リゾチーム結晶を研究対象とした。大型結晶を育成す
るために，産総研の安宅らによって考案された ����２濃度
勾配法 ����を用いた。この方法によって約 �週間で最大 ��
��程度の正方晶ニワトリ卵白リゾチーム結晶が育成され
た ����。育成された結晶は �����と �����の晶癖をもった。
���������，���に，代表的な正方晶ニワトリ卵白リゾチーム
結晶の �����および �����方向から撮影された結晶の写真
をそれぞれ示す。本研究では，約 ������以上の厚さをも

��������� ������������������������ ������������������������� ���������
������������������ ����������������������������������������
������������������������������������������������������������
����������

�������� �  �������������������� ����x �� ��������� ���� ���� ���������� �����
�������� ��� ������� ������� ������� ��� �������������������
��������������� �������� ����������������������������������������
��� ��������������� ��������� �������������������� ������������
�������������� ������ ���������������������������������
�������������������� ��� ������������������������������������
��������� �����������������������������������������������
������������������������������������������������������������
�������������������������������������������������������������������
��������������������� �������������� �� ��� ���� ������������������
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った正方晶ニワトリ卵白リゾチーム結晶がトポグラフ観察
に用いられた。

3-2.   放射光白色Ｘ線トポグラフィ
有機結晶の放射光白色Ｘ線トポグラフィにおいて実験

上の最大の問題は放射光白色Ｘ線による試料の照射損傷
である。これは放射光の長波長成分による試料の温度上昇
が原因である。この長波長成分を取り除くために ��など
の金属板が吸収板として用いられてきた �������。しかし，
タンパク質結晶では，金属吸収板を用いても照射損傷を十
分抑えることができなかった。そこで，我々はタンパク質
結晶中に多量に含まれている水分子が放射光の吸収によっ
て何らかの変化を受け，それによって結晶の劣化を引き起
こしていると考えた。そこで水フィルターを用いることに
よって，長波長成分の除去と同時に結晶内の水分子による
放射光の吸収を抑えることを試みた。結果として，格段に
放射光によるタンパク質結晶の照射損傷を抑えることがで
きた ������。そこで本研究では，水フィルターを用いて放
射光白色Ｘ線トポグラフの撮影を行った。
������は ��の �������における放射光の強度分布を波

長に対して示したものである。水フィルターを入れたと
きの強度分布も示されている。比較のために ��������の
������における放射光の強度分布も示してある。��の
放射光強度の極大値は ���であることがわかる。水フィル
ターを導入することによって，その極大値が高エネルギ
ー側にシフトし，厚さ ����の水フィルターを導入すると
極大値が �����になることがわかる。一方，��������では
放射光強度の極大値が，�����であり，当然ではあるが ��
に比べてかなり高エネルギー側にある。水フィルターを入
れると，この極大値はさらに短波長側へシフトする。紙面
の都合上，Ｘ線トポグラフにおける欠陥像の幅の詳細につ
いては述べないが，例えば，転位像の幅は近似的には消衰

距離に比例する。�������に示したようにタンパク質結晶
では消衰距離が大きいために，転位像の幅は，無機結晶や
低分子有機結晶の場合に比べて，かなり広くなる。この幅
は，����式から明らかなように高エネルギーＸ線を用いる
とさらに広くなる。タンパク質結晶において，細くて明瞭
な転位像を観察するためには，���以上の長い波長のＸ線
が必要となる。しかし，上述したように長波長側のＸ線は
タンパク質結晶に照射損傷をもたらす。したがって，タン
パク質結晶において，照射損傷を抑え，かつ細い転位像を
観察するためには，�����程度の入射Ｘ線の波長が適当で
あると考えられる。もちろん，��������の放射光は角度分
散が小さいので結晶内の微小な歪にも敏感でありＸ線トポ
グラフィには有効である ����が，������から明らかなよう
に高エネルギーＸ線が支配的であるため転位像の幅を広げ
てしまう。このことは，無機結晶や低分子有機結晶に比べ
て完全性の劣るタンパク質結晶では，転位像の重なりが起
こり，個々の転位を識別して観察することが難しくなるこ
とを意味している。したがって，現時点では，タンパク質
結晶の放射光白色Ｘ線トポグラフィに適した放射光の強度
分布は，������に示されているような ��の �������にお
ける厚さ ����の水フィルターを通した ���Åのところに
極大値をもつ放射光であると考えられる。
放射光白色Ｘ線は試験管に対し強く散乱する。このた

め，育成された正方晶ニワトリ卵白リゾチーム結晶は試
験管内から取り出し，Ｘ線に対し透過率の良いものに移さ
なければならない。一般に，Ｘ線構造解析では肉厚が �����
��と非常に薄いキャピラリーを用いているが，直径が最
大で ����と小さいために大型結晶を入れることができな
い。そこで，キャピラリーの代わりにストローを用いた。
また，結晶の乾燥を防ぐために両端をパラフィルムで封じ
た。正方晶ニワトリ卵白リゾチーム結晶の �����方向が入
射Ｘ線の方向とほぼ平行になるように試料をゴニオメータ
ー上にセットした。タンパク質結晶のように格子定数の大
きな結晶では，主に低角側の回折が起こる。このため，カ

��������� �����������������������������������������������������
������������ ������������������������������������������
���������������������������������������������������������
�������������������������������������������������������������
���������������������

�������  ����������� ��������� ���������� �������������������������������
����������������������������������������������������������l��
��� ����������������������������������� ������������������������
l ������������ ����������������� ����������������������������
����������������������������� ��� �������������� ������� ���� ����
�����������θ� ��� ������������������� ��� ���� ������������������
�����������������������������������������������������������������
��������������������������������������������������������������
��������������������������������������������������������
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PHOTON FACTORY NEWS Vol. 22 No. 1 MAY.

20 21

18

��������������������������������������

19

最近の研究から

メラ長は，無機結晶や低分子有機結晶の場合に比べて長く，
�����とした。近年，Ｘ線の記録装置として，イメージン
グプレートが多く用いられている。このイメージングプレ
ートはＸ線に対して感度が良くＸ線フィルムの ��倍から
��倍であるため，測定時間が短く済み，コンピューター
と併用することにより，データの収集を短時間で済ますこ
とができる。さらに，フィルムのように暗室で現像をする
手間が省ける。しかしながら，現在のイメージングプレー
トの実際の分解能はせいぜい ���m�程度であるので，残
念ながらＸ線トポグラフを記録するほど十分な分解能には
至っていない。Ｘ線トポグラフィでは，悪くても �����m�
程度の分解能は必要である。したがって，現在でもＸ線ト
ポグラフ像の記録方法にはＸ線フィルムや原子核乾板が必
要不可欠である。この一連の実験では，�������のＸ線
フィルムを用いた。また，撮影のためのＸ線照射時間は数
��秒であった。

４．結果と考察
4-1.   ラウエトポグラフの解析
������に正方晶ニワトリ卵白リゾチーム結晶のラウエパ

ターンを示す。このラウエパターンをラウエ解析プログラ
ムにより解析した。結果として，観察されたラウエパター
ンは正方晶ニワトリ卵白リゾチーム結晶の �����方向に対
して，�°傾いた入射 �線によって記録されたことが分か
った。������に示されているように，�つの強いラウエス
ポットは，それぞれ，���，���，���の反射に対応するこ
とがわかった。白色Ｘ線を用いたこれらのラウエスポット
には高次の反射の寄与が含まれている。������に示されて
いる指数は，それぞれのラウエスポットに寄与している反
射の中で最低次の指数が示されている。例えば，������の
���に対応するスポットは ���，���，���などの高次反射
の寄与が含まれている。それぞれのラウエスポットに最も
寄与している反射指数を決定するために，高次反射からの
相対強度 ��を見積もった。高次反射の相対強度 ��は，

　�������l�������l
�������θ������������������������������������

によって与えられる ����。ここで，��l�は入射Ｘ線の波
長 lに対する相対強度，����は構造因子，θはブラック角，
��������は試料によるＸ線の吸収を示す。������に示され
ている ���，���，���のスポットに寄与する高次反射の
相対強度 ��が，それぞれ計算された。この計算では，��l�

として，������に示されている実際の実験に用いられた厚
さ ����の水フィルターを挿入した時の入射Ｘ線の相対強
度を用いた。�������に ���のラウエスポットにおいて計
算された高次反射の寄与を示す。�������から明らかなよ
うに，���のスポットに最も寄与している反射は ���であ
ることがわかる。同様に，���に対しては ���，���に対
しては �������の反射が最大の寄与を示すことがわかった。
次に，上記のように指数が同定された �つのラウエス

ポットに対して，���式で示した直接像を得ることのでき
る結晶の厚さの下限値である ���ξ�����を計算した。���，
���，�������の反射に対して計算された結晶の厚さの下限
値 ���xは，それぞれ，�������，�������，�������となった。
一方，本研究で用いられた結晶の厚さは ������以上のも
のである。これらの結晶の厚さは，計算されたどの下限値
よりも明らかに大きいことがわかる。つまり，本研究で用
いられた結晶は，直接像を得るための条件を十分に満足し
ていることがわかった。したがって，本研究で注目した �
つのトポグラフにおいて欠陥像，特に転位像が明瞭に観察
されることが十分に期待される。

4-2.   転位のキャラクタリゼーション
������に ������に示された ���，���，���のラウエスポ

ット（トポグラフ）の拡大写真を示す。�����������������は，
����から，それぞれ ���，���，�������反射によるＸ線ト
ポグラフとみなすことができる。���������に見られるよう
に，結晶の中心から外側に向かってほぼ真直ぐに伸びてい
る線状コントラスがはっきりと観察される。これらの線状
コントラストは，�����あるいは �����方向にほぼ平行であ
る。これらの線状コントラストの分布状態は，溶液成長に
よって育成される低分子有機結晶中でしばしば観察されて
きた成長転位と非常に良く似ている ������。さらに，�����
方向に平行な線状コントラストは，���������の ���反射で
消滅していることがわかる。また，�����方向に平行な線
状コントラストは，���������の �������反射で消滅してい
る。このような反射ベクトルの違いによる線状コントラス
トの消滅は，そのコントラストが転位像であることの一つ
の証拠でもある。したがって，これらの線状コントラスト
が転位線に対応することは明らかである。そこで，転位像
の消滅則である ���������に従って，転位のバーガース・ベ
クトルの決定を行った。��は反射（回折）ベクトル，�は
バーガース・ベクトルである。�����に平行な転位のバー
ガース・ベクトルは �����方向であり，�����に平行な転
位のそれは �����方向であることがわかった。したがって，
正方晶ニワトリ卵白リゾチーム結晶において支配的な転位
は，�����方向のバーガース・ベクトルをもつ，らせん転
位であることがわかった。さらに，������のトポグラフ上

��������� ������ �������������������� �������������� ���� ������������
��������������������������������� ���������������������������
�������������������������������
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の転位線の数から，転位密度が約 �´���� ����であることが
見積もられた。この転位密度は，完全性の高い無機結晶や
低分子有機結晶と同程度である。つまり，正方晶ニワトリ
卵白リゾチーム結晶では転位密度が比較的低いことがわか
った。しかし，ロッキングカーブなどの測定から，正方晶
ニワトリ卵白リゾチーム結晶の完全性は無機結晶や低分子
有機結晶のそれらに比べて低いようである。したがって，
タンパク質結晶の不完全性は，主に，転位以外の欠陥によ
るものであると考えられる。
観察された �����方向のバーガース・ベクトルをもつ

転位の起源を明らかにするために，正方晶ニワトリ卵白リ
ゾチーム結晶中で可能なバーガース・ベクトルを考えた。
転位論 ����によれば，転位の単位長さあたりの転位のエ
ネルギー �は二つの項から成る。一つは転位まわりの歪
み場による弾性エネルギー ��であり，もう一つは転位芯
のエネルギー��である。一般に，転位芯のエネルギー��は，
転位まわりの歪み場による弾性エネルギー ��に比べて一
桁以上小さいため無視できる ����。このため，転位のエネ
ルギー �は，

��»������������p������������������������������������������

のように，転位の弾性エネルギー ��として近似的に与え
られる。ここで，��は剛性率，����は転位芯の半径に対す

る転位線からの距離の比である。式 ���から，転位のエネ
ルギーがバーガース・ベクトルの二乗に比例することがわ
かる。これは，より短い格子並進ベクトルがバーガース・
ベクトルとして可能性が高いことを示している。�������
に正方晶ニワトリ卵白リゾチーム結晶中で可能なバーガー
ス・ベクトルと，転位の弾性エネルギーすなわち ���の値
が示されている。ここで，計算に用いられた剛性率 �は，
以前，測定された正方晶ニワトリ卵白リゾチーム結晶の音
速の値から見積もられたものである ���。今回の実験で観
察された �����方向のバーガース・ベクトルは，�������
に示されているベクトルの中で最短のものではない。しか
しながら，このような長いバーガース・ベクトルは，低分
子有機結晶の成長転位でもしばしば観察されてきた。一般
に，成長転位は弾性エネルギーが高くても，しばしば導入
されることがある。実際，正方晶ニワトリ卵白リゾチーム
結晶において �����方向の渦巻き成長が原子間力顕微鏡
�����によって観察されている �������。このことからも，
観察された �����方向のらせん転位は，正方晶ニワトリ
卵白リゾチーム結晶の �����方向の渦巻き成長に対応す
る成長転位であると考えられる。
さらに，�����以外のバーガース・ベクトルが，クラ

ックの入った正方晶ニワトリ卵白リゾチーム結晶において
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��
� �
��������
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パク質の構造解析においても必要不可欠である。Ｘ線ト
ポグラフィは結晶欠陥の観察のための最も有効な方法の一
つである。外国ではＸ線トポグラフィの研究は依然として
精力的に行われている。一方で，国内ではＸ線トポグラフ
ィの研究者がかなり減少していることは大変残念なことで
ある。��の �������の実験ステーションでは，これまで
に単色Ｘ線と白色Ｘ線の切り替えシステムの導入や，最近
では簡易型ではあるがロッキングカーブの同時測定装置を
導入して頂いた。しかし，世界の主な放射光トポグラフィ
の実験施設からみるとかなり寂しい気がする。位相敏感ト
ポグラフィ，逆空間マッピングシステムなどの導入といっ
た世界トップレベルのビームラインへの改善を進めるため
にもユーザー数の増加が望まれる。本稿を通して放射光ト
ポグラフィに少しでも関心を持っていただければ幸いであ
る。
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観察された。������に，�����方向にほぼ平行にＸ線を入射
したときのＸ線トポグラフを示す。���������，���は，指数
付けの結果，それぞれ ���，�������の反射によるトポグ
ラフに対応することがわかった。結晶内のクラックはすべ
ての反射のトポグラフにおいて観察された。クラックの方
向は �����方向に垂直である。���������に見られるように，
クラックのまわりにループ状の線状コントラストが明瞭
に観察される。このループ状のコントラストは ���������の
���反射で見ることができるが，�������反射においては消
滅している。このコントラストの消滅もまた，その線状コ
ントラストが転位線に対応していることを示している。ま
た，転位像の消滅則から，バーガース・ベクトルが �����
であることが同定された。このベクトルは �������の中の
最短のバーガース・ベクトルに相当している。一般に，す
べりによって導入されるすべり転位は最短のバーガース・
ベクトルをもつ。正方晶ニワトリ卵白リゾチーム結晶にお
けるすべり現象，つまりすべり線は，以前行われたインデ
ンテーションによって導入された圧痕まわりに明瞭に観察
されてきた ���。このことは，すべりがクラック導入時の
変形による応力集中によっても十分に引き起こされること
を意味している。したがって，観察された転位ループが応
力集中によって生じたすべり転位であることは明らかであ
る。�������に示されているように，タンパク質結晶の剛
性率は比較的小さいもののバーガース・ベクトルがかなり
大きいために，その転位の弾性エネルギーは非常に大きく
なる。タンパク質結晶では，最短のバーガース・ベクトル
でさえ，無機結晶や低分子有機結晶のそれらに比べてかな
り大きい。このような大きな弾性エネルギーをもつタンパ
ク質結晶の転位がすべりによって導入されることは大変興
味深いことである。

５．まとめ
タンパク質結晶のＸ線トポグラフィの実験条件は，良

く知られているような無機結晶や低分子有機結晶とは大き
く異なるが，基本的には，用いられる試料の厚さなどの実
験条件が満足されればタンパク質結晶であっても明瞭なコ
ントラストで欠陥像，特に転位像が観察されることがわか
った。また，本稿では示さなかったが，転位像の詳細な解
析から，タンパク質結晶中の転位の構造モデルやＸ線回折
像に対して，これまでの転位論や運動学的回折理論が単純
には適応できない事実が現れている ����。これが，まさに
タンパク質分子自体および結晶内の水分子といったタンパ
ク質結晶の特徴によるものであると考えられる。タンパク
質結晶の物性に関する研究はまだ始まったばかりで，その
性質はほとんど理解されていない。本研究におけるＸ線ト
ポグラフィのタンパク質結晶への応用は，これまでの ��
を中心とする半導体産業の発展の歴史からも明らかなよう
に，タンパク質結晶の物性研究の発展に向けた重要な一歩
になると思われる。
結晶の完全性の評価は，いつの時代も比較的地味な研

究であるが，固体物理，材料科学，あるいは最近のタン
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１．はじめに
　放射光の大きな特徴として，大強度，高平行度，パルス性，
波長選択性（白色性），偏光特性があるという話は，��ニ
ュースの読者には言うまでも無いことだろう。本稿では，
この中の二つ，波長選択性と偏光特性を利用し，��から
世界に広がった共鳴Ｘ線散乱法（���������������������������
以下 ���と略）について，その機構を実験的に調べた結
果を報告する。私自身は，パズルを解くようなつもりで実
験を計画し，測定し，解析を行った。正確な議論は別に譲
ることとして ���，なるべく直感的な説明を試みたので気
楽に読んでいただけると幸いである。
　���とは，吸収端を利用した回折実験を指す言葉であ
る。これ自体は昔からある実験法である ���が，物性物理
の世界でこれが注目されたのはつい最近のことである。そ
のきっかけは，ペロブスカイト型��酸化物の中で生じて
いると信じられていた軌道秩序を，Ｘ線の原子散乱因子
の異方性を測定することで直接観測できたという村上らの
論文 ���であった。この論文では，��の �吸収端近傍の
エネルギーのＸ線を用いて，Ｘ線の偏光ベクトルに対して
��の原子散乱因子の異常分散項が異方的になっているの
を観測している。そして，この異常分散は ��から ��バン
ドへの双極子遷移に対応する；��バンドは ��と混成して
いるので，異常分散項の異方性は ��の異方性の証拠であ
る，という説明がなされた。この物質では，��の ��電
子がどの軌道を占有しているかが物性に大きく関与してい
るので，軌道の占有状態を知る実験手段が強く要求されて
いた。そのためにこの ��������で行われた実験結果は世
界中から大きな注目を集めた。ここで問題になるのが，観
測している��バンドが��の電子と本当に関係があるのか，
である。この問題に対して，後述する二種類の理論的な解
釈 ������が提案された。一つは ���で �電子を観測して
いるというものであり，もう一つは格子の形状が見えてい
る，というものであった。�電子が異方的であるならば格
子も異方的になるであろうからどちらでも構わない，とい
う立場もあるであろう。しかし，私はそれが気持ち悪かっ
た。理論家の意見が分かれているのならば，明瞭に納得で
きる実験をしよう。それがこの研究の動機である。
　さて，ここで一歩引いて，���以外に電子の占有する
軌道を調べる手法にどのようなものがあるか，そしてそれ
らと ���を比較すると何が違うかを見てみよう。軌道の

状態を実験的に調べる手法には様々なものがあるが，それ
らの長距離秩序状態を調べる手法は極めて限定される。一
番直観的なやり方は，結晶構造を調べて，ある元素の周囲
の配位のしかたから価電子の状態を想像する，という手法
である。さらに直接的な手法として，非常に大きな波数ま
でＸ線回折の実験を行ない，電荷密度分布を直接求めると
いう手法が有る。この手法と類似のアプローチで，マキシ
マムエントロピー法による軌道状態の研究も進んでいる。
別のアプローチとして，強磁性体の磁気散乱因子を偏極
中性子散乱やＸ線磁気散乱で求め，そこからスピンを担う
電子の空間分布を求めるという手法がある。これらの手法
はどれも，何を測っているのかがはっきりしており，解析
結果に自信があるならば解釈に悩む必要は無い。それに比
べ ���は，注目する散乱因子の異方性の起源が何である
かがはっきりしておらず，解釈が困難であった。その代わ
りに ���は，他の手法と比べて極めて短時間で測定でき，
また試料に対する制約も少ないため，温度や圧力に対する
応答を，実現可能なレベルの測定時間で調べられるという
大きな利点がある。そのために，多くの研究が短期間のう
ちになされるようになった。つまり，���で何を測定し
ているかがはっきりわかれば，それだけでとても大きな進
歩であると言える。

２．共鳴Ｘ線散乱の機構～二つの理論
　上述したとおり，���の機構として二つの理論的説明
がある。共通認識は，����吸収端の ���では ��から ��

への遷移を観測している，という点である。異常分散項の
中身に興味のある方は，文献 ���をご覧いただきたい。エ
ネルギーが �吸収端より高く，�方向に振動する電場を
持つＸ線が ��原子に照射されると，��電子が ���に励
起される。�方向に振動する電場が入射すれば ���に励起
される。���と ���のエネルギーが違えば，原子散乱因子
は偏光に対して異方的になる。問題なのは，��と ��の
関係である。孤立����に対する計算を行った結果，異
方的な ��電子雲と ��軌道の間の �������相互作用によ
って ��が異方的になる，という報告がなされた ���。以
下，これを �������機構と呼ぶ。一方，バンド計算の結
果，�����������型格子ひずみがあれば異方的な電子が無く
ても ���は観測される，という報告がなされた ���。以下
これを ��機構と呼ぶ。この事情を������に模式的に示した。

Mn酸化物薄膜を用いた共鳴X線散乱の機構の研究

若林裕助
物質構造科学研究所

����������������������������������������������������������

������������������

���������������������������������������



PHOTON FACTORY NEWS Vol. 22 No. 1 MAY.

24 25

最近の研究から

24

��������������������������������������

25

最近の研究から

両者は打ち消しあう効果を持つ。例えば，����-��軌道が
占有された��イオンの ���のエネルギーは �����に比べて，
�������機構では低いことを予想し，��機構では高いこ
とを予想する。
　なお，一般には熱振動の異方性が関与する場合もある
���が，��酸化物系では��サイトに反転対称性があるた
めにこの効果は無くなる。さらに，����八面体が曲がっ
て繋がった結晶構造の場合（�������の角度が ���度から
ずれている場合），その曲がりの効果も指摘されている ���
が，今回扱った物質ではこの角度はそれほど ���度からず
れていないので無視できると仮定した。

３．問題解決の方法
　原理的には双方の効果が存在するだろう。過去の��酸
化物系の研究から，�������機構と ��機構とを比較する
と，��機構の寄与が大きいことが知られている ����������。
しかし，�������が ��に比べて無視できるほど小さいの
か，同程度の効果が打ち消しあって強い方が残っているの
か，は大きな違いである。もし後者であるならば，たとえ
ば��を ��に変えただけで �������機構が優勢になる，
などということがあるかもしれない。
　この判別のためには，同じ結晶格子を持ちながら，異方
的に分布した価電子（��酸化物では ��電子）が存在する
系と，存在しない系との散乱因子の異方性を比較すればよ
い。��電子の無い系の散乱因子の異方性が格子歪みに起因
する異方性である。そして，両者の差が異方的な電子雲に
起因する散乱因子の異方性である。しかし，実際にはそれ
ほど都合のよい物質の組み合わせは無い。幸い，��酸化
物系では薄膜を作る技術の向上が著しく，上手な人が作る
と膜全体に均一に応力がかかった，完璧にきれいな膜を積
み上げることができる。そこで，薄膜でこの目的にかなう
物質を作り出せないか，薄膜作成の名人である東大先端研・
宮野研の和泉真氏に相談した。議論の結果，立方ペロブス
カイトの ������を基板とし，その �����面上に成膜して，
�軸と �軸を強制的に揃えることとした。こうすることで，
結晶構造を一つの軸の上に並べて比較することができるよ
うになる。提供してもらった膜は宮野研の学生の中村優男
氏が作成したものである。彼の作った膜はどれも応力が膜
全体に均一にかかった，完璧にきれいな膜であった。
　試料としてレーザーアブレーション法で作った �����

つの薄膜を測定した。���� を持つ ������ 薄膜（以
下では ���と省略）と，������を持つ ����������������
������������������������������（それぞれ ������������
����と省略）である。前者は異方的になり得る ��電子
を一つも持っておらず，後者 �つはその ��電子を��一つ
あたり ���個持っている。これらの試料の格子の形状と電
子状態を模式的に ������に示した。ここで重要なのは，��

電子を一つも含まない ���を測定している点である。�

軸長は �つの膜で全て異なり，����八面体が �面内に引
き伸ばされる度合いが異なる。このような格子の形状か
ら，������酸化物では ��電子は面内に広がった ������軌道
を主に占有する（すなわち異方的な電子分布を持つ）と期
待される。余談ではあるが，このような軌道の占有状態を，
この分野では強磁性にならって“強軌道秩序 ���������������
������”と呼んでいる。
　��機構に起因する散乱因子の異方性は����八面体の
歪み量に比例すると仮定する。���の原子散乱因子の異
方性と八面体の歪み量とを測定することで，��機構に起
因する散乱因子の異方性を八面体の歪み量の関数として
知ることができる。次いで ����������������の散乱因
子の異方性と歪み量を測定する。��機構起因の散乱因子
の異方性以外の成分があれば，それが異方的に広がった ��

電子の影響である。ここまでの議論を ������に図示した。
ここで強調しておきたいことは，��機構，�������機構
どちらか，あるいは両方の理論が全く間違っていたとして
も，この議論はなんら変化しないという点である。完全に
実験的に，��電子の作る散乱因子の異方性を知ることがで
きるのである。

������� �� � ����������� �������� ���� ����������� ���������� ���� ��������
����������� ��� ���� �������� ����������������� ���������� ���
����������������������������������������������������������
���������������������������������������������������������
��� ����������� ��� �������������� �������� ������ �������� ���
��������������������������������������������������

������������������������������������������������������������������������
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　この比較を行うにあたり，��電子を持つ系として選んだ
三つの薄膜（のうち一つ以上）が，異方的な軌道状態を持
っている事を確認しなくてはならない。等方的な軌道状態
の場合，当然の事ながら ��電子に起因する散乱因子の異
方性が存在しないためである。この点は文献 ����の物性
測定で確認されており，少なくとも ����では，�面内
の電気伝導度が �軸方向のそれより �桁程度大きく，�面
内に広がった ��軌道 ��������を電子が占有していることが
確認されている。一方，����では金属的な伝導が確認さ
れ，比較的等方的な ��電子の分布が実現していた。
　実験で決定する必要がある量は，����の歪み量を表す
酸素位置（������横軸）と，散乱因子の異方性（同�縦軸）
との二つである。通常，薄膜の歪み量は格子定数の比 ���

でのみ評価されている。しかし，バルクの��酸化物は
������型のペロブスカイト構造と異なり，����八面体同
士が曲がって繋がっている。そのため，薄膜でも大なり小
なりこの曲がりが存在するだろうと思える。実際，�����
の大隅氏が ��に所属していたころ，この曲がりに対応す
る超格子反射を，類似の薄膜について �������で観測し
ている。この曲がりの大きさを評価しないままでは，歪
み量を大きく勘違いしたまま議論を進めてしまう可能性が
ある。そこで，超格子反射強度を測定して歪み量を見積も
ることとした。もう一つの測らなくてはいけない量，散乱
因子の異方性は，名大の木山氏が ��に在籍していた頃に
�������で開発した干渉法という手法がある ���ので，そ
れを用いた。
　以下，������下段のグラフの横軸と縦軸を決める実験に
ついて説明するが，方法に興味が無くて結果だけ知りたい
という方は，結果の節を飛ばして ������だけ見てもらえば
話は繋がると思う。

４．結果
4-1. 薄膜中の酸素位置の確定
　����八面体の形状を明らかにするべく，吸収端を利用
したＸ線回折実験を，四軸回折計を備えた �����，�����
で行った。
　全ての膜について超格子反射を探索した。その結果，
���については長周期構造が無いことがわかった。そし
て，����������������について Ö̀ 2���́  Ö̀ 2   ́2構造を仮定
すると全ての反射に指数が付けられる事を確認した。以下，
実際に構造を求めた手順を示す。
　薄膜の構造をきちんと調べるのはかなり難しい事であ
る。本質的な問題は，基板表面からの散乱（���散乱）
の影響が反射ごとに異なる点と，�����反射が ����関
数で広がってしまう点にある。今回の試料でどの程度の
���散乱の広がりがあるのか，また �����反射の広がり
がどの程度であるかを見るために，����薄膜について，
基板の ���反射から ��方向に測定した結果を ������に示
す。図を見る限り，���散乱の影響が強く関与している
ようには見えないので，今回は ���散乱の影響は補正す
る必要がないと判断した。次にピーク幅を見ると，薄膜の

�����反射は基板の �����反射に比べて ��倍以上広がっ
ている事がわかる。装置の分解能は回折計の角度に依存す
るので，d関数状の物を測定する通常の構造解析での測定
法では，このような場合にきちんとしたデータを取る事が
できない。さらに，基板による異方的な吸収が避けられな
い，完浴条件での測定が困難なために回折計の四軸角によ
ってＸ線が照射される試料体積が変化する，という，幾何
学的な配置に関連する問題がある。これらの問題を回避す
るため，測定は全て基板を貫通しない反射型の配置（������
����）で行い，分解能と試料体積の回折計角度依存を補正
するため，超格子反射強度の測定値に，隣接する基本反射
強度の計算値を測定値で割った値を掛け算した。この補正
のための係数は回折計の角度によって変化する。その係数
が回折計の角度に対して滑らかに変化する事を確認した。
　����の超格子反射は主反射から（　　）離れた位置にの
み観測された。����の超格子反射である　　反射強度は，
������に示したように，��吸収端，��吸収端近傍で入射
Ｘ線エネルギーに依存しなかった。この結果は，両方の吸
収端で強い変化を示した主反射の結果と対照的であり，酸
素のみが立方ペロブスカイト構造の対称性を破っている
ことを意味している。この追加情報を得た上で，バルク
での空間群 ����を仮定して酸素の歪み量を見積もった。
����の場合，この空間群で期待されるより厳しい消滅則
があり，本当の空間群はより高い対称性を持っていると期
待される。しかし，ここでの目的は飽くまで“����歪み
がどうなっているか知る”事であるので，正しい対称性が
何であるかは追及しない。ここまでの情報から，面内酸素
����の �と，頂点酸素 ����の �のみが �でない値を持つ
事がわかった。この二つのパラメタを，�つの超格子反射
強度を測定して見積もった。その結果として，平たく歪ん
だ ����八面体が，��������角 ���°で繋がった構造を
得た。
　同様の測定を ����と ����に対しても行った。こ
れらの膜では，主反射から，（　　），及び（��　）離れた
位置に超格子反射が観測された。����と同様に，　　反
射には希土類からの散乱振幅が含まれないが，����に

���������������������������������������z�������������������������������
���z���������� ��������������������������� �������������������
����������������������������������������������������������
�������������
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見られなかった ��　反射には希土類からの散乱振幅が含
まれていた。この結果から，この二つの膜では ����と
は異なり希土類サイトの変位が存在することがわかった。
����に比べると原子変位がやや複雑に生じているため，
より多くの超格子反射強度を集め，��������角と二つの
�����距離に拘束条件を課す事で歪み量を求めた。結果
は ������の横軸の通りである。
　八面体の形状を表現するのに必要な �����距離，
�����距離をそれぞれ ��������，��������と定義する。
四つの膜の酸素位置を測った結果，�����������������の
大きさは ���と最大で ����異なることがわかった。今回
の測定は ���で ��の範囲の比較であるので，この差は小
さくない。しかしながら，どちらの基準で見てもひずみが
大きい順に並べると ������������������となり，順
位が変わるほどの変化はなかった。

4. 2  散乱因子の異方性の測定
　次に，散乱因子の異方性を調べた。全ての��原子が同
じ異方的散乱因子を持っている場合，その異方性は主反射
に反映される。主反射から散乱因子の異方性を求める手法
は干渉法と呼ばれている。詳細は文献 �������をご覧いた
だくとして，ここでは直感的な話に留める。この手法は，
直線偏光のＸ線が入射したときに，散乱因子が異方的な
場合，散乱Ｘ線の偏光が回転する事を利用する。������を
使って ���反射を測定する場合を考えよう。入射Ｘ線は横
向きの直線偏光 ���であるが，これは ���に示した二つの
成分 a，bに分けることができる。���反射を起こす時には
���下段のような原子面にＸ線は入射する。散乱因子が異
方的であれば ���上段のような，等方的であれば下段のよ
うな散乱因子でＸ線は散乱される。その結果，散乱される
�線は ���のような偏光特性を持つ。散乱因子が等方的で
あれば偏光は回転しないが，異方的であれば回転するのが
わかるだろう。この偏光の回転量を偏光解析装置（Ｘ線に
対する偏光板の役割を果たす。我々は散乱角が ��度程度

になるアナライザー結晶を用いる装置を使っている）を用
いて測定する。���に示したように，a�，b�のみを取り出す
�種類の角度に偏光板を置いて測定すると，偏光板を通過
するＸ線の量は散乱因子が異方的な場合のみ差が生じ，偏
光の回転度を通して散乱因子の異方性の度合いを測定する
ことができる ���。
　干渉法の実験は ������の �����で行った。実験では
偏光解析装置の角度は ��°と ���°で行い，その差 ��������

を測定した。���と ����に対して得られた ��������を，
エネルギーの関数として ������に示した。この結果を解析
するためには各元素の散乱因子が必要である。��の散乱
因子の異常分散項 ���を得るために ������粉末の吸収スペ
クトルを測定し，��は得られた ���を ��������������変換す
ることで得た。��の ��，���は面内と面に垂直方向で異方的

��������� � ��������������������������������������������������　　����
������������� �������������������������������� ����������
��������������������������������������������������������
������������������������������������������������
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であるので，����±d��������±d�でこれらを近似した。��，����
���������の散乱因子の通常項，異常分散項の値は文献 ����
を用いた。実験結果と合うように dの大きさを決め，散乱
因子の異方性の大きさを dで表した。dは ��レベルのスプ
リットの大きさをあらわすと期待できる。
　こうして求めた �つのサンプルの ���と ���のエネルギ
ー差 ���d�を，八面体の歪みを表す量 �����������������

の関数としてプロットした結果が ������である。������と
比較すればわかるとおり，�������機構の大きさは ��機
構のそれに比べて無視できるほど小さい事がわかった。

５．おわりに
　この結果から，��酸化物系では �����遷移に対応する
原子散乱因子の異方性は格子のひずみに起因し，��電子の
存在は実験精度の範囲で影響を及ぼさないことがわかっ
た。つまり，この系に対する共鳴Ｘ線散乱による軌道の観
測法は，特定元素の周囲の配位子の位置から軌道の状態を
議論するのと同等の軌道観測法であると言える。
　この研究は，澤博助教授 ����，中村優男氏 �東大院工 �，
和泉真講師，宮野健次郎教授 �東大先端研 �との共同研究
です。また，村上洋一，中尾裕則，木山隆，大隅寛幸，石
原純夫の各氏には，多くの議論を頂きました。ここに記し
て深謝します。全ての実験は ��共同利用課題 ��������
の下で行われました。
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第 21回 PF シンポジウム報告

PF シンポジウム実行委員長　加藤龍一

　����年 �月 ��，��日に，第 ��回 ��シンポジウムが
����号館のセミナーホールと隣接するホール及び会議室
で開催されました。今回のプログラムでは，ユーザー側と
施設側の共通理解を図る，各分野の参加者にできるだけ多
く ��シンポジウムに興味をもってもらう，その中から若
手研究者の興味の芽を育む，との考えから新しい企画を盛
り込みました。具体的には，「興味深いサイエンスをする
ために，どのような光源と測定装置方法が必要で，それを
どのように工夫し，どのような利用研究成果が得られたの
か」を一連の流れの中で複数の方に御講演頂く「光源から
利用研究まで」のセッションを新設しました。また，ユー
ザーグループの御理解と御協力を得て，それぞれのグルー
プから利用研究の成果について数件ずつのポスター発表を
して頂きました。これら新セッション・ポスター発表と従
来の招待講演も含め，今回のシンポジウムでは「若手の参
画」をキーワードの一つに演者の方を推薦，選考させて頂
きました。
　招待講演では �名の方に，「光源から利用研究まで」の
新セッションでは �テーマで �名の方に，ポスターセッシ
ョンでは従来の �課題 �課題と施設からの発表（��題）
に加えて �つのユーザーグループから ��題の発表をして
頂きました。「光源から利用研究まで」のセッションは，
初めての試みで演者の方々には大変なご負担をおかけし
たかと思いますが，当初の目的であった施設と利用研究の
相互理解に一歩近づくことができたのではないかと思いま
す。コーディネーターがそれぞれのテーマでの進行につい
てより積極的に調整を行えば，今後より素晴らしいものに
なると思いました。ユーザーグループから参加頂いたポス
ターセッションでも，こちらの予想を上回る発表を頂き，
また当日ポスター会場でも活発な議論があちこちで見られ
ました。ポスター発表のために初めて ��シンポジウムに参
加された方にお伺いしましたが，ポスターセッション以外
にも ��シンポジウム全体に興味を持って頂けたようで，参
加者層の拡大という目的の一部は達成できたかと思います。
　今回の参加者は昨年とほぼ同じ ���名でした。昨年は次
期光源候補としての ���の研究発表，一昨年は �����周
年記念行事が行われたことで例年よりも参加者が多く，今
回の参加者数については気になっておりましたが，結果的
にはそれらとほぼ同じ人数の方に参加頂き，大変感謝して
おります。法人化に伴う ��の対応に関心を持たれた方が
多かった事とともに，新しい企画も参加頂いた方の興味の
一端を担えたのではないでしょうか。昨年の研究本館レク
チャーホールと会場が違うせいか，一見すると参加者数が

減少した印象がありましたが，受付で登録された参加人数
は実際には微増しておりました。ただ，セッションによっ
ては参加者の顔ぶれが大きく変わる状況があり，参加者全
員に興味を持って頂けるプログラム編成の難しさを改めて
痛感いたしました。当日は熱意あふれる御講演と熱心な議
論の双方の結果，全体の進行は常に遅れることとなってし
まい，皆様にご迷惑をおかけしたことをお詫びいたします。
司会進行の不慣れとともに，結果としてスケジュールを詰
め込みすぎたのが一因かと思われます。
　研究発表以外の当日の内容について簡単にレポートさせ
て頂きます。

PF-2.5 GeV リングのシャットダウン時期，安全面の配慮
　�日目午前の施設報告では，松下副所長から ����年度
の概要として，�����の整備，�����������リングの直線
部増強計画の一部実施，将来計画の議論，法人化の準備
を行ったとの報告がなされました。また，法人化後の組織
の説明もなされました。����年度以降については，�������
����リングの直線部増強計画の進行に伴い，����年 �月
頃から �月頃までの長期シャットダウンが現在のところ予
定されているとの報告がなされました。野村主幹と小林主
幹からは，��の運転についてのより詳細な報告の他，最
近 ��で多発している事故に関して，安全面について利用
者による一層の配慮の必要性についての呼びかけがありま
した。

将来計画（新光源）
　�日目午後の将来計画のセッションでは，最初に松下副
所長から今までの ��の将来計画の議論についての概要説
明がありました。����年頃から議論を開始し，当初は新
������リングは ��外で進行すると想定して，�����高
度化，�����������リング直線部増強，�������������の議論，
����年 �月に ������������を出した ���の検討を行って
きたこと，などの今までの経緯の説明です。����年度に
ついては，新 ������リングの建設の可能性について各
方面と調整を行いましたが，結果としては ����年度中に

招待講演「時間分解構造観測が物質開発にもたらすもの」の腰原
伸也氏
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計画が進行する可能性が無くなったという報告がなされま
した。今後は，現在進行中の直線部増強計画と新光源計画
の �本立てで将来計画を進行させるという戦略であり，後
者に関しては ���も視野に入れつつ仕切り直して検討を
行うとの説明がなされました。仕切り直して検討を行う
という状況は今までよりも計画が後退しているのではない
かという質問が会場から出され，小間所長他からは，���
検討時には新 ������リングが ��外で建設されるのが前
提であったこと，その前提が今年度に崩れたこと，それを
受けてどのような次期光源がベストかの再検討が必要であ
るとの結論に達したこと，実際にはこれから再検討作業を
行い �月には取りまとめて今年度中にはユーザーコミュニ
ティーを含めての方針を打ち出したいとの説明がありまし
た。また ��側からは，リング建設などの大型施設整備に
ついての文科省サイドとの交渉の中で，特にユーザーコミ
ュニティーのより強力な協力が必要であるという発言があ
りました。
　招待講演の最後で野村主幹が示された ��年単位での全
米の放射光施設の高度化のロードマップを，日本におい
ても行えないものだろうかとの会場からの発言を受けて，
小間所長からは縦割り行政の問題もありなかなか困難で
あるとの見通しが語られました。また，尾嶋氏から，新
������リング建設を巡る文科省との交渉においてユーザ
ーコミュニティーが一本化していないとの指摘を受けたこ
とがあるため，将来計画を考える際は ��だけでなく放射
光コミュニティー全体を見渡す必要があるという発言があ
りました。

ＰＦの運営について
（１）法人化後の運営について
　共同利用実験に関しては、��の小林克己氏から，基本
的になるべく法人化前後で変わらないように進めていると
の説明がなされました。一例として，旅費の予算枠も昨年
度並みに確保したとの報告がありました。その中で，ユー
ザーの所属する大学等の法人化の方針によっては �週間以
上の長期出張が問題になる可能性があることと，今後は職
員も大学院生と同様に保険加入の証明をして頂くかもしれ
ない（新年度についてはその必要はない）との説明があり
ました。また，野村主幹からは極端な例として，ユーザー
の重過失で ��が丸焼けになったような場合，文科省は施
設の再建についてサポートをしない可能性があり，ユーザ
ーの所属する大学法人にその請求をせねばならない可能性
があるという発言がありました。
（２）予算削減問題
　今まで以上に成果の公表が求められるので，研究成果（論
文発表など）についてユーザーがより登録しやすいシステ
ムの構築があれば良いという意見が出され，そのようなシ
ステムの構築について検討を行うことになりました。
　法人化後の効率化係数については，大学法人は全予算の
���について ���％であるのに対し，高エネ機構などの大学
共同利用機関法人では１％で，より厳しいという状況の説

明がありました。会場から減らす分の捻出について，人件
費はなかなか削減できないだろうから運転時間か施設の整
備費を削減するのだろうかという質問がありました。野村
主幹，小林主幹から運転時間に係る費用は ����が大部
分を占めており，��のみ運転時間を多少削減しても経費
には大きな変化がないという説明がされました。また，松
下副所長，野村主幹から，機構全体で予算枠は減少するが
その中での予算の配分枠を巡っては，よりよい研究成果を
出して機構長をはじめとして ��外を説得できるようにす
ることが重要で，そのためにはユーザーコミュニティーか
らの成果の報告と発言が非常に重要かつ有効であるとの発
言がありました。逆に，それらがなければ機構内の予算配
分で ��が不利になってしまうので，ユーザーコミュニテ
ィーには是非協力をお願いしたいとのことです。松下副所
長から，外部資金の導入はそれ自体が有効であるばかりで
なく，機構内での予算獲得にも効果があるので積極的にお
願いしたいとの発言と，河田次期主幹からは，全体として
予算枠が減少している方向にあるのは確かで，直線部増強
についてもリングの改造予算の目処は立ったがビームライ
ンについてはあてがない状況で，��でも努力するがユー
ザー側でも外部資金獲得の努力をお願いしたいとの発言が
ありました。
　��������ではビームタイムの有料化に向けて具体的検討
に入ったようだが，法人化後の ��ではどうなるのかとい
う質問に対して，松下副所長から ��を含む機構では業務
方法書の中に共同利用の無償を書き込もうとしているとこ
ろなので，基本的には今までと同様に無料で利用できると
考えていただいて構わないという回答がされました。その
後，会場とのやりとりで，今後の新たに設置される大型施
設については施設利用有料化の動きがある中で，既存の大
型施設の有料化の動きも含めて研究者はそれを阻止すべく
行動する必要があるという発言があり，放射光学会として
も文科省の結論が出る前に意見のとりまとめをするべく行
動を始めようとの発言がなされました。
（３）��の独自性
　国内唯一の放射光施設ではない ��の独自性については，
会場などから，高輝度だけが施設の性能の全てではなく，
旅費の支給があること，課題期間が �年であって実験計画
が柔軟に立てられること，総合的に使いやすい環境である
こと，などトータルとして使いやすい施設であるという発
言がありました。これらと総研大などのシステムを組み合
わせることにより，��でなくてはできない人材育成を行
うのは有意義で必要ではないかという発言が会場からあり
ました。松下副所長から，これは非常に重要な意見である
というコメントとともに，目に見える形で人材育成をサポ
ートするために必要な資料をとりまとめる上で，��を利
用した研究の修士論文，博士論文の登録を漏れなくして頂
きたいとのお願いがありました。
　予算削減問題との関連で，抑制されるリソースを有効
に活用する一案として夜間の運転を停止することで経費の
節約にならないかという提案が会場からありました。小林
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主幹から，夜間運転を止めた場合にマシンの安定性が下が
る割には電気代他経済的なメリットは見込めないとの説明
がありました。測定の自動化の影響等もあるのか ��初期
に比べ夜間に実験ホールにいる人数が減少している印象が
あるという複数の発言があり，単独実験などについて安全
面に留意せねばならないという小林主幹のコメントととも
に，実態について調査する必要があるという松下副所長の
発言がありました。
　利便性の高い ��という特長をより生かすために，大学
にあわせて運転スケジュールを見直せないかという意見
が会場から出されました。具体的には，年度末で多忙の �
月 �月を避けて �月 �月に運転期間が振り替えられると便
利であるといった案です。小林主幹から，入射用の直線加
速器は ����入射の作業が多く ��だけの都合で運用でき
ないこと，入射器の保守期間を確保しないと ��の安定な
運転も覚束なくなること，夏期の電気代単価が高く機構
全体の電気代を考えるとコスト面から夏期には停止せざる
を得ないこと，という説明がなされました。また，松下副
所長から，��������と ��の両方が同時に夏期に停止しな
いでほしいというリクエストが（産業界からを始め）有る
ことは以前から認識し，両者の間で長期停止が重ならない
ようにしたいという調整も行っているが，どちらが夏期の
高い電気代を負担するかなどでなかなか議論が進んでいな
いという報告がありました。また，小林主幹から，��と
�����の両方のリングのマシンスタディを月曜に行って
いる現在はマンパワーが足りない状況であること，これを
改善するためにマシンスタディの曜日をずらすことを検討
中であるとの報告がありました。
（４）その他
　慢性的にユーザーからの不満の高い宿泊施設について
は，絶対的な部屋数が足りない，他人との �人部屋は廃止
して欲しい，との要望が今回も出されました。��の小林
克己氏から，部屋数については，平成 ��年に ��の停止
が予定されていることからそのユーザー減を見込んで増設
は予定されていないこと，��の停止後は部屋数の不足問
題は緩和されるであろうという説明がありました。また，

宿泊施設の問題点や共同利用全般で気がつかれたことやリ
クエストは，全てビームタイム利用記録に記入頂き，目に
見える形で情報を蓄積頂きたいとの説明がありました。

最後に
　各セッションの詳しい内容については，同封した「第
��回 ��シンポジウム報告集」及び本号の記事をご覧くだ
さい。また，ホームページ上でも同じものに加えて当日用
いました発表資料の一部を公開しておりますので，併せて
ご覧いただければ幸いです。
（���������������������������������������）

　また，シンポジウム開催に当たって協力して下さった外
山さんはじめ ��の秘書の皆様，三菱電機システムサービ
スの皆様，学生アルバイトの皆様に感謝いたします。

第 ��回 ��シンポジウム実行委員会：
井田隆（名古屋工業大学），岩住俊明（��），小野寛太（��），
◎加藤龍一（��），桜井浩（群馬大学），○佐藤衛（横浜
市立大学），鈴木守（＊ ��），田中雅彦（��），原田健太郎
（��），平木雅彦（��），百生敦（東京大学）
（◎委員長，○副委員長，＊現大阪大学）

PF 研究会
「非平衡状態の物質構造と
電子状態研究の展開」の報告

放射光科学第二研究系　河田　洋
　
　上記の研究会が物質構造科学研究所と腰原 �����プロ
ジェクト「非平衡ダイナミクス」の母体であります科学
技術振興機構との共同主催で平成 ��年 �月 �日（金曜日）
に高エネルギー加速器研究機構 �号館 �階輪講室で行われ
ました。
　非平衡状態の物質構造と電子状態研究は，放射光を用い
た研究という観点からは，現状ではまだ未知数の部分が多
く，逆に今後の発展が期待される分野です。特に次世代の
���，���と言った第 �世代光源を用いた応用研究の一つ
のキーワードとなっており，その意味からも現状で展開可
能な研究を早急に立ち上げる必要が認識されています。ま
た，物質構造科学研究所放射光研究施設の ��������������
�������は，世界に類を見ない通年大強度単バンチモード
運転を行っており，放射光パルスの時間構造を利用した時
間分解実験を集中的に遂行するうえで世界的に見て極めて
有利な立場にあります。本研究会は後述のプログラムにあ
ります様に，�����の放射光パルスと可視光，磁場，温
度などの外場変化を組み合わせることにより，さまざまな
実験系において非平衡状態の物質構造と電子状態のダイナ

ポスターセッションの様子
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ミクス研究を展開することを意図して計画しました。また
放射光パルスと相補的な利用が想定されるレーザープラズ
マＸ線の利用，放射光パルスの短パルス化，光デバイスの
応用分野開拓，励起用パルスレーザー光源の新規開発など
の話題についてもそれぞれ第一線の研究者に講演していた
だきました。
　研究会には総勢で ��名の方々の参加を頂き，活発な意
見交換が行われました。特に印象に残ったのは，坂中氏の
「�����におけるＸ線の短パルス化の可能性」で，多くの
光源系スタッフの参加を頂き，光源系の方々の短パルス化
への熱い意欲を強く感じさせて頂きました。研究会終了後
も懇親会に ��名の参加を得て，将来への夢の議論を久し
ぶりに楽しむことが出来ました。
　この研究会の後，�月末の最後のマシンタイムで �����
の ���ビームラインでナノ秒時間分解の時分割回折実験
に辿り着く事が出来ています。別の紙面でその内容の報告
は行われると思いますが，今後，そのような実験結果の報
告を含めて，将来の夢を語る第 �，第 �の研究会を企画し
ていくつもりでございますのでよろしくご支援の程お願い
いたします。

プログラム
�　�����～ �����　挨拶�　腰原伸也（東工大）
�　�����～ ������　時分割光電子顕微鏡 �������
　　　小野寛太（���・��）
�　�����～ �����
時間分解 ����：不均一触媒反応と光励起状態
　　　稲田康宏（名大）
�　�����～ ������
紫膜をもちいた光受容蛋白質バクテリオロドプシンの時分
割Ｘ線回折測定
　　　岡　俊彦（慶大）
�　�����～ ������
ポンププローブＸ線回折法による光誘起相転移の観測�
　　　足立伸一（���・��）
�　�����～ ������
レーザープラズマＸ線を用いたピコ秒時間分解Ｘ線回折
　　　中村一隆（東工大）
�　�����～ ������
�����におけるＸ線の短パルス化の可能性
　　　坂中章吾（���・��）
���コーヒーブレーク ���
�　�����～ ������　相転移の ���への応用
　　　高尾正敏（松下電器）
�　�����～ ������　光で駆動する分子機械の構築
　　　金原　数（東大工）
��������～ ������
光ファイバーによる光ソリトン圧縮技術を用いた外部同期
型パルス光源　
　　　高坂繁弘（古河電工）
��������～ �����　�閉会の辞　�河田　洋（���・��）

PF 研究会
「PF 軟Ｘ線結晶分光領域の研究の展開」

報告

研究会世話人　岩住俊明（KEK・PF）

北島義典（KEK・PF）

　標記 ��研究会が下記プログラムで開催された。�������
の軟Ｘ線領域は，����������リングの偏向電磁石光源で最
も高い強度が得られる領域であり，また軟Ｘ線アンジュレ
ータ������や楕円偏光マルチポールウィグラ ��������を
光源とする世界的にもユニークな実験ステーションもあ
る。研究会では，主に ��で行われた様々な特徴ある研究
を紹介いただき，今後の展開について議論した。特に ��
で進行中の直線部増強計画で新たに設置可能な周期長と
ギャップの小さいアンジュレータでは �����������程度が �
次光として得られることになるので，そこに軟Ｘ線マイク
ロ分光ステーションを建設する可能性について議論した。
年度末の忙しい時期にもかかわらず研究会に御参加・御協
力いただいた皆様に感謝したい。

プログラム (3 月 23 日）
�����������　研究会趣旨説明＆ ��軟Ｘ線結晶分光ステー

ションの現状と ��の将来計画
　　　　　　　　岩住俊明、北島義典（��）
�����昼　食������
�����������　軟Ｘ線結晶分光領域における ����
　　　　　　　　島田広道（産総研）
�����������　軟Ｘ線領域を利用した触媒科学の研究
　　　　　　　　朝倉清高（北大）
�����������　生体試料の微小領域スペクトル解析
　　　　　　　　伊藤　敦（東海大）
�����休　憩������
�����������　軟Ｘ線結晶分光領域における表面化学研究
　　　　　　－光電子分光、����、内殻励起反応－
　　　　　　　　馬場祐治（原研）
�����������　軟Ｘ線分光による有機薄膜の構造研究
　　　　　　　　近藤　寛（東大）
�����������　������における分光分析研究
　　　　　　　　河合　潤（京大）
�����休　憩������
�����������　金属上に成長したナノ薄膜の構造及び電子物

性
　　　　　　　　木口　学（北大）
�����������　強磁性 ����の状態別スピン・モーメント：

磁気コンプトン散乱と磁気円二色性による研究
　　　　　　　　櫻井吉晴（��������������）
�����休　憩�・移　動 �����
�����������　懇談会（自由討論）
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PF・KENS 合同研究会
「ナノサイエンス・テクノロジーと放射光 /

中性子反射率法」のご案内

物質・材料研究機構　桜井健次

放射光科学第１研究系　平野馨一

中性子科学研究系　鳥飼直也

　Ｘ線反射率ユーザーグループでは、��研究会、����

研究会合同の研究会を企画・準備しております。関心をお

持ちの皆様は、ぜひご参加ください。まもなく、プログラ

ムも発表になります。最新情報はＸ線反射率ユーザーグル

ープのホームページ（�������������������������������）をご

覧ください。

　日時：����年 �月 ��日（火）～ ��日（水）
　場所：高エネルギー加速器研究機構
　　　　４号館セミナーホール

目的：放射光および中性子反射率法によるナノ構造解析技
術は、非破壊的であり、また表面だけでなく、何がしかの
物質によって覆われた埋もれたナノ構造の解析に威力を発
揮することから、ナノサイエンス・ナノテクノロジーにお
いてきわめて重要な役割を期待されている。本研究会では、
最近の進歩と今後の方向性を報告しあうとともに、ユーザ
ーグループが提案する新ビームライン構想についての詳細
な意見交換を行う。

第 �日目
午前　Ｘ線・放射光反射率法によるナノサイエンスの

最近の進歩�（��分 � �本）
午後　新ビームライン構想と埋もれた界面の科学
��������　（��分 ���本）
夜　　懇親会の後，討論企画
������������（�時間，話題提供�１件 �～ ��分）

　　　　　�新しい実験・装置技術およびデータ解析技術
　　　　　�新しい応用分野
第 �日目
午前　中性子反射率法によるナノサイエンスの最近の

進歩��（��分 ���本）
午後　反射率法ナノテクノロジーの新しい応用展開を

めざして（��分 ���本）

連絡先：物質・材料研究機構�材料研究所�
　　　　高輝度光解析グループ　桜井健次
����������　�����：�������������������：�������������

����������������������：���������������������������

LBNL/ALS 滞在記

東京大学大学院　南部　英
（現所属：放射光科学研究施設　研究機関研究員）

一昨年（����年）�月より昨年（����年）�月までの
一年間，研究する機会を頂いた ��������についての海
外滞在記を依頼されたのですが，��������については，
�����������の荒木さん，�����������の ��������さん他多く
の方が既に紹介なさっていますので，少しそれとは違った
視点から記してみようと思います。内容が �������の趣
旨にそぐわないかもしれませんがお許しください。
組 織 と し て の ��������������������������������������

（��������）���はアメリカエネルギー省�（��������������
�����������）所管の国立研究所ですが運営は ��������������
����������（��）���に任されているという体裁を取ってい
ます。��はアメリカで恐らく最大の公設大学組織で，��
の下に ��のキャンパスと ����同様の �つの国立研究所
（他の �つは ��������������������������������������������
と ����������������������������������������）が所属して
全体で ���������を形成しています。歴史的には，御存知
のようにサイクロトロンの発明により ����年度のノーベ
ル物理学賞を受けた �����������������������によって ���
�����������������の ��������������������として ����年に
設立され，その後現在の ����と発展しています。この
経緯から �������������は ����（����内では“������”と
称される）と兼任している方もたくさんいますし，���
の学生が数多く研究に参画しています。また，自分がお世
話になった ������先生が ��������校����の教授を兼ねて
いるように ���以外の ��キャンパスの �������を兼任し
ている研究者や，その大学院生も働いています。����の
研究領域は多岐にわたり，物理科学，物質科学，生命科学，
地球科学，エネルギー科学等を含む ��の ���������から構
成され，その中には �つの ������������������������が含まれ
ています。����������������������（���）は，その中の独
立した１つの ��������であり，����������������������として
機能しています（この辺は ��と似ているのかもしれませ
ん）。���では ���のスタッフだけでなく�����������������
��������や ���������������������のスタッフ，��以外の大
学（アメリカ外も含む）や外部の研究機関の研究者も数多
く働いており荒木さんや自分のように常駐して研究されて
いる方も多いようです。���に行かれた方は御存知でし
ょうが，���は ��������によって建設された ���インチ
サイクロトロンの建物を流用というか増築して建設されて
おり，���の東側の丘の中腹に立つその姿は ��������の
街のいたるところから見ることができ，街の一種シンボル
的存在です。����から望む �������������の眺望のよさは

ユーザーとスタッフの広場



PHOTON FACTORY NEWS Vol. 22 No. 1 MAY.

34 35

��������������������������������������

������

ユーザーとスタッフの広場

������

有名ですが �������，逆に �������������の観光名所の �つ
であるツインピークスからも天候さえよければ ���を見
ることが出来ます。
自分がお世話になった ������教授のグループは ���で

はなく�������������������������に所属しており，������教
授とポスドクが �～ �人，���の大学院生が �～ �名，
と自分が加わっても �～ �人の意外に小さなグループで活
動しています ��������。大学院生は実は他にもいるのです
が，��������常駐は大体 �名程度で，他の院生は �����で
授業に専念していて通常は不在でした。自分の滞在中は，
イタリア人の ���������������と，アメリカ人の ������
����，�����������������の �名の大学院生が ����で働い
ていました。同じ大学院生の自分から見てアメリカの大
学院生は，メリハリが利いているというか，よく遊びよ
く勉強しているように見えました。彼らは，指導教官に
雇われたり，��を行ったり，個人で奨学金を取ったりし

��������　����から望む霧の ��������������この辺は地形が入り
組んでいるためか，��������周辺は晴れていても対岸
の ��はこのように深い霧に包まれていることがしばし
ば．

��������� � ����のパティオで ������������メンバーと昼食中．左
奥から手前に �����������������，����������，����������
�������， 右 奥 が 自 分 で 手 前 が �������������������
������．ちなみにこの日の昼食メニューは ����������
で買ってきたギリシャ風 �？ �ベジタリアン料理．

て，平均で年額 �������（´ ����～ ����������）程度の給
与を何らかの形で得ており ���，生活面では日本の大学院
生より恵まれているように感じます。もちろん指導教官
に雇われたり，��になったりした場合は，授業の一部の
担当や，課題の採点をしたりといった義務が生じますが，
面白いことに ��を行う場合，��の活動そのものが卒業
に必要な単位の一部として認められます。また，���の
������������������������の場合，博士号を得るためには博
士論文の提出だけではなく，コースの中盤での筆記試験
と口頭試験も課されており ���，その試験結果によっては
博士課程の続行が不可能になることもあるそうです。筆
記試験は �年に �回だけしか受験機会はなく，試験範囲も
多岐にわたるので合格するにはかなりの勉強量が必要です
し，口頭試験も一度で合格出来るのは学生の半数ほどだそ
うで，この面では自分は日本の学生でよかったと思いまし
た。通常，彼らが博士課程を終えるには最低 �年必要で，
�～ �年かかるのは普通のようです。日本の博士課程より
も随分長めですが，日本と違ってこの間も給料は貰ってい
るので，じっくりと納得のいくまで研究に取り組める環境
があるともいえます。彼らは，試験以外の時期でも平日は
とてもよく勉強して働いていますが，週末は飲みに行った
り，映画を見たり，スポーツをしたり，誰かの家でパーテ
ィーに参加したりとこの辺は日本の学生とあまり変わりな
いというかむしろ遊ぶときはよく遊んでいるように思いま
した。また ��������近郊は風光明媚なところが多く，ワ
インの名産地である �����������や，スキーの名所の �����
�����等 ��������があり，時々はそのようなところに出か
けて余暇を過ごしています（もちろん �������������に出
かけることもあります）。
����に自分が滞在した目的は，光電子分光用の超高

速電子検出器開発プロジェクト ���に参加するためでした
が，このプロジェクトチームで �つ印象に残ったのは外国
人（非米国人）が非常に多いことでした。これは ���で
の実験中も同様の感想を持ちましたが，����全体でもア
メリカ人のほうが（非アメリカ人の総数と比べると）少数

��������� � �最もアメリカ滞在中にお世話になった方の一人．
Fadley GroupのMasaこと渡邊正満さんとスキー場に
て．左がMasa，右が自分．



PHOTON FACTORY NEWS Vol. 22 No. 1 MAY.

34 35

ユーザーとスタッフの広場��������������������������������������

������

◆スタッフ受賞記事

　放射光源研究系の上田明氏が ���
技術賞を受賞しました。受賞対象は

��リング入射用 ����Ω伝送線型キッ

カーマグネット及び電源システムの
開発です。��リングの低エミッタン
ス化に不可欠な，�������以下で立ち
上がり立ち下がる，高速でしかも強

磁場を発生させる入射用キッカーマグネットとして，低い
特性インピーダンスを持つ伝送線方式を採用し，多くの困
難を克服してこれを完成させました。ビーム安定性の観点
からマグネット本体は真空外に設置することが要求され，
このため絶縁対策に試行錯誤を繰り返し，電極のユニット
化やシリコンゴムモールドの採用により絶縁性能を飛躍的
に向上させることに成功しました。試作からシステムの構
築まで一貫して開発に取り組み，��年に及ぶ努力の積み
重ねにより，電源系を含む全体システムを完成させました。
現在システムは安定に稼働しており，最小エミッタンスを
目指したスタディーも順調に進んでいます。以上の努力と
その結果が ���技術賞選考委員会で高く評価され，今回
の受賞につながりました。
　さて，上田明技官は放射光源系に入所以来，一貫して
入射部の運転，維持，改造に携わり，��リングの高輝度
化改造に当たっては上記した高速キッカーマグネットの
開発を苦心しながら教官と一緒になって行い，現在では放
射光源系入射部門の現場を実質的に担っています。今回の
���技術賞に至るまでには長期間の試行錯誤による努力
が積み重ねられたように思います。今後もこのような技術
や仕事の進め方を後輩達に伝え，放射光全体の発展の為に
活躍していってほしいと思います。我々技術者仲間として
も，このような仕事が ���技術賞の対象として採り上げ
られたことは大変喜ばしく，大きな励みになりました。上
田氏には今後ともこの賞を励みに，さらなる活躍を期待し
たいと思います。

（放射光源研究系　浅岡聖二）

＊受賞内容の詳細は下記 ��������ホームページにも掲
載されています。
����������������������������������������������������������

なのではないのでしょうか？開発チームもメンバーはフラ
ンス，ドイツ，ロシア，東欧等の研究者から成るまさに多
国籍軍で，アメリカが国籍ではなく能力によって，チャン
スを与える国だということを実感したような気がしました
し，頭脳流出 �������������という言葉が日本だけではない
のかなぁとも感じました。このプロジェクトのメンバーを
含めて ����のスタッフは（学生も）非常に熱心に自分
の仕事に取り組んでいますが，自分の日本での経験と全く
異なったのは，�����を過ぎると研究所全体がもう閑散と
してしまうことです。やはりアメリカ人は夕食は家で家族
と摂るのが普通なのか，カフェテリアも夜は営業していま
せんし，シャトルバスも �����で終わってしまうので，自
分もよほどのことがない限り，�����前には家に帰らざる
をえませんでしたが，その分昼間は日本より仕事に集中で
きる環境のように思いました。
最後に少しだけ研究の紹介をいたします。自分が開発

に参加したこの検出器は大チャンネルの �次元位置分解
能，検出器全体で ����を越える ����������，高速のデー
タ読み出し等を特徴とする電子検出器で，半球型電子分
光器と組み合わせることでこれまでより ���倍以上高速
の ���測定を可能とすることが期待されています。既に
���で �������社製電子分光器 �������に組み込んでの試
験的実験も終えており，現時点で �����での ���連続測
定が可能です。現状では，制御用 ��の ��の速度が時間
分解能の律速となってしまうため，最速の時間分解能は ��
��程度が限界と成っていますが，システムに外部メモリ
ーを追加すること等によって，この時間分解能を ����? �

まで改善することを目標に，現在改良作業が進行中です。
詳しい結果等は，������の �����������として発表される
予定ですのでそちらをご覧下さい。
最後に，一年間 ����で研究する貴重な機会を私に与

えて下さった，������教授，Ｚ ���������博士，一緒に研
究に携わった ������������博士とディテクター開発チー
ムの皆さん，������������ の ������，�����，���������，
����，そして名前をすべてあげることは出来ませんが，
私の滞在を支えてくださった全ての皆さんに感謝いたしま
す。
��������������������������������������������������������������

��������������������������

�������������������������������������������������������������

������������������������������

�����������������������������

�������������������������������������������������

���������������������������������������

������これら学位取得に関する情報は，私個人の見解であり，
正確でないかもしれません。詳細は以下の ��������等
を参考にしてください。���������������������������������
��������������������

���� ���� ������ ��� ���� ���������� ��� �������� ��� ���������

��������������������������������������������������������

��������������������������������������������������

上田明氏が平成15年度KEK技術賞を受賞
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◇ユーザー受賞記事
村上洋一氏（東北大理）がIBM賞を受賞

　本機構での放射光を用いた研究に端を発した業績によ
り，村上洋一氏が第 ��回日本 ���科学賞を受賞されました。
　近年興味深い物性を示して注目を集めている高温超伝導
体，重い電子系や巨大磁気抵抗物質といった強相関電子物
質群は，この原子を構成している電子の持つ �つの内部自
由度�（電荷・スピン・軌道）がその物性に決定的な役割を
果たしていると考えられています。�そのため物性物理学の
研究分野では，この電子の持つ内部自由度を調べることが
重要視されていますが，電荷・スピンといった自由度が比
較的容易に調べられたのに対し，軌道自由度を調べる研究
手段はごく限られていただけでなく，測定そのものが難し
くあまり進められていませんでした。�氏は，放射光を用い
てこの軌道自由度を調べるための新しい研究手段（共鳴Ｘ
線散乱）を世界に先駆けて開発し，さまざまな物質系での
軌道秩序相転移を初めて解明する成果を挙げられました。
　通常のＸ線散乱は，原子内の全ての電子による散乱によ
る秩序構造を知る有力な手段です。一方，軌道の自由度を
担っているのは原子当たり数個の電子であり，それらの電
子軌道状態の違いを示すＸ線散乱強度は極めて小さいため
軌道状態を直接探ることは大変困難です。氏は，電子の軌
道間遷移（Ｘ線吸収端）を利用した共鳴Ｘ線散乱を用いる
と，原子散乱因子の異方性から電子の空間分布の周期的空
間配列を決定できることを実験的に示し，近年の物性物理
科学の中心的な研究課題となっている遷移金属酸化物ｄ電
子系，希土類金属化合物ｆ電子系などの電子物性研究に適
用されました。特に，��酸化物における軌道秩序に関連
する相転移が巨大磁気抵抗効果と強い関連があることを直
接観測し，大きな反響を呼び起こしました。また，干渉法
など新手法も開発し，ナノスケールの膜厚の軌道秩序薄膜
や軌道超格子の測定に成功されています。電子軌道状態は
電子の運動方向を直接的に制御出切る可能性を秘めている
ため，これらの強相関電子系デバイスの発展にも本手法の
適用が期待され，基礎研究だけでなく将来の応用研究にも
繋がる可能性を秘めて社会的にも価値が高いものと位置付
けられています。
　以上のように，独創的な実験手法の開発によって軌道物
理の研究分野に大きなインパクトを与えた村上洋一氏の業
績に日本 ���賞が贈られました。

（放射光科学第二研究系　澤　博）

＊受賞内容の詳細は ��������ホームページ（�����������
����������������������������������������）にも掲載されて
います。

◆スタッフ受賞記事

安達弘通氏が第25回本多記念研究奨励賞
を受賞

　物質構造科学研究所・放射光科学
第二研究系の安達弘通助手が第 ��回
本多記念奨励賞を受賞され，�月 ��
日に贈呈式が行われました。
　本多記念奨励賞は，わが国の物理
冶金学の先駆者である「本多光太郎
博士」を記念する財団法人本多記念
会が，理工学特に金属およびその周

辺材料に関する優れた研究を行った若手研究者に対し，そ
の成果を顕彰するとともに，今後の発展を奨励する事を目
的とする賞です。
　安達弘通氏の受賞題目は「結晶中の ���＋イオンの磁
性に関する研究」であり，その内容は ����年から ����
年までに発表された主に �編 ����������������������������
���������������������������������������������������������

��������������������������������������������������������� の
論文がその対象となっています。安達氏は，������や
化合物結晶中の ����イオンの特異な磁性とその起源
を，それらの磁気測定と理論計算により明らかにしまし
た。その結果，従来の磁性体理論の枠内では記述が困難
であった ����の磁化－温度特性を見事に説明することに
成功しました（�������������������������������������������
������������。そして，その微視的スピン磁化の測定を
�����������ビームラインの円偏光Ｘ線を用いた磁気コ
ンプトン散乱を用いて行い，その理論の正当性を検証され
ました（���������������������������。さらに，スピン磁化
と軌道磁化とが完全に打ち消し合う補償温度を利用して，
漏洩磁界を発生させずに全てのスピンを一方向に揃えるこ
とが出来る特性が，わずかに ���＋を磁性希土類イオンに
置き換えることによって可能である事を示し，新しい型の
磁性素子を提案されました（����������������������。そして，
その状態の検証を，世界に先駆けたヘリシテイー反転・磁
気コンプトン散乱法（高エネルギーＸ線（�������）の円
偏光度を交互に逆転させて測定する）によって見事に成功
されております（���������������������������������）。この
論文は，米国物理学会が ���������������に掲載された論文
の中から一般向けに興味がありそうな研究成果を選択して
いる �����のホームページ（����������������������������������）
にも取り上げられています。
　今回の受賞では，同氏の磁性物理学における理論的な成
果とそれを検証する形での放射光を用いた磁気コンプトン
散乱実験が取り上げられていますが，安達氏は非共鳴Ｘ線
磁気散乱を用いた希土類磁性イオンのスピン形状因子の系
統的な測定や非共鳴Ｘ線回折実験を用いた ��

�
�
�
�
�
の四重

極秩序の研究等を一方で進めています。現在は �年間，文
部科学省在外研究員として����������������������の �������
教授のもとで研究を進められており，今後益々の活躍を期
待する次第です。　　（放射光科学第二研究系　河田　洋）
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◇ユーザー受賞記事
岩澤康裕氏（東大院理）が紫綬褒章
並びに日本化学会賞を受賞

　平成 ��年秋の褒章発令において，岩澤康裕先生が紫綬
褒章を受章されました。また，この春には，「表面活性構
造と触媒作用機構の解明」の題目で第 ��回日本化学会賞
を受賞されました。先生の業績は表面科学分野において，
新たな測定手法の導入，新たに設計された構造などを対象
とすることで分子レベルでの触媒作用機構解明を独創的に
推し進めてきた事でありますが，そこには放射光を用いた
研究が大きく関与しています。
　今まで固体触媒上の活性構造と触媒挙動を分子レベルで
解明することは困難であり，明確な知見が得られていませ
んでした。先生は，有機金属化学の手法を表面科学の分野
に融合することで，触媒化学の新領域を開拓してきました。
これにより ���種以上の新規表面活性構造を創出し，かつ
放射光を利用した ����法によりその構造を規定してき
たのみならず，反応中のダイナミックな構造変化を捉える
ことに成功してきました。
　また，通常の ����法では平均化した構造情報しか得
られないという弱点を克服するため，酸化物単結晶表面に
設計された金属の活性構造を �次元的に解析できる偏光全
反射蛍光 ����測定装置を開発しました。この装置を放
射光施設で活用し，活性点の異方性構造解析を世界に先駆
けて成功させました。
　さらに，触媒構造のダイナミックな解析の必要性に着目
し，エネルギー分散型の時間分解 ����測定装置を開発
しました。これにより解析精度を維持したまま世界最高レ
ベルの時間分解能を実現しています。この手法により，短
寿命中間体構造の決定や，金属クラスター骨格における分
子の吸脱着に伴う可逆的構造変化を追跡し，中間体生成の
機構・エネルギープロフィールなどの動的構造変化をサブ
秒オーダーで明らかにしました。
　以上のように，先生の業績は触媒化学や表面科学分野に
おける卓越した業績であるのみならず，放射光を用いた研
究としてもきわめて独創的であります。今後も精力的に研
究を進められ，放射光コミュニティーが広がることで当分
野がますます盛んになることを願う次第です。

（千葉大学工学部　一國伸之）

＊ ��ニュースでは読者の皆様からの受賞記事を募集しています。
��での実験結果や研究成果が受賞理由に含まれておりましたら、
是非 ��ニュース編集委員会事務局（連絡先は ���参照）までお
知らせ下さい。皆様のご投稿をお待ちしております。

ビームタイム利用記録より（2003年度後期）

共同利用担当　小林克己 (KEK・PF)

　ビームタイム利用記録に書かれたご意見と，それに対す

る対応をまとめてみました。皆さんの要望にはなるべくお
応えしていきますので，今後もビームタイム利用記録にお
書き下さい（����年 �月）。
AR-NE 側のトイレを改修して欲しい。ユーザー休憩室が
欲しい。
��施設部に要求を出していますが，その予算は最近頻発
している実験ホールの漏電検知システムの整備を優先する
ことにしました。トイレの改修，ユーザー休憩室について
は引き続き予算を要求していきます。
AR-NW2にガス回収ラインを設置して欲しい。
��今年度，設置予定です。
AR-NW棟にコピー機が欲しい。
��北西棟入口横の管理室に ���兼用機がありますのでお
使い下さい。
AR-NW棟の雨漏りがひどい。
��当日は強風のために天窓が開いてしまいました。これ
以降は対処してあります。
AR-NW棟のトイレなどが日に日に汚れていく。清掃をし
て欲しい。
��現在は清掃するようになっています。
AR-NWの休憩室で，仮眠をしないで欲しい。
��休憩室では仮眠をご遠慮下さい。仮眠する場合は ��
のプレハブでお願いします。また，清潔に保つようにご協
力をお願いします。
AR 地区にも飲料の自動販売機を設置して欲しい。
��富士実験室と ��コントロール棟にありますのでご利
用下さい。
AR 地区の NE側の駐車場がいつも一杯である。
�����付近は混んでいますが，北棟入り口付近は比較的
空いているようです。
BL-11D に He 回収ラインを復活させて欲しい。
��担当者あるいは運転当番にご相談下さい。
PF カードで交流センターに入れるようにして欲しい。
��現在は入れるはずです。
PF 実験ホール内の温度が低い。
��実験ホール内の温度は一年中，��度に保たれています。
医学応用日程の通知をもっと早くしてほしい。
��原則として隔週の木曜日です。��のホームページの「週
間運転予定」に最新情報を載せるようにします。
仮眠室のシーツを頻繁に交換して欲しい。室内に異臭がする。
���週間に一度交換しています。また交換の数日前から表
示しています。
監視員室横のトイレの送風乾燥機が汚れている。
��清掃するようにしました。
携帯電話を貸し出して欲しい。
��宿泊者には機構内専用の ���をユーザーズ・オフィス
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で貸し出しています。但し，個数は限定されています。
研究棟１階ユーザー控室のポットが汚れている。
��きれいなものに置き換えました。
実験ホール入口の水飲み場の水が臭い。
��この機械は自動洗浄機能が付いています。臭いが感じ
られたらしばらく水を出してからご利用下さい。
実験ホールに流れる不必要な放送を減らして欲しい。
��減らしました。
実験ホールの流しでフィルムの水洗いをしたい。
��フィルムの洗浄水は実験排水となります。廃液設備の
あるところでお願いします。
実験メンバー追加手続きなどに対する必要日数を公表して
欲しい。
����の事務に届いた日から �日以内には処理しています
が，余裕をもって送って下さい。なお，放射線登録がされ
ているかどうかについては ��������������������������������
������で検索できますので，ご利用ください。
書類不備でも，後日提出ということで実験ホールに入れる
ようにして欲しい。
��放射線関係の書類は，余裕をもって提出して下さい。
自転車の利用率を高めるために，長期に利用している人に
注意して欲しい。
��随時放送などで注意します。ユーザーの方もご協力を
お願いします。
事務室に書類を提出するためのポスト等を設置して欲しい。
��設置します。
宿舎の暖房が効かなかった。
��当日，管理人に伝えて下さい。
宿泊料を土日に払えるようにして欲しい。
��法人化したので，検討できると思います。

ストックルームや工作室での常備部品の種類を増やして欲しい。
��具体的な品名をお知らせ下さい。
生理試料準備室の維持・管理をきちんとして欲しい。純水
の水質が悪かった。
��定期的に確認していますが，その場で担当者にご連絡
下さい。
備え付け装置の故障で実験が出来なくなった場合には別の
日に補償をして欲しい。
��当該ビームラインに留保タイムがあれば対応できます。
ビーム強度の変動が見られた。変動を減らして欲しい。
��ビーム変動に対しては適宜対応しています。気がつい
た時には運転当番にご連絡下さい。
土日に食堂を営業して欲しい。
����としては依頼していますが，採算の問題で難しいよ
うです。
ビームタイムの前後でもルータを貸し出して欲しい。
��前後数日であれば柔軟に対応します。
旅費の支払いを早くして欲しい。
��旅費は変更などに対応出来るように出張期間が終了し
てから計算しています。その後の事務処理は早くするよう
に努力します。

　

ＰＦシンポジウムに参加して

東京工業大学応セラ研　佐々木　聡

����年 �月 ��日，��日に，第 ��回ＰＦシンポジウム（実
行委員長：加藤龍一氏，副委員長：佐藤　衛氏）が，高エ
ネ機構，�号館セミナーホールで開催された。今回は特に，
若手の発表者や参加者が多く，��シンポに新時代が到来
する息吹を感じた。若手研究者は個々の分野の将来を担う
と共に，ユーザーミーティングを特色づける顔である。放
射光学会・合同シンポジウムとの棲み分けが続いている中
にあっては，実行委員会の努力があって初めてできたこと
であり，深く感謝したい。
　思えば，昨年の ��シンポジウム報告の「��シンポを振
り返って」の中で，��シンポに参加する若者の数が少な
いことを嘆いた。懇親会では食べ物が多量に余ってしま
うことも度々であった。施設運営や研究課題評価などの話
題が中心になることが中堅や年老いた面々に偏る理由であ
るが，ユーザーコミュニティの将来のためには年齢のバラ
ンスが重要であると訴えたつもりである。そして，若手が
発表でき，サイエンスの方向性を見出す機会となるような
��シンポを作って欲しいと，厚かましくもお願いしてし
まった。そのため，若手が参加できるような新企画をプロ
グラム構成に取り入れようと，何度も実行委員会を開催す
ることになったと，後からお聞きした。
　��シンポジウムの詳細については，実行委員長が本 ��
ニュースに報告され，その後「��シンポジウム報告」が
印刷される予定である。そこで，ここではプログラムに沿
った説明はすべて割愛し，感想をランダムに述べさせてい
ただく。
　��リングの直線部増強作業が入るため，長期シャット
ダウンが予定されている等の施設報告が最初に行われた。
新ビームラインの報告，����������の施設報告の後に，
休憩を挟まず，いきなり ����関連の招待講演（腰原伸
也氏）が続いた。ビームラインとユーザー実験との繋がり
がうまく企画されているなとの印象を持った。腰原氏は，
時間分解構造観測と誘電体の逆襲について，熱弁された。
「熱弁」としか表現できない力強さがあり，かつ，異分野
の人にも理解できるよう丁寧な説明が必ずついていた。昔
からそのスタイルに変りがないのだが，「お役人を説得し
て大きなプロジェクトを走らせるには，この話術」と妙に
納得してしまった。
　今回の ��シンポを特徴づけているものは，�つの「招
待講演」，�つの「新企画」，そして「ポスターセッション」
であると，強く感じた。新企画では，若手ユーザーの起用
が面白いほど的中し，そのサイエンスと噛み合った形で光
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源やビームラインの説明が ��スタッフからなされていた。
質問に対する若手の受け答えもハツラツとしていて，ずっ
と昔に ��シンポがどこかに置き忘れてきたものに久々に
出会った気がした。また，専門外の聴衆にも分かりやすく
なるようにと苦労されたことが感じとれる発表で全体が構
成されており，好感を持った。
　ポスターセッションには沢山の人が訪れ，大変盛況であ
った。ポスター数も大幅に増え，合計で ��件となったた
め，廊下で発表することになった施設の方には気の毒であ
ったかもしれない。ポスターセッションの中身についてで
あるが，従来からのＳ型課題・Ｕ型課題，光源関連，将来
計画関連の他に，「ユーザーグループ」からの発表が今回
初めて含まれていたので特筆したい。各ユーザーグループ
からは，全体で ��件のポスター発表があった。その中でも，
「蛋白構造解析グループ」からは �件の発表がなされ，「高
圧グループ」からも �件の発表があり，その積極さが目を
引いた。ポスターの数について言えば，もう少しあった方
がいいのかもしれない。
　今回の ��シンポ実行委員会の狙いが，「����ユーザーと
施設との共通理解を図る，����色々な分野のユーザーに ��
シンポへの興味をもって貰い，����できるだけ多く参加し
てもらい，����その中から若手研究者の興味の芽を育みた
い」ということにあったと聞いた。この試みは成功したと
思う。次は，この試みを来年の ��シンポに如何に継続・
発展させていくかにつきる。�年先が楽しみである。また，
放射光学会・合同シンポジウムとの棲み分けをそろそろ考
え直す時期に来ているのかもしれない。��シンポの中で，
��を使った興味深いサイエンスをいろいろ聞いてみて，
その中のすごい研究に，例えば「高良賞」を授与するなど
という光景を浮かべてみるのは私だけだろうか。

ＰＦシンポジウムの感想

東京大学大学院理学系研究科　雨宮健太

先日行われた第 ��回 ��シンポジウムに参加したとこ
ろ，後になって感想の執筆を依頼されてしまった。私は決
して真面目な参加者ではなく，時おり講演会場を抜け出し
ては遠方からの共同研究者と実験結果について議論をした
り，��まで行って実験装置の保守をしたりしていたので，
断片的な感想しか書けないことをお許し願いたい。
さて，自分のことを正当化しようというのではないが，

私のようにシンポジウムを抜け出す参加者はかなり多いよ
うに見受けられる。これは ��シンポジウムが，「放射光」
というただ一点でつながる，とてつもなく多彩な分野にわ
たる講演と参加者から成り立っていることを考えれば当然
といえよう。しかしこれは決して ��シンポジウムの問題
点ではなく，むしろそのことこそが ��シンポジウムの醍
醐味であり，他の学会（例えば放射光学会）との大きな違
いであると言えるのかもしれない。というのは，時々抜け
出すとはいえ逆に時々は全く分野の違った講演を聴く機会
があり，講演者の方々もそれを意識して素人にもわかりや
すい説明をして下さることが期待できるからである。いま
さら言うまでもないことだが，自分の分野だけに閉じこも
っているより，時には全く関係のない分野の話も聞いたほ
うが，新しい発見もあるし色々と参考になることもある。
それにしても今回のシンポジウムは，とにかく構造生

物分野の講演やポスターが多かった。この状況はまさに今
の ��を象徴しているのであろう。私が聴いた数少ない講
演のなかで，特に印象に残ったのは「創薬を指向した構造
生物学」と題されたものである。マラリア原虫由来の酵素
とヒト由来のそれの構造を比べて，そのほんの一部分がど
ちら側に折れ曲がっているかの違いで一方にのみ「くぼみ」
が存在し，それを利用して一方にだけ有効な阻害剤を設計
したところ，完全ではないものの実際にマラリア原虫由来
とヒト由来との間で効果の違いがあった，という内容だっ
たと記憶している。たかだか �原子分子の吸着構造を調べ
るのに四苦八苦している我々の感覚からすれば，あれほど
巨大な分子のほんの末端の構造まで決定でき，そこにでき
るくぼみの存在を発見できるというのは驚異的である。そ
の道のプロから見ればまた違った感想になるのかと思う
が，素人の私としては，放射光を用いた構造生物学の威力
と，その内容のわかりやすさに，ひたすら感動するしかな
い。私も地味な基礎研究だからとあきらめずに，わかりや
すく感動的な成果をあげるように努力しようと思う。
さて，ビームライン建設にも携わったことのある私と

しては，新企画「光源から利用研究まで」と銘打った講演
も見逃せないものであった。といいながらこれまた全ては
聴いていないのが申し訳ないが，その限りでの印象は「ビ
ームラインから利用研究まで」に近いかもしれない。意図
の説明を聞いていなかったせいもあるかと思うが，「こん
な特徴的な光源を作って，こんな先進的なビームラインと

新企画「光源から利用研究まで・第一部」の「��時分割 ����」
を講演中の鈴木あかね氏
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組み合わせたら，こんな面白い研究ができました」という
のを期待していたので，特に「光源」の出番が少なかった
のが少し残念である。もちろん講演内容は ��とユーザー
の連携がうまく働いて非常に興味深いものであり，この企
画は大変楽しめた。
ポスターセッションはこれまでになく盛況であった。こ

れはユーザーグループからの（半ば強制的な推薦による？）
発表が多数あったことが原因なのは間違いないであろう。
先ほど述べたように口頭のセッションでは全く分野の違う
講演も何となく聴くことができ，おかげで予期しない収穫
もあるが，ポスターとなるとついつい近い分野の発表だけ
を詳しく見てしまう傾向にある。そうなってくると放射光
学会等と何が違うのかという議論にもなりかねないが，面
白い研究はいくらでもあるので，年に �回放射光学会のよ
うなものがあろうとも，別に損はしない。
施設報告や運営に関していえば，ユーザーの最大の関

心事のひとつであるシャットダウンの時期がほぼ確定され
たことが大きい。予算獲得や実際の作業など，多くの方々
の過去および未来のご努力の賜物であり，心から感謝した
い。もうひとつの関心事である法人化に関しては，特に安
全についてこれまで以上にユーザーの責任が問われること
を除いては，基本的に共同研究のスタイル（旅費のサポー
ト等）は変わらないと強調されたように記憶している。と
はいえ，研究機関や大学がどう考えていようとも，それと
は全く関係なく制度が変わっていく我が国であるから，多
くのユーザーは疑心暗鬼であろう。�年後，��年後にどう
なっているか，不安は尽きないし我々も自助努力を怠って
はいけないと思う。
これまた不真面目で申し訳ないが，懇親会には参加し

ていない。酒気帯び運転の罰則が ��万円および免許取り
消し寸前の違反点数にまで強化された今となっては�（い
や，もちろん以前から運転する時には飲んでいないが），
����円という会費は，「懇親」ができるというメリットを
考えても多少厳しい。会費で思い出したが今回から ��懇
談会の会員はシンポジウムの参加費（���円）が無料とな
った。それならば会員になろうかとも少し思ったが（それ
でも無料になったのだろうか？），近くに宣伝も説明も見
当たらなかったので今回は見送った。話は戻って，懇親会
の後には例によっていくつかのユーザーグループミーティ
ングが行われたようである。私もそのなかの一つに参加し
たが，酒に酔ってのミーティングは本音の意見もつい飛び
出し（実は酒を口実にした演技かもしれないが），なかな
か趣がある。次の日には誰も覚えていないことを祈りたい。
このような有意義な �日間を過ごせたのも，シンポジ

ウムを企画運営された方々のおかげである。心から感謝の
意を表すとともに，また来年を楽しみにしたい。

構造物性グループミーティング報告

放射光科学第二研究系　澤　　博

　九州大学箱崎地区で開催された日本物理学会年次大会に
合わせて、恒例の ��構造物性グループのミーティングを
行った。約 ��名が集まり以下の内容で現状報告及び活発
な議論があったので報告する。
� 日時� �月 ��日���：��～
� 場所� 九州郷土料理　わらび

（1）　PF BL-1B，4C，9C，16A2 の各ステーションの報告（PF
スタッフ）
��；特に大きなトラブルはないが，今後は �����への進
出の可能性がある。
��；新しく圧力セルを導入した。約 ������までの圧力下
で低温構造解析が可能となった。
��；不注意による回折計の破損事故があった。��������
中に修理した。
��；電動スリットが故障したが，本体の修理は完了。組
み付けは最初に利用するユーザーに依頼している。
���；モノクロ制御系の入れ替えを予定している。
（2） 2005 年度の運転について（物構研 河田）
直線部増強の作業のため ����年 �月頃から �月まで ��
は ��������する。現在の予定はあくまでもリング部分の
改造だけで，インサーションデバイス，��更新、移設関
連の予算の目処は立っていない。その予算は概算要求する
予定。予算の獲得状況によっては構造物性関連のビームラ
インは影響を受ける。具体的には ���のミニポールアン
ジュレータービームラインへの移設，１���の移設を計画
しているが，具体的な移設先などは獲得予算規模に依存す
る．予算獲得に関して協力願いたい。�
（3） BL-1B （物構研 澤）
���回折計の老朽化が激しいために，現行では �����と
同じ �������のデータを測定できない。スタッフ優先タイ
ムで，�����と同じ試料を測定して検証してみたが，単
結晶���解析などが出来なかった。今年度の予算で回折
計のリプレイスが認められ約半額の配分が認められた。早
い段階でユーザーからの要求を出してもらえれば，仕様書
に反映できる可能性がある。また，予算がかなり苦しいの
で施設としてはユーザーからのサポートもお願いしたい。
(4) SPring-8 だより （JASRI 壽榮松）
�月より運転。トップアップ運転がいよいよ導入される。
ナノテク関連で ����������が強化される予定。課金問題に
ついての現状報告。特に草の根的なユーザーからの運動が
重要。
(5) 関西原研関連の報告 （原研 水木）
放射光利用に力を入れる方向になったので，共同研究を推
進したい。
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（6） 東海原研 FONDER （東北大 野田）
順調に共同利用を行っている。磁気構造の決定，水素結合
系などの成果があがっている。引き続き共同利用・共同研
究を募集中。
（7） その他
東海原研の中性子用四軸回折計 ������の設置は科研費
による補助が獲得できたために実現した。その際にはユー
ザーからの声を「波紋」（中性子研究連絡会発行，現中性
子科学会誌）に投稿するなど，ユーザーからのアプローチ
を積極的に行った。今後の直線部増強，��������の課金問
題などについても同様な活動に効果が期待できる。
構造物性グループとしても，ユーザーから取り纏めの代表
者に立ってもらい，ユーザーの声を伝えて行くこととする。

ＰＦ懇談会に永年会員を新設します
　　　　　　　　　

　��懇談会では，平成 ��年度の運営委員会にて細則の第
１条を改正し，本年 �月��日より永年会員（シルバー会員）
を導入することに致しました。永年会員の会費は無料です。
正会員から永年会員への変更は，定年後であればいつでも，
事務局への自己申告により可能となります。永年会員の方
には，��シンポへの招待などの情報や会員名簿をお送り
致します。当然ながら，今まで通り正会員のままで ��懇
談会を盛り上げていただければ，更にうれしい限りです。
　なお，��ニュースを希望される永年会員の方は，永年
会員への変更申告時に，郵送などの手数料として �����円
を一括納入してください。この手続きにより，退会（ある
いは廃刊）までの期間，��ニュースを受領することがで
きます。��ニュ�ースの送付については，昨年度より申込
登録制度が導入されています。受領には毎年の登録が必要
ですが，��懇談会会員の皆様には，自動的に送られます。
　��懇談会では，過去に遡り，定年を期におやめになら
れた元会員の方々にも，永年会員として再入会されること
をお勧めしております。これにより，��懇談会からの情
報がより多くの皆様にお伝えできるものと思います。��
懇談会への入会金は無料ですので，元会員の方々が永年会
員に再登録される場合には，会費を一切払うことなく再入
会することができます。お近くの元会員の方々をぜひお誘
いください。

　��懇談会では，新しい会員の ��懇談会への加入を望ん
でおります。会員名簿を見ますと，��立ち上げに尽力さ
れた方々が多くいらっしゃる反面，次世代を担う若手の会
員の数が少ないように見受けられます。若い世代の ��懇
談会での活躍を特に期待しております。学生会員の会費は
無料であることを申し添えます。
　入会申込書は今号にも掲載されておりますが、��懇談
会ホームページからもダウンロードが可能です。��懇談

会のホームページ ����������������������������������������
に入っていただき，以下の �つのファイルをダウンロード
して下さい。入会案内は ������������������������������
��������������に，入会申込書（�����ファイル）は �������
���������������������������������に入っています。
　入会申込書にご記入の上，������，郵送，あるいはファ
ックスでお送りいただきますと，運営委員会のメール審
議をへて１週間程度で承認されることになります。その
後，一般会員の方は，年額 �����円の会費に対し，銀行の
自動引き落とし（年 �回）�の書類を提出していただくこと
になります。
　��懇談会のホームページへは，��のホームページ
�������������������������������を開き，「��懇談会のページ」
をクリックすることでも入れます。また，入会申込用紙は，
事務局までご請求いただければ郵送致します。
　以上，��懇談会を今後ともよろしくお願い致します。

平成 15年度第１回 PF 懇談会幹事会議事メモ

日時：����年 �月 ��日（火）�����～ �����
場所：��研究棟２階会議室
出席者：佐々木聡（東工大・会長），高橋敏男（東大・行事），
桜井健次（物材機構・広報），土屋公央（��・会計），雨
宮健太（東大・編集），宇佐美徳子（��・庶務），森史子（��・
事務局）
１．� 会計幹事より平成 ��年度収支報告，平成 ��年度収

支中間報告についての説明があった。
２．� 近年会員数が減少していることについて，会員拡充

のための方策について議論があった。対策のひとつ
として，懇談会員は ��シンポジウムの参加費を無
料とする案が提案され，運営委員会で提案すること
になった。

平成15年度第3回PF懇談会運営委員会議事メモ

日時：����年 �月 ��日（火）�����～ �����
場所：��研究棟２階会議室
出席者：（所外委員）佐々木聡（東工大・会長），雨宮慶幸
（東大），柿崎明人（東大），桜井健次（物材機構・広報幹事），
高橋敏男（東大・行事幹事），野田幸男（東北大），村上洋
一（東北大）
（所内委員）飯田厚夫，伊藤健二，大隅一政，河田洋，小
林克己，小林正典，野村昌治，松下正
（幹事）土屋公央（��・会計），雨宮健太（東大・編集），
宇佐美徳子（��・庶務），森史子（��・事務局）
１．� 松下副所長より施設報告が行われた。��の現状，共

同利用の現状などの報告の他，法人化後の組織につ
いて，�����の性能向上について，直線部増強計画
のスケジュール，国際協力に関する説明等があった。
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２．� 庶務幹事より，次期 ��懇談会運営委員の選挙の経
過および結果について報告があった。

３．� 会計幹事より，平成 ��年度収支報告，平成 ��年度
収支中間報告が行われた。�最近 ��シンポを年度末に
開催しているために，報告書の印刷が終わるまで会
計が閉められない問題が指摘され，今後，印刷が次
年度にずれこんだ場合は印刷代は次年度の会計に含
め，会計は �月末で閉めることとした。

４．� 庶務幹事より，懇談会会員は���シンポの参加費を
無料にし，その分は懇談会より ��実行委員会に補
助を出すことについて提案があった。議論の結果，
今年度の ��シンポから参加費の補助を実施するこ
ととした。�

５．� 庶務幹事より，平成 ��年度の活動報告があった。
会員名簿の作成にあたって，自宅住所欄の扱いにつ
いて運営委員会のメール審議事項となったことが説
明された。今回は「自宅住所欄は設けるが希望者は
非公開にできる」こととし，その旨を会員に問い合
わせのうえ，名簿を発行した。

６．� � � �編集幹事より，��ニュース編集委員会の平成 ��年
度の活動報告，および平成 ��年度活動方針につい
て説明があった。今後も予算の削減が予想されるこ
とが指摘され，対策について議論があった。

７．� 次期 ��懇談会会長として，雨宮慶幸委員を選出し
た。

８．� ��懇談会総会の議題について審議した。
９．� ��シンポジウム内の「��の運営について」セッシ

ョンで取り上げる話題についての議論を行った。
１０．���で出た成果を広くアピールするために，優れた

研究成果をピックアップするためのシステムを作る
ことの提案があった。今後 ��内でルールを検討し，
運営委員会に提案することとなった。

平成 15年度 PF 懇談会総会議事録
日時：����年 �月 ��日（木）�����～ �����
場所：高エネルギー加速器研究機構
　　　�号館セミナーホール
１．� 総会議長に桜井浩会員（群馬大）を選出した。
２．� 会計幹事より，平成 ��年度決算，平成 ��年度収支

中間報告が行われた。平成 ��年度決算について承
認された。

３．� 佐々木会長より，次期会長に雨宮慶幸氏（東大）が
選出されたことが報告された。雨宮次期会長より挨
拶があった。

４．� 庶務幹事より，次期 ��懇談会運営委員選挙結果の
報告，および平成 ��年度の活動報告があった。

５．� 編集幹事より，平成 ��年度の ��ニュース発行状況，
および ��年度の編集方針について報告が行われた。

６．� 佐々木会長より，永年会員（シルバー会員）の新設

の提案が紹介された（詳細については別記事参照）。
運営委員会のメール審議事項とし，承認された場
合は平成 ��年度から実施することが説明された。

（付記）永年会員（シルバー会員）の新設について，以下
の細則改正が運営委員によりメール審議され，�
月 ��日に承認された。

＜細則第１条の改正＞　下線部を追加する。
（第１条）本会に入会する際には，所定の用紙に記入し，
事務局に提出する。所定の用紙は事務局あるいはホームペ
ージより入手できる。会費は年間 �����円とする。新規会
員については銀行引き落しを利用する。但し，学生会員
および永年会員は無料とする。永年会員への変更は，定年
後の自己申告による。��ニュースを希望する永年会員は，
申告時に手数料（�����円）を一括納入することで，退会
まで受領できる。

PF 懇談会次期運営委員選挙結果について
（任期：平成 16 年 4月～平成 18 年 3月）

　��懇談会会則第 ��条および細則第 �条に基づき，次期
運営委員の選挙が行われた。��外運営委員候補者として，
��外会員およびユーザーグループからの推薦に基づき，�
月下旬に ��名が選出された。その後，��外会員による選
挙を行い（平成 ��年 �月 ��日〆切，投票総数 ���通，う
ち有効投票数 ���通），上位得票者 ��名が次期運営委員と
して選出された。選挙管理委員は会長指名により，小山篤
（��），豊島章雄（��），宇佐美徳子（��）各会員であった。
��内運営委員は，��内会員中から選出された。次期運営
委員の名簿を別掲する。
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PF 懇談会　H16 年、17 年度運営委員名簿

　　

外　

部　

委　

員

朝倉　清高 北海道大学触媒化学研究センター

雨宮　慶幸 東京大学大学院新領域創成科学研究科

太田　俊明 東京大学大学院理学系研究科

尾嶋　正治 東京大学大学院工学系研究科

柿崎　明人 東京大学物性研究所

片岡　幹雄 奈良先端科学技術大学院大学物質創成科学研究科

河内　宣之 東京工業大学大学院理工学研究科

桜井　健次 物質・材料研究機構　材料研究所

佐々木　聡 東京工業大学応用セラミック研究所

高倉かほる 国際基督教大学教養学部

高橋　敏男 東京大学物性研究所

中井　　泉 東京理科大学理学部

中川　敦史 大阪大学蛋白質研究所

西川　恵子 千葉大学大学院自然科学研究科

野田　幸男 東北大学多元物質科学研究所

三木　邦夫 京都大学大学院理学研究科

宮原　恒昱 東京都立大学大学院理学研究科

村上　洋一 東北大学大学院理学研究科

若林　克三 大阪大学大学院基礎工学研究科

渡辺　信久 北海道大学大学院理学研究科

内　

部　

委　

員

飯田　厚夫 物質構造科学研究所・放射光科学第一研究系

伊藤　健二 物質構造科学研究所・放射光科学第一研究系

伊澤　正陽 物質構造科学研究所・放射光源研究系

春日　俊夫 物質構造科学研究所・放射光源研究系

河田　　洋 物質構造科学研究所・放射光科学第二研究系

小林　克己 物質構造科学研究所・放射光科学第一研究系

野村　昌治 物質構造科学研究所・放射光科学第一研究系

前澤　秀樹 物質構造科学研究所・放射光源研究系

松下　　正 物質構造科学研究所

山本　　樹 物質構造科学研究所・放射光科学第一研究系

　幹事会メンバー

氏　名 所　属

会　　長 雨宮　慶幸 東京大学大学院新領域創成科学研究科

利用幹事

佐々木　聡 東京工業大学応用セラミック研究所
高橋　敏男 東京大学物性研究所
宇佐美徳子 物質構造科学研究所・放射光科学第一研究系
斎藤　智彦 　東京理科大学理学部

行事幹事
佐藤　　衛 　横浜市立大学大学院総合理学研究科
間瀬　一彦 物質構造科学研究所・放射光科学第一研究系

広報幹事 桜井　健次 物質・材料研究機構　材料研究所
庶務幹事 田中　雅彦 物質構造科学研究所・放射光科学第二研究系
会計幹事 土屋　公央 物質構造科学研究所・放射光源研究系

編集幹事 一國　伸之 　千葉大学工学部
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第 39回物質構造科学研究所運営協議員会議事次第

日時：�平成 ��年 �月 �日（金）　�����～�　（管理棟大会議室）

議事：

１．報告

①�所長報告，②�各施設等報告，③�教官人事について，④その他

２．�協議

①�平成 ��年度前期放射光共同利用実験課題審査結果について

②�施設留保ビームタイムについて

③�教育研究評議会委員、素粒子原子核研究所運営会議委員及び加

　�速器・共通基盤研究施設運営会議委員の推薦について

④�所長の任期等について

⑤�名誉教授の選考について

⑥�教官の特定人事について

⑦�教官人事について　中性子科学研究施設　助手 �名 ������

⑧�その他

放射光セミナー

題目：���������������������������������������������������������������������������������������������　�����
講師：���������������������������������（�������������������������������������������������
日時：�����年 �月 �日（木）�����～

題目：�物質構造科学の原点：鉱物標本展示会　�����
講師：�田中雅彦氏（物質科学第二研究系）
日時：�����年 �月 ��日（金）　�����～ �����

題目：�������������������������������������������������������������������������������������������
講師：����������������������������（�����������������������������������）
日時：����年 �月 ��日（金）�����～ �����

題目：���������������������������������������������������������������������������������
講師：�高橋淳一氏　����������研究員、千歳科学技術大学 �
日時：����年 �月 �日（金）　�����～ �����

物構研セミナー

題目：�量子計算に関する研究の現状����
講師：�木戸�義勇氏（物質・材料研究機構　ナノ・マテリアル研究所　副所長）
日時：�����年 �月 ��日（金）�����～ �����

最新の情報はホームページ ���������������������������������をご覧下さい。
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放射光共同利用実験審査委員会委員名簿

氏　名 所　　属　・　職　　名

機

構

外�

委�

員

　朝倉　清高 　北海道大学触媒化学研究センター・教授

　雨宮�　慶幸 　東京大学大学院新領域創成科学研究科・教授

　柿崎�　明人 　東京大学物性研究所・教授

　佐々木�　聡 　東京工業大学応用セラミックス研究所・教授

　高田�　昌樹 　名古屋大学大学院工学研究科・教授

　藤森���　�淳 　東京大学大学院新領域創成科学研究科・教授

　松原英一郎 　東北大学金属材料研究所・教授

　三木�　邦夫 　京都大学大学院理学研究科・教授

　宮原�　恒昱 　東京都立大学大学院理学研究科・教授

　村上�　洋一 　東北大学大学院理学研究科・教授

　八木�　健彦 　東京大学物性研究所・教授

　若林�　克三 　大阪大学大学院基礎工学研究科・教授

機

構

内

委

員

＊松下　　正 　物質構造科学研究所・副所長

＊野村　昌治 　放射光科学第一研究系・研究主幹

＊河田　　洋 　放射光科学第二研究系・研究主幹

＊池田　　進 　中性子科学研究系・研究主幹

＊春日　俊夫　 　放射光源研究系・研究主幹

＊西山　樟生 　ミュオン科学研究系・研究主幹

　黒川　眞一 　加速器研究施設・研究総主幹

　飯田　厚夫　 　放射光科学第一研究系・教授

　小林　克己 　放射光科学第一研究系・助教授

����前澤　秀樹 ����放射光源研究系・教授

　柳下　　明 　放射光科学第一研究系系・教授

　若槻　壮市 　放射光科学第二研究系・教授

������������������任期：平成 ��年 �月 �日～平成 ��年 �月 ��日

����������������＊役職指定

第 1期物質構造科学研究所運営会議名簿

氏　名 所　　属　・　職　　名

機

構

外

秋光　　純 　青山学院大学理工学部・教授　

柿崎�　明人 　東京大学物性研究所軌道放射光物性研究施設長

金谷　利治 　京都大学化学研究所・教授

坂田　　誠 　名古屋大学大学院工学研究科・教授

下村　　理
　日本原子力研究所関西研究所
　放射光科学研究センター長

菅　　滋正 　大阪大学大学院基礎工学研究科・教授　

竹田　美和 　名古屋大学大学院工学研究科・教授

月原　冨武 　大阪大学蛋白質研究所・教授

西田　信彦 　東京工業大学大学院理工学研究科・教授

藤井　保彦
　日本原子力研究所東海研究所
　中性子利用研究センター長

　

　

機

構

内

　

松下　　正 　物質構造科学研究所・副所長

野村　昌治 　放射光科学第一研究系・研究主幹

河田　　洋 　放射光科学第二研究系・研究主幹

春日　俊夫 　放射光源研究系・研究主幹

池田　　進 　中性子科学研究系・研究主幹

西山　樟生 　ミュオン科学研究系・研究主幹

前澤　秀樹 　放射光源研究系・教授

伊藤　健二 　放射光科学第一研究系・助教授

古坂　道弘 　大強度陽子加速器計画推進部・教授

門野　良典 　ミュオン科学研究系・教授

今里　純　 　素粒子原子核研究所物理第四研究系・教授

黒川　眞一 　加速器研究施設・研究総主幹

佐藤康太郎 　加速器研究施設加速器第四研究系・研究主幹

平山　英夫 　共通基盤研究施設放射線科学センター・教授

����������任期：平成 ��年 �月 �日～平成 ��年 �月 ��日
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平成 15年度第三期配分結果一覧
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課題番号 申請者 所属 課題名
希望ステー
ション

2003PF-01 小野　寛太 PF 円偏光Ｘ線を用いた磁気イメージング 28B

2003PF-02 小野　寛太 PF メゾスコピック磁性体のvortexカイラリティの直線観察 NE1B

2003PF-03 野澤　俊介
研究機関研
究員

Cs補償型Mn系プルシアンブルー錯体の温度相転移の研究 10B

2003PF-04 若林　裕助 PF 三角格子LiVO2の軌道状態 4C

2003PF-05 若林　裕助 PF ハロゲン架橋複核白金錯体の電荷配列の観測 4C，16A2

2003PF-06 田崎　遼子
特別共同利
用研究員

ドメイン制御下での極限条件下単結晶構造解析手法の確立 1B

2003PF-07 平野　馨一 PF Ｘ線多波回折に伴う前方回折Ｘ線の位相シフトの観察 14B，15C

2003PF-08 土岐　　睦 総研大 高圧低温での粉末Ｘ線回折へのMEMの応用 1B

2003PF-09 戸田　　充
研究機関研
究員

パイロクロア化合物Cd2Re2O7の軌道状態 4C又は9C

2003PF-10 張　　小威 PF Ｘ線ポリゴンによる回転テーブル角度位置の精密較正 14B

2003PF-11 張　　小威 PF アンジュレータ放射光による格子間隔精密測定の高度化 NE3

2003PF-12 亀卦川卓美 PF ダイヤモンドアンビル用ガスケット内の圧力分布 13A，18C

2003PF-13 柳下　　明 PF トロイダル型光電子エネルギー・アナライザーの開発研究 2C

2003PF-14 小原　　哲 総研大
・SF6によるヘリウム光しきい電子捕獲実験

・metastable Li ionのAu plateへの衝突によるmetastableの強度評価
3B

2003PF-15 岸本　俊二 PF 核共鳴前方散乱実験のための積層型APDアレイ検出器の評価 14A

2003PF-16 田中　雅彦 PF La2-xSrxNiO4のNiの異常分散効果を利用した精密構造解析 14A, 10A

2003PF-17 安達　弘通 PF 磁気コンプトン散乱によるGdAl2におけるGdのスピン分布の研究 NE1A1

2003PF-18 橋本　英子 総研大 暗視野用Ｘ線光学系"Owl"の開発と応用 14B

2003PF-19 島雄　大介 総研大 暗視野用Ｘ線光学系"Owl"の開発と応用 14B

2003PF-20 島雄　大介 総研大 暗視野用Ｘ線光学系"Owl"の開発と応用 14C1

2003PF-21 兵藤　一行 PF 臨床応用のための光学系、撮像系の立ち上げ・調整 NE1A2

2003PF-22 久保田正人 PF 光電子顕微鏡を用いたサブミクロン分解能でのマイクロXAFS 9C

2003PF-23 張　　小威 PF 新型Ｘ線マイケルソン干渉計のテスト NE3

2003PF-24 澤　　　博 PF 不斉回折効果の測定による界面磁性の検出 16A2, NW2

2003PF-25 佐賀山　基
研究機関研
究員

CaAlSiの長周期構造と超伝導転移温度の相関 4C

2003PF-26 佐賀山　基
研究機関研
究員

強磁性超伝導体UGe2の圧力誘起超伝導の発現メカニズム 1B

2003PF-27 若林　裕助 PF 小型ミラーによる高調波除去のスタディ 4C

2003PF-28 河村　幸彦 研究支援 BL-1A,1Bを用いた単結晶／粉末精密構造解析 1A, 1B

2003PF-29 岸本　俊二 PF 大強度電子線によるシリコンAPD素子の損傷評価 NE3

2003PF-30 岸本　俊二 PF 核共鳴前方散乱実験のためのAPDアレイ検出器の開発 NE3

2003PF-31 張　　小威 PF マルチPINアレーによる高速格子間隔コンパレータの開発 3C2

2003PF-32 張　　小威 PF 低温冷却分光器のブラックと安定性の測定 NW2

2003PF-33 張　　小威 PF 低温強磁場装置の立ち上げと前方散乱条件のテスト NE3

2003PF-34 田中　雅彦 PF DAFSによるLa2-xSrxNiO4低温相のNiイオン秩序構造の解析 9C

2003PF-35 森本　　理 総研大 逆光電子分光用ディテクターのバンドパス特性測定 11C

2003PF-36 小原　　哲 総研大 準安定状態リチウムイオンと希ガスの衝突実験 3B

2003PF-37 岩住　俊明 PF Ti含有強誘電体の誘電特性と電子状態 7C, 28B

2003PF-38 平野　馨一 PF Ｘ線光学に関する実験 14B又は15C

2003PF-39 平野　馨一 PF Ｘ線位相コントラストイメージングに関する実験 14B又は16C

2003PF-40 岸本　俊二 PF 大強度電子線によるシリコンAPD素子の損傷評価 NE3

2003PF-41 間宮　一敏
研究機関研
究員

Co含有希薄磁性酸化物の内殻吸収磁気円二色性測定 11A

2003PF-42 間瀬　一彦 PF オージェー光電子アナライザーの整備 12A

2003PF-43 久保田正人 PF 自動角度走査光電子分光システムの調整 1C

2003PF-44 張　　小威 PF アナログフィードバック化回路による放射光強度の安定化 3C2

2003PF-45 東　　善郎 PF イオン飛行時間差によるリチウムペニングイオン化測定 3B

2003PF-46 森本　　理 総研大
スピン偏極逆光電子分光用フォトンディテクターのバンドパス特性の
測定

11C

平成15年度　内部スタッフ・大学院生優先ビームタイム採択課題一覧
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��ニュース送付希望の方へ
　��ニュースでは送付申し込み登録制度を導入しており
ます。送付をご希望の方はお手数ですが，��ニュースホー
ムページ（����������������������������������������）の登録
フォームよりお申し込み下さい。登録の有効期限は毎年年
度末（�月末）までとさせていただきますので，次年度も
送付を希望される方は改めて登録が必要です。ホームペー
ジ上の更新フォームにてお申し込み下さい。送付先に変更
がなければ，お名前と登録番号の入力だけで更新できます。
また，更新フォームには簡単なアンケートがありますので
ご協力をお願い致します。
　今まで自動的に送付されていた過去の課題責任者並びに
課題参加者，現在有効課題に参加している方（課題責任者
のみ自動的に送付）は登録が必要ですが，下記の方々はご
登録いただかなくても自動的に ��ニュースが送付されま
す。

１）��懇談会会員
会員期間中は ��ニュースを送付します。年度末の更新手
続きは必要ありません。
２）共同利用実験課題責任者
課題の有効期間中は ��ニュースを送付します。複数の課
題をお持ちの場合，送付期間は自動的に最新課題の有効期
間まで更新されます（送付は �冊です）。有効課題の期間
が切れますと ��ニュース送付登録は消去されます。購読
の継続を希望される方は登録フォームにてご登録下さい。
３）図書館や図書室等
これまで通り寄贈いたします。
４）物構研運営会議委員，放射光共同利用実験課題審査委員
委員任期中は ��ニュースを送付致します。
５）加速器奨励会役員・評議員・賛助会員
これまで通り加速器奨励会事務室より送付致します。
６）��にメールボックスをお持ちの方
これまで通りメールボックスに配布致します。

　また，��ニュースでは下記のカテゴリーで皆様からの

宛           先

〒 ��������　茨城県つくば市大穂 ���
高エネルギー加速器研究機構

物質構造科学研究所　放射光科学研究施設内　
��ニュース編集委員会事務局

���：��������������　���：������������
������：��������������������

���：����������������������������������������

　　委員長�����������一國伸之　 千葉大学工学部 ��������������������   
　　副委員長       澤　　博    物質構造科学研究所
       委　員������������東　善郎　物質構造科学研究所�����������������������������������上田和浩　 ㈱日立製作所日立研究所
�������������������������������小野寛太    物質構造科学研究所                                川崎政人    物質構造科学研究所
   富田憲一　物質構造科学研究所                                中島伸夫����弘前大学理工学部������������������������
� �長嶋泰之    東京理科大学理学部　　　　                 永田宏次    東京大学大学院農学生命科学研究科
������������������������中辻　寛�����東京大学物性研�������������������������������������������原　一広    九州大学大学院工学研究院
������������������������宮内洋司�����物質構造科学研究所　　　　　　　　���綿岡　勲����信州大学繊維学部
事務局　　    高橋良美    物質構造科学研究所

編集後記
　　��の末端ユーザーである私が ��ニュースの編集委員
となり �年が過ぎた。�か月ごとの編集委員会のため、春
夏秋冬の筑波の景色を楽しめたことがうれしい。委員会の
前後の待ち時間に物珍しい本を立ち読みしていくつか小発
見もした。実験で ��に来る時には、景色なぞ楽しむ余裕
がないので、個人的に実に充実した時間である。さて、出
張目的の編集委員会では、この �年、存在感が全くなかっ
た。一言二言発しただけ。�年目は多少ましになるよう努
めます。
　この編集後記を書くのに先達に学べと、上記 ���で �
巻分の編集後記の ���ファイルを入手。バックナンバー
の記事をインターネットから入手できる便利さを実感し
た。皆様もご活用ください。（����）

投稿をお待ちしております。詳細は事務局または��ニュー
スホームページをご覧下さい。

【最近の研究から】
��で行われた実験，研究の成果をお寄せ下さい。
【建設・改造ビームラインを使って】
特にビームラインの改良点，他のビームラインとの比較，
要望等を是非お聞かせ下さい。
【ユーザーとスタッフの広場】
��での実験の成果等が認められ受賞された方、海外放射
光施設に滞在，訪問された方，また国際会議等に参加され
た方，どうぞご投稿下さい。
【��懇談会だより】
ユーザーグループのミーティング，活動・運営報告等があ
りましたらお寄せ下さい。

編集委員会から
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KEKアクセスマップ・バス時刻表

①高速バス「ニューつくばね号」（約１時間30分） 

②高速バス「つくば号」（約１時間） 

東

京

駅

 

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構 

つ
く
ば
セ
ン
タ
ー 

上

野

駅

 

ひ
た
ち
野
う
し
く
駅 

荒
川
沖
駅 

土

浦

駅

 

至水戸駅 

京都・大阪 

羽 田 空 港  成田国際空港 

⑨ 

 

⑧ 

⑦夜行バス 

空港直通バス 空港直通バス 

JR山手線 ③JR常磐線 

（約１時間） 

④路線バス 

⑥ ⑤ 
路
線
バ
ス 

路
線
バ
ス 

路
線
バ
ス 

タ
ク
シ
ー 

（約30分 
　　5,000円） 

タクシー 
（約20分 3,000円） 

（約20分） 

（
約
　
分
） 
25

（
約
　
分
） 

25

（
約
　
分
） 

23

桜
土
浦 

常磐自動車道 

（約６分） （約４分） （約８分） 

（約９時間） 

（約2時間） （約1時間40分） 
京浜急行（約25分） 

東京モノレール（約22分） 

JR山手線 
（約６分） 

JR山手線（約５分） 

浜 松 町  

品 川 駅  

（約30分） 

（KEK周辺タクシー会社：大曽根タクシー029-864-0301） 

（土浦駅周辺タクシー会社： 
　　　土浦タクシー　029-821-5324） 
 

����
����

①②高速バス （問い合わせ先：関鉄学園サービスセンター 029-852-5666 JRバス東京営業センター 03-3215-1468）

高速バス時刻表［ニューつくばね号］

2002年10月15日改正
所要時間　　約１時間30分
運　　賃　　東京駅←→高エネルギー加速研究機構（KEK）：1,470円（５枚綴り回数券6,100円）

東京駅八重洲南口→ＫＥＫ（筑波山行き）

東 京 駅 ＫＥＫ

07：20 08：45

09：10 10：35

11：10 12：35

12：50 14：15

14：50 16：15

16：40 18：05

18：40 20：05

20：20 21：45

ＫＥＫ→東京駅日本橋口行き

ＫＥＫ 上 野 駅 東京駅日本橋口

平日のみ 平　日 休　日

06：02 08：00 08：20 07：50

08：00 09：55 10：15 09：45

10：15 12：10 12：30 12：00

12：15 14：10 14：30 14：00

14：20 16：05 16：25 16：05

16：05 17：50 18：10 17：50

17：40 19：25 19：45 19：25

19：30 21：15 21：35 21：15

※上下便、高速道路後のバス停：谷田部、谷田部営業所、農林団地中央、果樹試験場入口、松代四丁目、自動車研究所、東光台研究団地、

東光台一丁目、国土地理院、土木研究所、大穂支所、高エネルギー加速器研究機構、北部工業団地入口、筑波支所前、常陸北条、筑波山

（確認日：2004. 4. 30）
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巻末情報

高速バス発車時刻表［つくば号］
1999年10月１日改正

運　　賃　　東京駅←→つくばセンター：1250円（５枚綴り回数券5200円）

所要時間　　東京→つくば65分 つくば→上野90分（平日） つくば→東京110分（平日）
つくば→東京80分（日祝日）

東京駅八重洲南口→つくばセンター行
時 平　　　日 日 祝 日
5
6 00 30 00 30
7 00 20 40 50 00 20 40 50
8 00 10 30 40 50 00 10 30 40
9 00 10 30 40 50 00 10 30 40
10 00 10 30 40 50 00 10 30 40
11 00 10 30 40 50 00 10 30 40
12 00 10 30 40 50 00 10 30 40
13 00 10 30 40 00 10 30 40
14 00 10 30 40 00 10 30 40
15 00 10 30 40 50 00 10 30 40 50
16 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50
17 00 10 20 30 40 50 00 00 10 20 30 40 50
18 00 00 10 20 30 40 50 00 00 10 20 30 40 50
19 00 10 20 30 40 50 00 00 10 20 30 40 50
20 00 00 10 20 30 40 50 00 00 10 20 30 40 50
21 00 10 20 30 40 50 00 00 10 20 30 40 50
22 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50
23 00 00 00 00

つくばセンター→東京駅日本橋口行
時 平　　　日 日 祝 日
5 15 30 45 15 30 45
6 00 12 24 36 48 00 12 24 36 48
7 00 12 24 36 48 00 12 24 36 48
8 00 12 24 36 48 00 10 20 30 40 50
9 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50
10 00 10 20 30 40 50 00 10 20 30 40 50
11 00 12 24 36 48 00 10 20 30 40 50
12 00 12 24 36 48 00 12 24 36 48
13 00 12 24 36 48 00 12 24 36 48
14 00 10 20 30 40 50 00 12 24 36 48
15 00 10 20 30 40 50 00 12 24 36 48
16 00 10 20 30 40 50 00 12 24 36 48
17 00 10 20 30 40 50 00 12 24 36 48
18 00 12 24 36 48 00 12 24 36 48
19 00 12 24 36 48 00 12 24 36 48
20 00 15 30 45 00 15 30 45
21 00 15 30 00 15 30
22
23

※　上りは、平日のみ上野駅経由
※　上下便、つくば市内でのバス停：竹園二丁目、千現一丁目、並木一丁目、並木大橋

JR常磐線上り
土浦発 上野着 種別 土浦発 上野着 種別 土浦発 上野着 種別
5:20
5:45
6:06
6:09
6:24
6:31
6:41
6:45
6:50
6:58
7:02
7:03
7:08
7:12
7:15
7:20
7:24
7:29
7:34
7:35
7:45
7:45
7:59
8:04
8:19
8:26
8:34
8:52
9:09
9:12
9:28
9:35
9:38

9:44
9:58
10:10
10:21
10:28
10:36
10:47
11:07
11:21
11:27
11:37
11:48
11:54
12:07
12:16
12:21
12:33
12:48
13:07
13:21
13:26
13:35
13:49
14:07
14:21
14:26
14:48
15:07
15:21
15:24
15:35
15:48
15:53

16:15
16:21
16:37
16:47
17:03
17:15
17:22
17:31
17:47
18:07
18:15
18:21
18:32
18:47
19:09
19:21
19:24
19:33
19:46
20:07
20:21
20:23
20:36
20:56
21:15
21:21
21:41
21:55
21:57
22:11
22:21
22:36

③JR常磐線

◇　土・休日運休　　◆　土・休日運転
特　特急　快　通勤快速（荒川沖駅、ひたち野うしく駅には止まりません。）
（土浦駅23:25発の「我孫子行き」を利用すると、取手駅または我孫子駅乗り換えで上野駅に24:36到着。）

6:28
6:54
7:06
7:20
7:41
7:28
7:59
7:57
7:52
8:11
8:04
8:18
8:17
8:23
8:22
8:33
8:36
8:40
8:43
8:53
8:46
8:52
8:55
9:17
9:10
9:40
9:25
10:07
9:59
10:20
10:40
10:50
10:50

特

特
◇
◆
◇快
◇
◇快
◆
◇
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◇快
◆
特

特

特

特

◆
◇

特

特

特

特

特

特

特

特

特

特

特

特

特

特

特

特

特

10:28
11:08
11:24
11:04
11:41
11:50
12:08
12:22
12:04
12:40
12:53
13:09
12:34
13:25
13:31
13:04
13:49
14:09
14:22
14:04
14:42
14:50
15:01
15:21
15:04
15:40
16:01
16:20
16:05
16:33
16:53
17:02
16:35

17:27
17:04
17:52
18:01
18:19
18:28
18:04
18:42
19:02
19:20
19:29
19:04
19:48
20:02
20:22
20:04
20:32
20:46
21:01
21:23
21:05
21:30
21:47
22:10
22:26
22:04
22:51
22:34
23:04
23:23
23:06
23:42

JR常磐線下り
上野発 土浦着 種別 上野発 土浦着 種別 上野発 土浦着 種別
5:10
6:03
6:30
6:46
7:00
7:02
7:30
7:35
7:49
8:00
8:07
8:12
8:14
8:20
8:30
8:32
8:36
8:42
8:45
8:48
9:02
9:10
9:13
9:25
9:30
9:49
10:03
10:16
10:30
10:33
10:50
11:03

11:16
11:30
11:33
11:50
12:03
12:16
12:30
12:33
12:50
13:03
13:16
13:30
13:33
13:50
14:03
14:16
14:30
14:33
14:50
15:03
15:16
15:30
15:33
15:50
16:16
16:30
16:38
16:50
17:11
17:30
17:33
17:48

18:10
18:20
18:30
18:37
18:48
19:03
19:09
19:20
19:30
19:38
19:50
20:00
20:03
20:13
20:30
20:40
20:51
21:03
21:16
21:30
21:38
21:55
22:00
22:17
22:30
22:45
23:00
23:12
23:42

6:14
7:13
7:36
7:57
7:40
8:09
8:17
8:42
9:00
8:50
9:14
9:27
9:27
9:36
9:21
9:40
9:41
9:56
9:56
10:04
10:10
10:23
10:25
10:44
10:16
11:02
11:19
11:28
11:13
11:46
12:01
12:19

特

特

特
◇
◆
◇
◇
特
◆
◇
◇
◆
◇
◇
◆
◇

特

特

特

特

特

特

特

特

特

特

快

特

特

特

特

特

特

特

12:28
12:12
12:50
13:01
13:20
13:28
13:14
13:47
14:01
14:19
14:29
14:14
14:50
15:01
15:09
15:28
15:15
15:47
16:02
16:18
16:28
16:13
16:45
17:02
17:28
17:13
17:49
18:01
18:23
18:13
18:45
19:01

19:23
19:33
19:16
19:49
20:08
19:59
20:22
20:33
20:15
20:52
21:01
20:42
21:10
21:28
21:16
21:52
22:02
22:10
22:27
22:16
22:42
23:13
22:52
23:32
23:19
23:59
23:51
0:19
0:48

（土浦駅発着）（問い合わせ先：土浦駅 029-822-9822）（2004年3月13日改定）

所要時間　土浦駅－上野駅　（普）約70～80分〔1,110円〕 （快）約60分 （特）約50分〔1,110円＋950円（特急料金）〕
〔運　賃〕 土浦駅ー荒川沖駅　約６分〔190円〕 土浦駅ーひたち野うしく駅　約10分〔190円〕
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18系統：土浦駅東口～つくばセンター～KEK～筑波テクノパーク大穂　　C8A系統：つくばセンター～KEK～筑波テクノパーク大穂
61系統：つくばセンター～KEK～筑波駅　　71系統：つくばセンター～（西大通り）～KEK～下妻駅（筑波大学は経由しません）

④つくばセンター←→KEK間
所要時間　約20分　　運賃　430円（KEK－土浦駅間の料金は760円） つくばセンター乗り場１番

2003年3月16日改正

18 06:57 07:14 07:32
18 ×07:50 ×08:07 ×08:25
61 08:30 08:46
71 08:40 08:53
C8 08:50 09:05
71 09:20 09:33
C8A ×09:30 ×09:46
61 10:15 10:31
71 10:50 11:03
C8 ×10:55 ×11:10
71 12:00 12:13
61 12:00 12:16
18 12:10 12:27 12:45
61 ○13:20 ○13:36
61 ×13:25 ×13:41
71 14:00 14:13
61 ○14:20 ○14:36

61 07:39 08:00
71 07:43 08:05
C8 08:08 08:26
71 08:38 09:00
C8 ×09:05 ×09:24
18 09:40 10:00 10:22
61 09:49 10:10
71 10:18 10:40
C8 ×10:30 ×10:49
71 11:31 11:50
61 11:34 11:55
18 ×11:40 ×12:00 ×12:22
61 ○12:39 ○13:00
61 ×12:54 ×13:15
C8 13:25 13:44
71 13:28 13:50
61 ○13:49 ○14:10

61 ×13:54 ×14:15
71 14:48 15:10
C8 ×15:20 ×15:39
61 15:34 15:55
71 15:43 16:05
C8 16:10 16:29
61 ×16:29 ×16:50
61 ○16:44 ○17:05
71 17:08 17:30
61 ○17:29 ○17:50
C8 17:40 17:59
61 ×17:59 ×18:20
C8 ×18:10 ×18:29
18 19:00 19:20 19:42
71 19:08 19:30
C8 ×19:30 ×19:49
18 ×20:50 ×21:10 ×21:32

61 ×14:25 ×14:41
18 ×14:10 ×14:27 ×14:45
C8 15:15 15:30
71 15:30 15:43
61 16:05 16:21
71 16:40 16:58
C8 16:40 16:55
61 ×17:00 ×17:16
C8 ×17:20 ×17:35
61 ○17:20 ○17:36
71 17:45 17:58
C8 18:10 18:25
61 ○18:10 ○18:26
61 ×18:30 ×18:46
C8 ×18:40 ×18:55
71 19:40 19:53
C8 ×20:00 ×20:15

平　　　　　　日
ひたち野うしく駅発 つくばセンター発

土 曜 ・ 日 祝 日
ひたち野うしく駅発 つくばセンター発

⑥ひたち野うしく駅←→つくばセンター

06：55
¡07：07
07：29
07：52

¡08：15
08：40
08：54
09：10

¡09：20
09：37
09：58

¡10：20
10：34
10：56

¡11：24
11：44

12：02
¡12：23
12：51
13：10

¡13：23
13：43
14：03

¡14：25
14：44
15：05

¡15：24
15：43
16：02

¡16：28
16：44
16：57

¡17：12
17：29
17：44
17：56

¡18：20
18：35
18：50
19：02

¡19：17
19：33
19：50
20：10

¡20：29
20：50
21：05

¡21：25

06：20
¡06：35
06：53
07：12

¡07：40
08：01
08：17
08：28

¡08：45
08：59
09：22

¡09：48
10：02
10：23

¡10：48
11：05

11：28
¡12：00
12：21
12：40

¡12：49
13：12
13：30

¡13：48
14：05
14：31

¡14：48
15：12
15：31

¡15：52
16：10
16：24

¡16：43
16：57
17：07
17：19

¡17：45
17：56
18：17
18：24

¡18：48
18：59
19：20
19：40

¡19：47
20：13
20：30

¡20：57

07：35
¡07：51
08：17
08：40

¡08：55
09：26

¡09：53
10：13
10：35

¡11：01
11：23
11：44
12：09

¡12：30

13：03
¡13：28
14：02
14：25

¡14：44
15：05
15：24
15：57

¡16：23
16：44
17：06
17：24

¡17：45
18：03

18：20
18：36

¡19：01
19：29
19：47

¡20：02
20：21

06：57
¡07：20
07：42
08：03

¡08：23
08：54

¡09：20
09：39
10：06

¡10：24
10：48
11：09
11：33

¡11：59

12：33
¡13：00
13：33
13：49

¡14：09
14：32
14：57
15：23

¡15：52
16：10
16：36
16：49

¡17：12
17：30

17：45
18：05

¡18：32
18：55
19：10

¡19：30
19：46

所要時間　約23分　　　運　賃　500円 （発時刻のみ）

（2003年7月16日改正）

¡印…JRバス関東
○印…土曜・日祝日および

8/14・15・12/30・31運休
建築研究所行

（凡例）

ひたち野うしく駅←→つくばセンター（直行バス）
ひたち野うしく駅発 つくばセンター着　　つくばセンター発 ひたち野うしく駅着

○07：40 08：00 ○17：28 17：48
○07：55 08：15 ○17：58 18：18

〈④の時刻表にも土浦駅←→つくばセンター間の（18系統）が掲載されていますので、ご参照下さい。〉

土 浦 駅 発 つ く ば セ ン タ ー 発

⑤土浦駅←→つくばセンター

○05：30
○05：45
06：00
06：10
06：20
06：30
○06：40
06：50
07：00
○07：05
07：20
○07：30二
07：40
○07：55
◎08：00
○08：10
◎08：15

06：24
07：04
07：24
○07：34
07：35
◎07：54
○07：59
08：14
08：34
08：54
09：09
◎09：19特
09：24
09：39
09：54
10：09
10：24

10：39
10：54
11：09
11：19特
11：24
11：39
11：54
12：09
12：19特
12：24
12：39
12：54
13：09
13：19特
13：24
13：39
○13：45

13：54
14：09
14：19特
14：24
○14：30二
14：39
14：54
◎15：06
○15：09
15：19特
15：24
15：39
15：54
16：09
16：19特
16：24
16：39

16：54
17：09
17：19特
17：24
17：39
17：54
18：09
18：19特
18：29
18：49
◎19：04
○19：09
19：19
19：29
19：49
20：04
○20：20

20：24
20：39
21：09
21：39
○22：00
22：09
○22：39

○08：20
08：30
08：45
09：00
09：15
09：20特
09：30
09：45
10：00
10：15
10：20特
10：30
10：45
11：00
11：15
11：20特
11：30

11：45
12：00
12：15
12：20特
12：30
◎12：35二
12：45
13：00
13：15
13：20特
13：30
○13：30二
13：45
14：00
14：15
14：20特
14：30

14：45
15：00
15：15
15：20特
15：30
15：45
16：00
16：15
16：20特
○16：20二
16：30
16：45
17：00
17：15
17：20特
○17：25
◎17：30

17：45
18：00
18：15
18：20特
18：30
18：50
◎19：05
○19：10
19：30
19：47
20：15
20：40
21：15
21：45
22：15
○22：40

所要時間　約25分（特急バス　土浦→つくばセンター約15分　つくばセンター→土浦約20分）
運　賃　　510円　　つくばセンター乗り場３番

（2003年3月16日改正）

系統 土浦駅 つくば ＫＥＫ東　口 センター 系統 土浦駅 つくば ＫＥＫ東　口 センター 系統 ＫＥＫ つくば 土浦駅
センター 東　口 系統 ＫＥＫ つくば 土浦駅

センター 東　口

○ × 

無印 平日・土・祝日ともに運行
○　土・日祝日運休
◎　土・日祝日運行

土・日祝日・休校日運休
二　土浦二高経由
特　特急バス
（土浦-吾妻-つくばセ
ンターのみ停車）

○ × 

（凡例）

（×は土曜・休日運休、○は土曜・休日運転）
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よかっぺ関西号〔水戸・つくば←→京都・大阪〕

運行時刻表 2001年12月19日改定

水戸・つくば→京都・大阪 大阪・京都→つくば・水戸
土浦駅東口 22：24 あべの橋駅（JR天王寺駅） 21：30
つくばセンター 22：48 上本町駅バスセンター 21：47
並木大橋 22：55 近鉄なんば駅西口（OCATビル） 22：02
京都駅八条口（近鉄改札前） 6 ：05 京都駅八条口（近鉄改札前） 23：04
近鉄なんば駅西口（OCATビル） 7 ：04 並木大橋 6 ：14
あべの橋駅（JR天王寺駅） 7 ：25 つくばセンター 6 ：21
ユニバーサルスタジオジャパン 7 ：55 土浦駅東口 6 ：43

料金表（大人）
区　　　　　　　　間 片道運賃 往復運賃

土浦駅東口・つくばセンター・並木大橋←→京都駅八条口 8,900円 16,020円
土浦駅東口・つくばセンター・並木大橋←→近鉄なんば駅西口以降 9,700円 17,460円

乗 車 券
・予約制。１ヶ月前より予約受付。乗車券は３日前までに購入。
・予約・問い合わせ先：関鉄学園サービスセンター 029－852－5666 予約受付時間（毎日９:00～17:00）

近鉄バス 06－6772－1631 予約受付時間（毎日９:00～19:00）
http://www.kintetsu-bus.co.jp/

インターネット予約
http://www.j-bus.co.jp/

・水戸・土浦間の時刻、小人料金、詳しい搭乗場所については上記問い合わせ先へ。

⑦夜行バス

羽田空港←→つくばセンター

所要時間：約2時間（但し、渋滞すると３時間以上かかることもあります。）
1999年6月1日開業

運　　賃：1,800円

⑧⑨空港直通バス

※　平日日祝日とも上記時刻表
※　羽田空港乗り場：１階到着ロビーバス乗り場12番
※　上下便、つくば市内でのバス停：竹園二丁目、千現一丁目、並木一丁目、並木大橋
※　問い合わせ：029－836－1145（関東鉄道）／03－3790－2631（京浜急行）

成田空港←→つくばセンター（土浦駅東口行）
（AIRPORT LINER  NATT′S）

1999年12月16日改正
所要時間：約1時間40分　　　運　　賃：2,540円
乗車券購入方法：
成田空港行：予約制。１カ月前から予約受付。乗車券は３日前までに購入。

予約センター電話：029－852－5666（月～土：８：30～19：00 日祝日９：00～19：00）
つくばセンター方面土浦駅東口行：成田空港１Ｆ京成カウンターにて当日販売

※　平日日祝日とも上記時刻表
※　上下便の全バス停：土浦駅東口、つくばセンター、ひたち野うしく駅、新利根町、成田空港

５：30
６：20
７：00
８：00
９：30
11：40

13：00
14：00
15：00
16：00
16：40
17：40

７：10
８：20
９：00
10：00
11：30
13：40

14：40
15：40
16：40
17：40
18：20
19：10

８：40
９：30
10：35
11：35
13：00
14：20

15：20
16：30
17：55
19：20
20：20
21：20

10：30
11：20
12：25
13：25
14：50
16：10

17：10
18：20
19：45
20：50
21：40
22：40

つくばセンター発 羽田空港着 羽田空港発 つくばセンター着

６：20
７：20
８：50
10：20
11：55

13：25
14：35
15：50
17：35

８：00
９：00
10：30
12：00
13：35

15：05
16：15
17：30
19：15

７：20
９：05
10：35
12：50
14：35

16：15
17：20
18：40
20：00

９：00
10：45
12：15
14：30
16：15

17：55
19：00
20：20
21：40

つくばセンター発 成田空港着 成田空港発 つくばセンター着
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洞峰公園 
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ンタ
ー 

デニ
ーズ
 

中央
通り
 

ココ
ス 

土浦
学園
通り
 

南大
通り
 

焼鳥
屋 

肉のハナマサ 

アーバンホテル 
(http://www.urbanhotel.co.jp/uhotel.html) 
TEL（029）877-0001  6,825円～ 
（6/1新館オープン　38部屋〈うち12部屋は喫煙可〉 
　7,875円～） 
 
にいはり旅館 
TEL（029）864-2225  3,885円～ 
 
トレモントホテル 
TEL（029）851-8711  7,854円～ 
  
筑波研修センター 
TEL（029）851-5152  3,600円～ 
 
オークラフロンティアホテルつくば 
(http://www.okura-tsukuba.co.jp/index2.html) 
TEL（029）852-1112  10,972円～ 
 
ルートつくば 
TEL（029）860-2111  6,825円～（朝食付） 
 
オークラフロンティアホテル 
つくばエポカル 
(http://www.okura-tsukuba.co.jp/index2.html) 
TEL（029）860-7700  10,972円～ 
 
ホテルニューたかはし竹園店 
TEL（029）851-2255  5,775円～ 
 
ホテルデイリーイン 
(http://www.yama-nami.co.jp/)インターネット予約5％引き 
TEL（029）851-0003  6,090円 
 
ビジネスホテル山久   5,000円～ 
TEL（029）852-3939  5,500円～（2食付） 

 

ビジネスホテル松島（新館）6,500円～ 
TEL（029）856-1191　　　6,800円（3人～） 
　　　　　　　　　　　（風呂・2食付） 
　　　　　　　　 （本館）6,000円～ 
 
 
ホテルグランド東雲（新館）7,350円～ 
TEL（029）856-2212（本館）6,300円～ 
 
つくばスカイホテル 
(http://www.yama-nami.co.jp/)インターネット予約5％引き 
TEL（029）851-0008  6,300円～ 
 
学園桜井ホテル 
(http://www.gakuen-hotel.co.jp/)　 
TEL（029）851-3011  6,878円～ 
 
ビジネス旅館二の宮 
TEL（029）852-5811  5,000円～ 
　　　　（二人部屋のみ　2食付） 
 
ペンション学園 
TEL（029）852-8603  4,700円～（税込） 
 　　　　　　　　　21,000円（7日以内） 
 
ホテルスワ 
TEL（029）836-4011  6,825円～ 
 　　　　　　　　　 6,090円（会員） 

～ ～ 

～ ～ 
～
 
～
 

5.4㎞ 

6.3㎞ 

7.4㎞ 

9.0㎞ 

8.4㎞ 

13㎞ 

1.9㎞ 

０㎞ 

R
t.408

① 
 
 
 
 
 
② 
 
 
③ 
 
 
④ 
 
 
⑤ 
 
 
 
⑥ 
 
 
⑦ 
 
 
 
 
⑧ 
 
 
⑨ 
 
 
 
⑩ 

⑪ 
 
 
 
 
 
⑫ 
 
 
⑬ 
 
 
 
⑭ 
 
 
 
⑮ 
 
 
 
⑯ 
 
 
 
⑰ 
 
 
 
 

① ② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ ⑧ 

⑨ 

⑩ 
⑪ 
⑫ 

⑬ 
⑭ 

⑮ 

⑯ 

⑰ 

KEK周辺生活マップ参照 

筑波建築試験センター 

 6,300円（3人～）（2食付） 
 

レストラン街 

ＫＥ
Ｋ 

ＫＥ
Ｋ 

和 

和 

つくば市内宿泊施設 （確認日：2004. 4. 30）※料金は全て税込。
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＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

ＫＥＫ 

大久保歯科 

市原病院 

てらしま（ダイソー） 

メヒコ 

休 

休 

休 

休 

休 

休 

休 

休 

休 
休 

休 

休 

休 

休 

〒 

〜
〜 

〜
〜 

いちむら食堂 

麺八 

マクドナルド 

ファミリーマート 

まぐろ一番 ホーマック 

ケーズ電気 

堀川クリニック 

パリーミキ 

叶家（ケーキ） 

サンキ（衣料雑貨） 

根本歯科 

竹前 

サンクス 

元気寿司 

カスミ 

サロン飯塚 

常陽銀行 
庄司サイクル 

◎ 
◎ 

大穂庁舎 

コンビニエンスストア 

レストラン 

病院・クリニック 

ガソリンスタンド 

 

０㎞ 

1.2㎞ 

1.4㎞ 

1.7㎞ 

1.9㎞ 

1.9㎞ 

2.4㎞ 

1.5㎞ 

セーブオン 

大穂郵便局 
三徳 

大曽根駐在所 

コナカ 

マツモトキヨシ 

オー・ド・ヴィ 

カフェシャンドゥフルール 

そば坊 

満月寿司 

中華料理万里 

エッソ 

9:00-12:00/15:00-19:00
水・日 

8:00-11:00/13:30-16:45
日・祝祭日 

11:00-14:20/17:00-21:00

11:00-14:00/16:00-21:00
月 

11:30-21:30

11:30-14:30/ 
17:30-24:00

9:00-12:00/15:00-18:00
水・日午後 

10:00-20:00

10:00-20:00
第３火曜 

10:00-20:00

11:30-14:30/17:30-22:30
日 

木・日 
9:30-19:30

11:00-14:00/ 
  17:00-21:30

10:00-24:00

17:00-21:30

10:00-21:00

9:00-22:00

10:00-20:00

11:00-21:30

11:00-15:00/17:00-21:00

11:30-21:00

11:00-14:00/ 
  17:00-21:00

10:00-20:00

8:00-22:00

日・祝日 

9:00-12:30/15:00-18:30
木・日 

日 

11:30-14:00/ 
　17:00-23:00

11:00-2:00

第４日曜 

（時間は営業時間を示していますので 
　飲食店についてはご注意下さい。） 

高エネルギー加速器研究機構 

西大
通り
 

東
大
通
り 

洋 和 中  

洋  

洋  

洋  

洋  

洋  

洋  

和  

和  

和  

和  

和  

和  

和  

洋  

和  

和  

和  
和  

和  

中  

24時間 

スーパーマーケット 

セブンイレブン 
24時間 

24時間 

小の村 

（土・日祝は15:30まで） 
水 

ドラッグストアー 

茨城県信用組合 
11:00-2:00am

クアドリ 
フォリオ 

サイゼリヤ 

水戸信用金庫 

11:30-14:00/

ホームセンター 

7:00-9:00/

紳士服 

864-0051

864-0303

864-0188

 

9:30-20:00
864-7501

879-0888

877-1020

100円ショップサンヨー 
10:00-22:00

864-7787

864-2421

11:00-15:00/ 
17:30-22:30 
 

炭火焼肉牛角 
17:00-24:00

セラビ（喫茶） 

自動車修理 
ヤマト車検 
8:30-19:00 
0120-655-408

大穂皮膚科クリニック 
864-1712 
　 木・日祝 
9:00-12:00/15:00-18:00

C

C

C

C

C

つくば市内のレストランについては、 
つくばPiazza（http://www.tsukuba.com） 
等でご覧いただけます。 

ビックメガネ 

雑貨ドラックストア 
カワチ 

（土日祝）7:00-22:00

茶寮 
kagetsu 
877-4717

ラーメン 
壱番亭 

惣菜 
よしむら 

牛丼すき家 
　24時間 

そば慶 
864-23211

コッコリーノ 
17:00-22:00

休 

そば処椿野 
　11:30-14:15 
　17:30-20:15 
　　 木 
　　864-8985

ラ・シャロント 
月 
864-8778

日・第１月 
864-4555

うどん・そば 
すぎのや 

ウェンディーズ 

11:00-25:30 
877-0405

8:00-25:00

KEK周辺生活マップ

放射光科学研究施設研究棟、実験準備棟より正面入口までは約800ｍ

（確認日：2004. 4. 30）
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ふれあい公園 
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至岩井 

至取手 

至上野 

至東北道 
矢板IC

（佐野・藤岡IC 
　館林IC、加須IC） 

至東北道  

セブンイレブン 
至常磐道千代田石岡IC

筑波山 
方面 

上横場 

ガスト 

東光台入口 

筑波大学 

マクドナルド 

筑波大附属病院 

進行方向 

KEK周辺広域マップ 
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KEK内福利厚生施設

●図書室（研究本館1階　内線3029）
開室時間：月～金　9:00～17:00
閉 室 日：土、日、祝、12/28～1/4、蔵書点検日
機構発行のIDカードがあれば開室時間以外でも入館
可能。詳しくは下記URLをご覧下さい。
（http://www-lib.kek.jp/riyou/index.html）

●保健室（医務室）（内線 5600）
勤務時間中に発生した傷病に対して、応急処置を行
うことができます。健康相談(第二・第四月曜日午後)
も行っており、希望者は、事前に保健室へ申し込ん
でください。
場　　所　管理棟１階
開室時間　８:30～17:00（月曜日～金曜日）

●食　堂「カフェテリア」（内線 2986）
営　業　月曜日～金曜日

ただし祝日及び年末年始は休業
朝食　８:10～９:30
昼食　11:30～13:30
夕食　17:00～19:00

●レストラン「くらんべりぃ」（内線 2987）
場　所　職員会館１階
営　業　月曜日～金曜日

ただし祝日及び年末年始は休業
朝食　 8:00～ 9:30（オーダーストップ 9:15）
昼食　11:30～13:30（オーダーストップ 13:15）
夕食　17:00～20:30（オーダーストップ 20:00）
昼の弁当配達サービス
月曜日～金曜日及び営業している土曜日
(注文は当日午前９時30分まで。メニューは450

円、500円、600円の三種で日替わり。)

＊＊土曜日の食事＊＊
上記の食堂とレストランが隔週交替で営業して
います。朝食 8:00～ 9:30（オーダーストップ 9:15）

昼食11:30～13:30（オーダーストップ 13:15）

●軽食コーナー（Do Do Cafe）（内線2195）
30席程度でサンドイッチ等の軽食をメインにしてい
ます。17時以降はアルコール飲料も用意。
場　所　国際交流センター
営　業　月～金　8:00～22:00

ただし祝日及び年末年始は休業
・モーニングタイム 8:00～11:00
・ランチタイム 11:00～14:00
・ティータイム 14:00～17:00
・ナイトタイム 17:00～22:00

●理容室（内線3638）
理容室の利用は予約制になっています。理容室に予
約簿が置いてありますので、利用する時間、氏名、
所属及び内線電話番号を記入して申し込んでくださ
い。なお、電話による予約も可能です。
場　所　　職員会館１階
営　業　　月～金　9:00～17:00

第二、第四土曜日 9:00～17:00
ただし祝日及び年末年始は休業

予約受付　9:00～16:30
料　金　　カット　2,200円

●売　店（内線3907）
日用品、雑貨、弁当、牛乳、パン、菓子類、タバコ、
切手等を販売しています。また、ＤＰＥや宅配便の
取次ぎも行っています。
場　所　職員会館１階
営　業　月～金　10:00～18:30

ただし祝日及び年末年始は休業

●書　店（内線2988）
書籍・雑誌。
場　所　国際交流センター
営　業　月～金　10:00～17:00

ただし祝日及び年末年始は休業

●自転車貸出方法（受付［監視員室］内線3800）
自転車の貸出方法が下記の通り変更になっています
ので、ご注意下さい。
・貸出は実験ホール入口の監視員室で行う。
・貸出は一往復を単位とし、最長半日とする。
・使用後は所定の自転車スタンドへ戻し、鍵は監視
員室へ速やかに戻す。

●常陽銀行ATM（食堂入口脇）
取扱時間：9:00～18:00（平日）

9:00～17:00（土）
日・祝日の取扱いはありません。常陽銀行以外の金
融機関もカードのみの残高照会、引出しが可能です。

●郵便ポスト（計算機棟正面玄関前）
収集時間：9:30

●ドミトリー、ユーザーズオフィスについては、KEKホ
ームページ「施設案内」（http://www.kek.jp/intra-
j/map/annai/uroom.html）をご覧下さい。

ユーザーの方は、これらの施設を原則として、機構の職員と同様に利用することができます。各施設の場所は

後出の「高エネルギー加速器研究機構平面図」をご参照下さい。
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ビームライン担当一覧表（2004. 5. 1）

ビームライン 光源 BL担当者
ステーション 形態 ステーション/実験装置名 担当者 担当者（所外）

（●共同利用、○建設/立ち上げ中、☆所外、★協力BL）
BL-1 ＢＭ 小野
BL-1A ○ 結晶分光型六軸回折・極限条件下ワイセンベルグカメラ 澤
BL-1B ● 極限条件下粉末X線回折装置 澤
BL-1C ● VUV不等間隔平面回折格子分光器 小野
BL-2 Ｕ 北島
BL-2A ● 軟X線２結晶分光ステーション 北島
BL-2C ● 軟Ｘ線不等間隔平面回折格子分光器 柳下
BL-3 ＢＭ 東

BL-3A ● 収束単色Ｘ線回折/散乱実験ステーション 田中
BL-3B ● VUV 24m球面回折格子分光器（SGM） 東
BL-3C1 ● 白色X線ステーション 河田
BL-3C2 ● X線光学素子評価ステーション 安藤
BL-3C3 ● X線磁気回折装置 河田
BL-4 ＢＭ 澤

BL-4A ● 蛍光Ｘ線分析/マイクロビーム分析 飯田
BL-4B1 ● 極微小結晶・微小領域回折装置 大隅
BL-4B2 ●★ 多連装粉末X線回折装置 田中 井田（名工大）
BL-4C ● 結晶分光型六軸回折計 若林
BL-5 ＭＰＷ 松垣
BL-5 ● タンパク質結晶構造解析ステーション 松垣
BL-6 ＢＭ 五十嵐

BL-6A ● タンパク質結晶構造解析ステーション 五十嵐
BL-6B ● タンパク質結晶構造解析ステーション 平木 坂部（SBSP）
BL-6C ○ タンパク質結晶構造解析ステーション 川崎 坂部（SBSP）
BL-7 ＢＭ 伊藤（雨宮：東大 029-864-3584）

BL-7A ☆● 軟X線不等間隔平面回折格子分光器 伊藤 雨宮（東大）
（東大・スペクトル）

BL-7B ☆● 瀬谷波岡分光器 伊藤 雨宮（東大）
（東大・スペクトル）

BL-7C ● XAFS/異常散乱/汎用X線ステーション 岩住
BL-8（日立） ＢＭ 間瀬（尾形：日立 029-864-3629）

BL-8A ☆● 軟X線平面回折格子分光器（SX700） 間瀬 尾形（日立）
BL-8B ☆● 広帯域XAFSステーション 間瀬 尾形（日立）
BL-8C2 ☆● 白色X線ステーション 間瀬 尾形（日立）
BL-9 ＢＭ 野村

BL-9A ● XAFS実験ステーション 野村
BL-9C ● 六軸回折計/小角散乱/XAFSステーション 野村
BL-10 ＢＭ 小林（克）

BL-10A ● 垂直型四軸X線回折装置 田中
BL-10B ● XAFS実験ステーション 宇佐美
BL-10C ●★ 溶液用小角散乱実験ステーション 小林（克） 野島（東工大）
BL-11 ＢＭ 北島

BL-11A ● 軟X線不等間隔回折格子分光器 北島
BL-11B ● 軟X線２結晶分光ステーション 北島
BL-11C ● 固体用瀬谷波岡分光器（SSN） 小野
BL-11D ● 軟X線可変偏角分光器 小野
BL-12 ＢＭ 伊藤

BL-12A ● 軟Ｘ線2m斜入射分光器（GIM） 柳下
BL-12B ● 高分解能極紫外垂直分散分光器（6VOPE） 伊藤
BL-12C ● XAFS実験ステーション 野村
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BL-13 ＭＰＷ／Ｕ 間瀬
BL-13A ● レーザー加熱超高圧実験ステーション 亀卦川
BL-13B1 ● XAFS測定装置 亀卦川
BL-13B2 ● 白色・単色Ｘ線ステーション 亀卦川
BL-13C ●★ 軟X線50m-CGM分光器 間瀬 島田（産総研）
BL-14 ＶＷ 岸本

BL-14A ● 単結晶構造解析・検出器開発ステーション 岸本
BL-14B ● 精密X線回折実験ステーション 平野
BL-14C1 ● 白色・単色X線ステーション 兵藤
BL-14C2 ● 高温・高圧実験ステーション 亀卦川
BL-15 ＢＭ 平野

BL-15A ●★ X線小角散乱ステーション 加藤 若林（阪大）
BL-15B1 ● 高速Ｘ線トポグラフィ・Ｘ線磁気散乱 杉山
BL-15B2 ● 表面Ｘ線回折実験ステーション 杉山
BL-15C ● 精密X線回折ステーション 平野
BL-16 ＭＰＷ／Ｕ 澤

BL-16A1 ● 白色・単色多目的強力Ｘ線実験ステーション 若林
BL-16A2 ● 結晶分光型六軸回折計 若林
BL-16B ● VUV高分解能球面回折格子分光器(H-SGM) 足立（純）
BL-17（富士通） ＢＭ 飯田（淡路：富士通 029-864-3582）

BL-17A ☆● 単色X線/六軸回折計 飯田 淡路（富士通）
BL-17B ☆● 白色VUVステーション 飯田 淡路（富士通）
BL-17C ☆● 白色・単色X線/表面回折/蛍光Ｘ線 飯田 淡路（富士通）
BL-18 ＢＭ 柳下（木下：東大物性研 029-864-2489）

BL-18A ☆● 表面・界面光電子分光実験ステーション 柳下 木下（東大物性研）
（東大・物性研）
BL-18B ● タンパク質結晶構造解析ステーション 五十嵐
BL-18C ● 超高圧下粉末Ｘ線回折計 亀卦川
BL-19（東大・物性研） Ｕ 柳下（木下：東大物性研 029-864-2489）

BL-19A ☆● スピン偏極光電子分光実験ステーション 柳下 木下（東大物性研）
BL-19B ☆● 分光実験ステーション 柳下 辛　（東大物性研）
BL-20 ＢＭ 伊藤

BL-20A ● ３ｍ直入射型分光器 伊藤
BL-20B（ANBF） ☆● 多目的単色・白色X線回折散乱実験ステーション 大隅 G. Foran(Australia) 029-864-7959
BL-27 ＢＭ 小林（克）

BL-27A ○ 放射性試料用軟Ｘ線実験ステーション 小林（克）
BL-27B ○ 放射性試料用Ｘ線実験ステーション 宇佐美
BL-28 ＥＭＰＷ／ＨＵ 小出

BL-28A ● 円偏光VUV定偏角分光器 小出
BL-28B ● 円偏光X線実験ステーション 岩住
PF-AR
AR-NE1 ＥＭＰＷ／ＨＵ 河田

AR-NE1A1 ● 磁気コンプトン散乱・高分解能コンプトン 河田
散乱ステーション

AR-NE1A2 ● 臨床応用 兵藤
AR-NE1B ● 軟Ｘ線10m縦分散斜入射分光器 小出
AR-NE3 Ｕ 張

AR-NE3 ● 時間域メスバウアー分光装置 張
AR-NE5 ＢＭ 兵藤

AR-NE5A ● 医学診断用２次元撮像装置 兵藤
AR-NE5C ●★ 高温高圧実験ステーション/MAX80 亀卦川 草場（東北大金研）
AR-NW2 Ｕ 足立（伸）

AR-NW2 ● 時分割XAFS及び時分割Ｘ線回折実験ステーション 足立（伸）
AR-NW12 Ｕ 松垣

AR-NW12 ● タンパク質結晶構造解析ステーション 松垣
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PF 懇談会入会案内
　PF懇談会は、高エネルギー加速器研究機構・放射光科学研究施設（PF）における研究活動の推進の

ために、PFの発展、会員相互の交流、ならびに利用の円滑化を図ることを目的として設立された利用

者団体です。活動状況についてはホームページ（http://www.nims.go.jp/xray/pf/index.html）をご覧下さい。

入会を希望されます方は、下記入会申込書に必要事項をご記入の上 FAXしていただくか、下記事項

を記入した e-mailを事務局宛お送り下さい。

PF 懇談会入会申込書

l 氏
フリガナ
　名

      
l 所属機関（学部・学科／　　　部・課まで）

l 所在地　　〒

l TEL：    FAX：
l e-mail：
l 学年（学生、院生の場合）   

l 自宅住所（公開・非公開 *）　〒

l 自宅 TEL：

l 専門分野（7文字以内、3項目以内でご記入下さい）

l 使用実験ステーション（これまでに PFを利用したことがある方はご記入下さい）

l 所属ユーザーグループ（ユーザーグループに所属されている方はご記入下さい）

　　* 自宅住所は非公開の場合、データとしては登録されますが、会員名簿には記載されません。

入会申込書送付先
e-mail: pf-sec@pfiqst.kek.jp （メールの場合記入漏れがないようご注意下さい）
Fax: 029-864-2801　PF懇談会事務局宛

郵送先 : 〒 305-0801　茨城県つくば市大穂 1-1

 高エネルギー加速器研究機構　放射光科学研究施設　PF懇談会事務局
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